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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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魔法使いの査定！




　　　　１




　五月──。


　薄うす桃ももの桜がすべて散り、まばゆいばかりの新緑へと置き換かわる頃ころ。


　通りでは、常緑樹の衣ころも替がえした落ち葉がそよ風に舞まい、時折、ビジネス街の路地裏へも迷い込んだ。そんな落ち葉のひとひらが、ふと、ある屋や敷しきの入り口をも過ぎていった。


　もしも落ち葉が人だったなら、こんなところに洋館が、と瞼まぶたをこすったことだろう。


　商店街とビジネス街の中間──乱立したビルとビルの狭はざ間まへ、間ま違ちがいのように建てられた洋館であった。


　住人に世話されてるらしい外庭の樹木は、他人の空き地までこっそり侵しん入にゆうし、青々と葉を茂しげらせている。また、柵さくから垣かい間ま見える中庭はさらに異様。常人でもなんとはなしに見慣れない植物だとは思うだろうが、その種類がマンドラゴラやヤドリギといった魔女術ウイツチ・クラフトに使われる秘草に及およんでいるとは思うまい。


　そう。


　まさしく、そこは魔ま法ほう使つかいの屋敷だったのだ。


　その証しよう拠こに、古びながらもよく磨みがかれた看板には、こう書かれていた。





　〈魔法使い派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　と。


　そして、ちょうど屋敷の内側から、悲ひ壮そうな涙なみだ声ごえがあがったのであった。


「──ちょ、ちょっと待って！　無理！　無理だから！　先週だけで二十冊は読んだし、テストもしたし、いくらなんでも後三十冊ってのは頭壊こわれちゃうよ──！」


　両手を振ふり上げて、降参のポーズをしたのは十五、六歳ほどの少年だった。


　短めの髪かみに、黒いスーツ。


　やや幼い顔つきで、どこのクラスにもひとりはいそうなおどおどした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。右半面を隠かくした海かい賊ぞくのごとき眼帯さえ、その雰囲気を覆くつがえすには至らなかった。


　名前を、伊い庭ばいつきという。


　対して、


「何言うてるん。まだ半分もできてへん。それに、基本テキストで出した〈アルベルトゥスの書〉の完訳版精読やって、いまだに終わってへんやろ？」


　あっさり切り落としたのは、眼鏡めがねをかけたハーフの少女だった。


　栗くり色いろの髪に、澄すんだ蒼氷色の瞳アイスブルー・アイ。


　肌はだは雪花石膏アラバスターを思わせて白く、見とれるほどに美しい。ただし、迂う闊かつに触ふれたならば、その棘とげにやられることは間違いあるまい。


　彼女こそ、〈アストラル〉の中ちゆう核かくをなすケルトの魔女なのだから。


〈アストラル〉ケルト魔術課正社員、穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーであった。


「で、でもその前に、え、えーと……〈魔術の諸要素ヘプタメロン〉と〈ホノリウスの憲章〉のテストもしたし……」


「見事に赤点やったけどな」


「え、あ、その」


「それに、魔術関係はちょろちょろ進んできたけど、社長業の勉強は絶望的やろ。去年の年末からひとつも合格点出してないんやけど」


　いつきのびくびくした反論を、穂波が逐ちく一いち潰つぶしていく。いっそ、ちっぽけな鼠ねずみの反はん抗こうを猫ねこがいたぶる様にも似ていた。


　……まあ、ここまではいつもの風景だ。


　二代目少年社長が、お付きの秘書兼けん教育係に延々と責められているのは、この一年〈アストラル〉で日常化した風景である。机の上のテキストが少年の頭よりうずたかく積もっていることも、隣となりの書類が同じだけの高さを誇ほこっていることも、今や驚おどろくことではない。


　しかし。


　最近は、その隣に、もうふたりの少女が並んでいるのである。


「も、もう無理です！」


「あ、あたしも、もう覚えられないよ～」


　ばたばたと、デスクにふたつの頭が倒たおれた。


　片方は、黒い長ちよう髪はつもパーカーも、何もかもが半はん透とう明めいの幽ゆう霊れい少女──黒くろ羽はまなみ。


　もう片方は、巫女みこ服にランドセルを隣へ置いた、ツーテールの少女──葛かつら城ぎみかん。


「覚えられないわけがあるか」


　そして、冷たく言ったのは、書類を手元に広げた男の子だった。


　年の頃ころは、十四かそこら。


　五月の室内だというのに、分厚いコートを身体からだに纏まとっている。頭には耳当て付きの帽ぼう子しをつけて、両手には手て袋ぶくろさえはめていた。男の子の身体が小さいだけに、それらの衣い装しようはまるで騎き士しの甲かつ冑ちゆうのようにも思えた。


　オルトヴィーン・グラウツ。


　先月〈アストラル〉へ入社したばかりの新入社員だった。


「だいたい、魔術結社の団員が、呪物フエテイシユと魔術書グリモアの内容とリスト程度暗記してないのが間違ってる。こういうものは管理者全員が頭に叩たたき込んでおくもんだ。本当は他人に見られぬよう、口く伝でんだけで残すところをわざわざプリントアウトしてもらっただけ感謝すべきだろうが、愚図（langsamer Mensch）ども」


　書類を叩き、ドイツ語で罵ば倒とうする。


　一週間前に、その書類をオルトヴィーンが持ち出してきたのであった。


　いわく、この屋や敷しきに住み着いているのならば、みかんと黒羽は主要な呪物フエテイシユと魔術書グリモアぐらいは管理すべきであるという……まあそこまではもっともな意見だったのだが、快かい諾だくしたふたりはオルトヴィーンの提出する課題に、文字通り困こん憊ぱいするはめとなったのだ。


　呪物フエテイシユと魔術書グリモアのタイトル、制作年や作者を書いたプリントアウトはなんと二百枚に及および、それぞれの内容を簡単にさらうだけでも、参考文ぶん献けんが優に百冊を突とつ破ぱしたのである。


「で、でも管理はいつも猫ねこ屋や敷しきさんがやってますし……補助だけならそこまでやらなくても」


　かろうじて、黒羽が抗こう弁べんする。


　すると。


　軽く、男の子は鼻を鳴らしたのだった。


「その猫屋敷から、お前たちへの監かん督とくを委任されたんだが」


「え？」


　きょとんと瞬まばたきした後、黒羽が横へ視線を移す。


　その視線に合わせて、事務所を区分けしているパーティションの向こうで、銀ぎん髪ぱつの青年が気まずそうに顔をそらしたのだ。


「いやその、そういう仕事をしてもらえれば、私も執しつ筆ぴつに専念できますし……そのね？　ちょっとほら今月はいろいろと急な締しめ切りがかぶりまして……やっぱりこの機会に私がいなくても回るようになってると有り難いかなあなんて」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～あ」


　苦しい言い訳に応じて、あるいは賛同するように、あるいは非難するように、四匹ひきの猫が猫屋敷の足元で鳴く。


「ああ、あなたがたは分かってくれるのですね！　そう！　そうなのです！　これは同じ会社の先せん輩ぱいとして必要な愛の鞭むち！　ああ、世界の鞭が肉球でできていたのなら、その痛みさえもきっと甘かん美びなものでしょうに！　むしろその鞭にだけ殴なぐられて、真っ白な原げん稿こう用紙なんか忘れてしまいたい！」


　いつもより三割方駄だ目めな方向に曲がった猫賛美をぶちあげ、青年の姿がパーティションの向こうへ消えていく。というよりも、ただひたすら逃にげていく。


「ね、猫屋敷さん──」


「猫屋敷さん、裏切ったの～?!」


　うん、と小さくオルトヴィーンはうなずいた。


「──じゃあ、保護者の了りよう解かいも取れたところで、暗記の再開といこうか馬鹿（Dummkopf）ども。ノルマを果たせなかったら三ヶ月は減棒と思えよ？」


　ふたりの鬼おに教師が勝利の笑えみを浮うかべ。


　ついで、三人の生徒たちの悲鳴が響ひびき渡わたったところで、


「……にあ」


　もう一度、眠ねむそうに、黒くろ猫ねこの玄げん武ぶが鳴き声をあげたのであった。





　　　　２




「……や、やっと終わったあ」


　みかんがようやくノルマを終えて、事務所三階の自分の部屋に戻もどったのは、それから数時間も経たった宵よいの口であった。


　机を、ちらりと見る。


　ゲームセンターのぬいぐるみやお祭りの屋台で買えるお面に混じって、ずらららら──っと書類と本が並んでいた。


　クリアできたのは、『今日のノルマ』だけなのだ。


　この一週間のすべてを足しても、オルトヴィーンに課せられた量は、いまだ五分の一も処理できていない。つまるところ、その五倍──優に一ヶ月以上はこの地じ獄ごくが続くと思って、間違いないらしかった。


「こ、古文書だったら楽勝なのに～……」


「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ラテン語と古英語だったら、あたしも穂波さんから手ほどきを受けましたし……」


　隣となりで、黒羽がガッツポーズを取る。


　とはいえ、こちらも青息吐と息いきといった様で、半はん透とう明めいの身体からだは一気に薄うすれてしまっている。


　霊エーテル体の維い持じは、主に黒羽の気力によっているので、生身同様に──あるいはそれ以上に──疲ひ労ろうはもろに跳はね返ってくるわけである。


　まがりなりにも浮いていたのが、ぽてんとみかんのベッドに落下する。


「……ちょっと……その……ふらつきますけれど。オルトヴィーンさんの勉強、丸一日休む間がないんで……」


「あたしなんか、帰ってきて早々、『さっさとたまったノルマやれ』ってデスクに押し込められたんだよっ！　楽しみにしてたテレビとかみんな台無しだもん！」


　ぶう、とみかんが頰ほおを膨ふくらませた。


　もちろん、〈アストラル〉にビデオデッキやＨＤＤレコーダーをいれる予算などあるはずもない。見み損そこねた番組は、ほぼ永久に見損ねたままという寸法である。


「あの子がやってきたときは、やっと〈アストラル〉にもあたしの後こう輩はいが来たーって思ったんだよ！　学校でも後輩には優やさしくしなさいって先生言ってるし、風紀委員の粕かす川かわさんだっていつもそう言うし！　だからあたしも、あんな会とか開こうとしたのに！」


「ああ、そうでしたね……」


　黒羽が遠い目になった。


　オルトヴィーン・グラウツの入社を祝って、みかんと黒羽はふたりで一計を案じたのである。もとより、彼の入社時にはいざこざがあり──オルトヴィーンがいつきを殺しかけるなど、実に物ぶつ騒そうな出来事が満まん載さいだったわけで──結果として生じた、なんとなく気まずい雰ふん囲い気きを一いつ掃そうしようと提案したアイディアだったわけだ。


　デスクにリボンをかけ、手作りのケーキを用意し、みかんと黒羽のとぼしいお小こ遣づかい（給料）からプレゼントを用意して。


　しかし。


　それを見た男の子は、一言で切り返したのだ。





　──『くだらないことをしてないで、さっさと仕事に戻れ』





「もう～っ！」


　小さな手をぶんぶんと振ふって、みかんが怒いかりを主張する。


　ついで、ぴしいっと人差し指を突つきつけた。


「黒羽お姉ちゃんも、お兄ちゃん社長も、あの子に甘すぎ！」


「そ、そうですか……」


「だって、あたしたち先輩なんだよ！　ほら、ドラマとかだったら、やっぱり後輩って最初はいじめられるものでしょ！」


「えっ、そ、そうなんですか！　でも、さっきの先生の言うことと逆じゃ……」


「それはそれ！　これはこれだもん！　だって、あたしたち……先輩なのに……ずうっとあの子に……いじめられっぱなしで……穂波お姉ちゃんや……猫屋敷さんも……分かって……くれないし……」


　少女の目め尻じりに、じわりと涙なみだが浮ういた。


　そのまま、体当たりのように、黒羽へと抱だきつく。


「きゃっ」


　咄とつ嗟さに騒霊現象ポルターガイストで受け止めた黒羽の懐ふところで、


「……なんだか……」


　と、声がこぼれた。


　その響ひびきに、はっと黒羽が少女を見下ろす。


　うつむいたままで、みかんの表情は見えなかった。代わりに、握にぎりしめられたシーツに皺しわが寄った。真っ白なシーツに、ぽたりと滴しずくが落ちた。


「なんだか……あたし、凄すごいやだよう……！」


「みかんちゃん……」


　小さく、黒羽が呟つぶやく。


「あの、いつきくんも猫屋敷さんも、みかんちゃんが嫌きらいになったんじゃないよ？　だから、みかんちゃん、泣かなくっても……」


「な、泣いてなんかないもん！」


　がばっと少女の顔が持ちあがった。


　巫女みこ服の袖そでで目尻をこすりあげる。肌はだに跡あとが残ったけれども、気にせず少女はぐしぐしと拭ふく。


「あの……」


「ほ、本当に泣いてないもん！　それに、あたし──ひとりでも大だい丈じよう夫ぶじゃなきゃいけないんだもん」


　ひどく真しん剣けんな顔つきで、そんなことを言い張る。


　だから、黒羽も沈ちん黙もくした。


　ふたりして黙だまってしまったところで、みかんが立ちあがった。


「そろそろ……行かないと。今日、あれの日だし」


「あ。──もう、そんな日ですね」


　黒羽もうなずく。


　人のよさそうな顔に、つかのま緊きん張ちようが渡わたった。みかんが口にした事こと柄がらには、それだけの意味があったのだ。


「そうだ！」


　突とつ然ぜん、がばあ、とみかんが身を乗り出した。


「み、みかんさん？」


「これで、オルトヴィーンにばあんと目に物見せてやろうよ！」


「ば、ばあんとですか？」


「だってほら、これも貸し出し魔法使いレンタルマギカの『仕事』じゃない！　あたしたちがうまくやっちゃえば、あの子も何も言えないよ！」


　ふたつの拳こぶしを握りしめ、少女が訴うつたえかける。あまりの勢いに、可愛かわいいツーテールまでも大きく揺ゆれた。


「そ、そうかもしれませんけど……」


　黒羽もまた、その勢いに押されて、瞬まばたきした。


「じゃあ決まり！　こっちが先せん輩ぱいってところをばあんと見せつけてやるんだから！　さ、すぐ行こう今行こう、善は急げーっ！」


　一いつ瞬しゆん、高らかなラッパを幻げん聴ちようするほど、勇ましい少女の号令だった。


　そして、たった数分の後には。


　ふわふわと騒霊現象ポルターガイストの手に抱かれて、葛城みかんは自分の部屋の窓から飛び出していたのだった。





　　　　＊





　結局、最後まで残らされたのはいつきであった。


　いつも通りの結果とはいえる。


　穂波とオルトヴィーンの違ちがいか、いつきと黒羽＆みかんの適性か、この一週間の地じ獄ごくでも、やはりいつきが一番遅おそくまでかかっていたのである。


　最低限これだけはやっておくようにと言われた書類を処理して、よろよろと立ち上がる。もはや人間というより、少年の干ひ物ものといっても過言ではないやつれぶりだった。


　ちなみに、穂波は帰る前に占うらないセンターへ行き、猫屋敷はかんづめということで編集部指定のホテルにこもってしまった状じよう況きようだ。結果として、誰だれも監かん視ししてなくてもさぼらないあたり、少年の真ま面じ目めさをあらわしてもいた。


「……さ、さすがに辛つらいかも」


　足をもつれさせながら、事務所の入り口へ歩こうとして──途と中ちゆうで止まる。


　パーティションの途中に、まだ光が灯ともっていたのである。


　オルトヴィーンが、自分のデスクでノートパソコンに向かっていたのだった。


「あれ？　オルトくん、何してるの？」


　耳当て付きの帽ぼう子しがこちらを振ふり返り、短く告げる。


「査定だ」


「さ、査定？」


「会社である以上、必要だろう」


　じろり、とオルトヴィーンはこちらを睨ねめつける。


　液えき晶しよう画面には、銀ぎん髪ぱつの陰おん陽みよう師じ──猫屋敷蓮れんが映っていた。


　どう調べたものか、写真の横には簡単な履り歴れきや得意とする魔ま術じゆつ、その魔術特性から最近の業績の細かいチェックまで入っていた。


「まあ、猫屋敷については言うことがない。現状の〈アストラル〉では、ほとんどの財源をあいつが担になってるからな。再来月発売予定の単行本も、それなりの収入を見込めそうだ」


　ぱちぱち、と少年がパソコンのキーを叩たたいていく。


　電源に触ふれるだけでも精密機器を壊こわしかねない穂波と違って（実際、昨年は学校で三台破は壊かいの記録を誇ほこっている）、この少年は現代科学の品も使えるらしかった。


「そ、そういえば本出すって言ってたような……」


「印税は半分〈アストラル〉行きだしな。なんとも会社思いなことだ」


　呆あきれた風に、オルトヴィーンが肩かたをすくめる。


　すぐ画面が切り替かわった。


　今度は、栗くり色いろの髪かみの少女──穂波である。


「穂波先せん輩ぱいも問題ない。入札での貢こう献けん度はもちろん、占いセンターや雑誌のコラムでも稼かせいでくれている。学校もあることを考えれば、これだけの効率を保っていることの方が驚おどろくぐらいだ。魔術書グリモアの解読でも定評があるから、そちらにも固定客がついてるな」


「穂波は……いつも〈アストラル〉の経営を気にかけてくれてるから」


　いつきが、小さく息をつく。


　こうして検討されると、ふたりの有能ぶりが骨身に染しみた。


　単に一流の魔法使いというだけではなく、〈アストラル〉という特とく殊しゆな環かん境きように適応して、その能力を遺い憾かんなく発揮している。自分にはもったいないほどの社員たちなのだと、あらためていつきは確かく認にんする。


「……で、後は残るふたりなわけだが」


　また、画面が切り替わる。


　今度は、ふたりまとめてだった。


　つまり、黒羽まなみと、葛城みかん。


「先に聞いておくが、一体どういうわけで、幽ゆう霊れいが魔術結社に入ってる？」


「あ、いや、それは」


　いつきが狼狽うろたえる。


　わたわたと両手を振った少年を見やって、オルトヴィーンは仕方なさそうに片目をつむった。


「……まあいい。どうせ説明しにくい理由なんだろ」


「ど、どうも」


「だが」


　ほっと安心したいつきを、ぴしゃりと男の子が断罪した。


「入社理由はともかく、ふたりとも査定としては認めにくいな」


「え、ええっ?!」


　仰ぎよう天てんして、いつきが言い返す。


「で、でも、黒羽もみかんちゃんもすごく頑がん張ばってるし、〈竜りゆう〉のときとか鬼おにの事件のときとかふたりがいなかったら、どうしようもなかったよ?!」


「ああ、トラブルの場合には活かつ躍やくしてるんだろう」


　そこは、あっさりとオルトヴィーンが認める。


　至し極ごく当然とうなずいた後、すっと画面の業績チェックのあたりを指さす。


「だが、入札の貢献度は低く、それ以外の業績もほとんど無い。みかんの内職めいたお守りづくりや、黒羽のハウスキーパーじゃ、到とう底てい〈アストラル〉のがたついた経営を立て直すのは無理なわけだが……何か反論はあるか、社長？」


「…………っ」


　言葉もない。


　ぱくぱくと口を開いたいつきは、


「えと、その」


　ぐらいしか、返事のしようがなかった。


　オルトヴィーンは、すっと人差し指を立てて、続ける。


「その代わりに、なんらかの技能を身につけてもらうのは、別段魔術集団でなくとも、会社として当然じゃないのか？」


　正論だけに、その言葉は強い。


　深々とため息をついた後、いつきは訊きき返した。


「じゃあ、それで、黒羽さんとみかんちゃんに特訓を？」


「すでに完成してる猫屋敷や穂波先輩より、欠けているところを伸のばした方が早いだろう。あのふたりにも、早いうち、必要なだけの能力は身につけてもらう」


　ぴしり、とそれだけの台詞せりふを叩きつける。


　単純にして明快な論理。


　病びよう巣そうへ躊ちゆう躇ちよなくメスを入れる、西洋的な発想。


「後こう悔かいしてるか？」


　にい、とオルトヴィーンの唇くちびるが歪ゆがんだ。


「ちょっとつついただけでこの有様だ。ボクなんぞ入れなければ良かったと、お前はともかく、ほかの社員たちは思ってるんじゃないか？」


「それはないよ」


「…………っ」


　はじめて、オルトヴィーンの表情が揺ゆれた。


　突とつ然ぜん、はっきりといつきが言い返したためだった。


「そりゃあオルトくんが入って、いろいろ態勢も変わってる。〈アストラル〉もいままで通りじゃなくって、新しく大変なことがいっぱいある。でも、だからって迷めい惑わくに思ったりするわけない」


　最後の否定を、少年はことさら強く口にする。


「すぐには分からなくても、きっと皆みな分かってくれる」


　まっすぐにオルトヴィーンを見み据すえて、そんなことを言い張るのだった。


　わずかの間、沈ちん黙もくが落ちて。


　小さく、オルトヴィーンが舌打ちした。


「……面めん倒どうくさいヤツだな」


「え？」


「何でもない」


　かぶりを振ふって、画面に戻もどる。


　耳当ての隙すき間まから、ほんのかすかだが、その両耳が赤らんでいるように見えた。


　それから、作業に戻る。査定や検証用にさまざまな書類をパソコンに打ち込んでいる最中らしかった。


　いつきもそれ以上邪じや魔ましないように、そっと席を外そうとした。というか、さすがにまぶたが重い。学校生活のことも考えれば、ここはなるだけ早く帰って寝ねてしまうのが吉きちであろう。


「……これは何だ？」


　オルトヴィーンの眉まゆがひそめられたのは、そんなときだった。


　振りかえると、一枚の書類を持ち上げていた。


　データベースに打ち込んでいる途と中ちゆうの、『仕事』の書類のようだった。


「未処理……とあるな。担当は神しん道とう課契けい約やく社員・葛城みかん。いまだに依い頼らいが終わってないようだが」


「……あ」


　と、いつきが口を押さえた。


「知ってるのか？」


「いや、その」


「…………」


　埒らちがあかないと見たのか、オルトヴィーンはすっと席を立った。


「だったら、直接本人に聞いてみよう」


　そう口にして、悠ゆう然ぜんと三階──〈アストラル〉のみかんの部屋へ向かったのだった。
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「……………………………………………………………………………………逃にげ出したか？」


　どこか空々しく声が流れたのは、数分後のことであった。


　夜風に、カーテンがはためいている。


　部屋に動いているのはそれだけで、みかんの姿はどこにも見つからなかった。


「いや、そんな」


「黒羽とやらの気配もないな」


　背後の少年社長の言葉を無視して、オルトヴィーンは周囲を軽く見まわす。意識を集中すれば、屋や敷しき内に特定の霊エーテル体がいるかいないかぐらいは識別できる。


　それから、ひとつ肩かたをすくめた。


「別に逃げ出したのなら、それはそれでいいさ。こちらとしても、そういう人材の教育は諦あきらめた方が楽できる。たかが子供の家出なら、半日かそこらで帰ってくるだろう」


（つまらないな）


　一いつ瞬しゆん、そんな思いもオルトヴィーンの脳のう裏りをよぎった。


　知らぬ内に、何かを期待していたのか。


　あるいは、勝手な夢でも見ていたのか。


　どちらにせよ、自分らしくもない。


　こうして逃げられたのも合わせれば、実に馬ば鹿か馬ば鹿かしい話ではあった。


「オルトくん……」


「さっさと戻るぞ。あいつらの査定はマイナス行きだ。〈アストラル〉の現状では切るように言えないのが面めん倒どうなところだがな」


　いつものように──ただ無表情に言う。


　不意に、その視線が横へ流れた。


　窓の外だった。


「オルトくん？」


　いつきの声は、耳に入らなかった。


　代わりに、


「なんだ、あれは？」


　と呟つぶやいたときには、すでにオルトヴィーンの身体からだが動いていた。


　はためくカーテンをどけ、そのまま窓から飛び降りる。


「ええっ?!」


　いつきが叫さけんだ。


　三階である。


〈アストラル〉事務所の各階はそんなに高くないとはいえ、普ふ通つうに飛び降りられる高度ではない。


　しかし、あっさりとオルトヴィーンは着地し、路地裏へと出て……目を見張ったのである。


「なんだ、これは！」


　うごめいたのは、路地裏の闇やみ。


　同時、少年の閃ひらめかせた手は、日々の鍛たん錬れんがなした条件反射であったか。


　ポケットから、いくつかの小石が撒まき散らされる。


　そこに、奇き怪かいな文字が書かれていた。
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「汝なんじは水。汝は海。汝は女。──されば暴あばけ、ラグズ！」





　ルーン文字と呼ばれる、オルトヴィーンの魔ま術じゆつ。


　少年の呪じゆ力りよくをもって、たちまち秘ひせられた文字が意味を成す。それは、隠かくれた魔ま性しようを暴き出す文字であったろうか。


　闇がちぎれる。


「あ……！」


　一瞬だけ、いつきにもその向こうが垣かい間ま見えた。


　霊だった。


　獣けものの霊であった。


　それも一匹ぴきではなく、鼠ねずみや猫ねこや小型犬といった、比ひ較かく的てき小さな動物たちが寄り集まり、曖あい昧まい模も糊ことした霊エーテル体をつくっていたのだ。


　いつきの右目にさえすぐに見えなかったのは、魔性の能力ではなく、あまりに霊エーテル体が希き薄はくなためであった。


　そして、その出現も刹せつ那なだった。


「消える……！」


　いつきの言葉通り、動物霊はその場で散じ、夜闇に溶とけていったのだ。


　後には、何も残らなかった。気配ひとつ周囲にはなく、今見たものは幻まぼろしだと言われれば、信じてしまいそうだった。


「オルトくん。今の、は……」


「知るか」


　ちらりと三階のいつきを見やって、すげなくオルトヴィーンが言う。


「低級な動物霊れいかそのへんに見えたけどな。そんなのが、わざわざ魔術集団の縄なわ張ばり近くまで寄るなんてことは滅めつ多たにない。山や田舎いなかならともかく、街の真ん中で見るのはボクだってはじめてだ。それもわざわざ今、〈アストラル〉に来るとすれば……原因はあいつらしかないだろうさ」


「え？　あいつらって……その、みかんちゃんと黒羽のことっ？」


「何をやらかしたかは知らないけど」


　そして、舌なめずりをしたのだ。


「だけど……いらいらしてたところに、ちょうどいいひまつぶしができたらしい」


　唇くちびるが、にんまりと三日月に変わる。


　その笑えみは、どこかしら獰どう猛もうな獣にも似ていた。
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　五月。


　それは、春の終わり。


　熱い豊ほう饒じようの季節を待って、新緑が萌もえ出いずる時間とき。


　常緑樹の衣ころも替がえも終わりを迎むかえ、もう一ヶ月もすれば夏なつ越ごしの祓はらえが始まろうかという、生命の季節。


　だから。


　それらは、皆みな、この季節を待っていたのかもしれなかった。


　息をひそめて、姿を隠して、あるいは自らの存在をも忘れ果てて、布ふ留る部べ市のあちこちで待っていたのかもしれなかった。


　時折、この街のどこかで瞬またたく呪力。


　ひどくはかなく、しかし暖かくて、安らぐ光。





　──その呪力こそは、自分を助けてくれるのだと、そう思ったのだ。





　呼ばれたのだと。


　自分たちが……いいや、自分こそが呼ばれたのだと。


　それらは、誰だれもがそう思って、ひたすらに走っていく。互たがいを見もせず、知りもせず、泡あわを吹ふくようにして駆かけていく。


　はたして呪力の源には──人ひと影かげがあった。


　小さくて、か細くて、しかし凛りんとした白い少女。





　葛城みかんであった。





「い、いっぱい来たよ、みかんちゃん……！」


　その隣となりで、ふわふわと浮ういた黒羽が言った。


「……うん」


　みかんが、小さくうなずく。


　ふたりの目にも、集まってきた霊たちははっきりと見えてなかった。霊エーテル体を見慣れた魔法使いの知覚をもってしても、映るのは曖昧模糊とした霧きりのような何かだけだ。


　その霧を見み据すえ、


「本当に、いいの？　もっとゆっくり、時間をかけてする予定じゃなかった？」


　黒羽が訊きくと、みかんはいーっと歯を剝むき出した。


「むう、信用してないのっ？　オルトヴィーンを見返して、ついでに丸め込まれちゃったお兄ちゃん社長や猫屋敷さんや穂波お姉ちゃんも、まとめてあっと言わせる約束でしょ！」


　えへんと胸を張って言う。


「それに……」


　と、付け足した。


　その一いつ瞬しゆんで、年相そう応おうのいたずらっぽい表情は鳴りを潜ひそめた。


　代わりに現れたのは、至し極ごく真しん剣けんで、静かな覚かく悟ごを張りつめさせた顔だった。葛城みかんの、魔法使いとしての顔。


「どうせ……いつかはしなきゃいけないことだったんだもん。……だって、あたし……ひとりでもできなきゃいけないんだから」


「…………」


　黒羽は、何も言わなかった。


　だから、みかんの方から笑って言った。


「始めるよ。黒羽お姉ちゃん、誘ゆう導どうお願い」


「あ、はい！」


　強く、黒羽がうなずきを返した。
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　夜の街を、オルトヴィーンが駆けていく。


　大おお振ぶりなコートを着ているとは思えない速度だった。


　短たん距きよ離り走選手のダッシュにも匹ひつ敵てきする走力。それを十分以上続けて、息ひとつ切らせていない。


　この半年、隻せき蓮れんから教わった修行を続けているいつきにしても、姿を見失わないのがやっとという速度であった。


「なるほど、あちこちに気配があるな」


　路地裏や、塀へいの陰かげを見やって、オルトヴィーンが呟つぶやく。


　同じように視線を動かして、いつきは眼帯を押さえた。


「痛っ……」


「右目が痛むか？」


　唇くちびるの端はしを歪ゆがめて、オルトヴィーンが言う。


「だけど、大した痛みでもないだろ。どうせ雑霊だ。それも強い光に照らされるのを避さけるほど、低級な霊ばかり。こんなのを集めて何をしようとしてるかは知らないけど、まあ査定としては知っておく必要があるだろうさ」


　嘯うそぶいて、くつくつと軽く笑った。


「いや考えてみれば、この手の霊でも使える魔ま術じゆつはそこそこあるな。東洋だと蠱こ毒どくだとかが一いつ般ぱん的か。いやまああのみかんがそんなことをしようとしてるなら、これはちょっと見直さなきゃならないなあ」


　いっそ朗ほがらかな声で、そんなことを言う。


　蠱毒とは、閉へい鎖さ空間──たとえば壺つぼや地下室などに動物を閉じこめて、互たがいに殺し合わせる呪じゆ術じゆつである。とりわけ蛇へびや蜘蛛くもなど、毒を持った生物が適すると言われ、最後に生き残ったものは魔術の触しよく媒ばいにも、強大な使い魔にもなりえるという。


　いつきも知る、おぞましき呪術の果て。


　オルトヴィーン・グラウツは、そんな魔術を口にして、なお嬉うれしそうに笑ったのである。


「そんなの……みかんちゃんが……！」


「しないと言いきれるのか？　あいつは、もともと才能不足で〈アストラル〉へ逃にげ込んだんだろ？」


「…………っ」


　その内容に、いつきは言葉を失った。


「ま……待って……！」


　と、肩かたで息をしながら、口にするだけで数秒かかった。


「なんだ？」


「あっ……あの……」


　少しだけ速度をゆるめたオルトヴィーンの背に、いつきは問う。


「オルトくん……みかんちゃんのことを、どこまで調べたのっ？」


「神しん道とうの大おお御ご所しよ──葛城家のご息女というあたりから、一通りは」


　そっけなく、オルトヴィーンが答えた。


「入社する前にだいたい調べたって、前にも言ったろう。でなきゃ査定なんてできるわけないからな。──葛城みかんの履り歴れきだったら、多分社長よりは詳くわしい。神童とうたわれた姉のことも、姉とみかんについたふたりの守り人のことも、現当主である祖母のことも、ついでにいえば二月にあった鬼おにの事件のことも知ってる。……ああ、そんなに驚おどろくこともない。この半年ばかりで〈アストラル〉はかなり業界の注目を受けていたからな。あれぐらい大きな事件なら調べようと思えば簡単だ」


　つらつらと話し、軽く肩をすくめる。


　その言葉の通り、簡単なことだったのかは分からない。


　しかし、いつきの想像以上に、この少年がみかんの事情を把は握あくしていることは本当らしかった。


「それで……」


　と、いつきが口にした。


「みかんちゃんが……〈アストラル〉へ逃げ込んだって……？」


「違ちがわないだろ？　魔術の家ではままある話だ。あれだけ才能が無ければ、家にいるのも辛つらいだろう。魔術の家は魔術でしか人を測らないからな。よしんば、少しばかりの愛情があったところで、才能の無さは本人が一番こたえるだろう」


　そこまで言って、オルトヴィーンは自らの台詞せりふにうなずいた。


「ああ、そうすると無理をするのも当然だ。なんせもう、〈アストラル〉より先の逃げ場がない」


「…………っ」


　いつきも、また思い出す。


　一年も昔の話だ。


　少年が社長になって間もない頃ころ。


　まだ社長を辞やめるか辞めないかと、そんなことを迷っていた頃、みかんがいつきにすがりついたことがあった。


　きゅう、といつきのスーツの袖そでをつかんで、涙なみだ目めでこちらを見上げて、





　──『……お兄ちゃん社長……あたし、帰りたくないよ？』





　と、囁ささやいたのである。


（あれが……最初だった……）


　伊庭いつきが、最初の『入札』に手をつけた事件。そのきっかけ。


　だとしたら、オルトヴィーンの考察と推理は間違えていないということか？


「うん、案外成功するかもな、みかんのやつ。そういう劣れつ等とう感と状じよう況きようは、人間の限界を一段階引き上げる」


　走りを止めず、鼻先だけでオルトヴィーンが笑った。


「さっさと見に行くぞ。どういう術式かも見ておかないと、査定にならんしな」


「……違うよ」


　と、いつきは呟つぶやいた。


「？」


「オルトくんの言うことは合ってる。でも間違ってる」


「何言ってるんだ、お前」


　こちらを振ふり向きもせず、ただ呆あきれた声だけをオルトヴィーンは返した。


「ははあ、怒おこってるのか？　蠱こ毒どくなんてのはイメージ悪いしな。でも気にすることでもない。どうせ似たようなことは、どこの魔ま術じゆつだって──」


「違う！」


　今度こそ、強く少年は否定した。


「本当は……みかんちゃんは……！」


　しかし。


　少年の言葉は、そこで途と切ぎれた。


　突とつ然ぜん、走る体勢を乱し、そのままつんのめるようにしてうずくまったのだ。


「社長──っ？」


　叫さけんで、オルトヴィーンの視線が、いつきのそれを追う。


　視線の延長上に、それはあった。





　小さな、古びた神社だった。
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　布ふ留る川かわ神社、と鳥居には書かれていた。


　かつては、それなりの隆りゆう盛せいを誇ほこっていたのだろう。


　ごく小さな敷しき地ちとはいえ、鳥居の構えは厳いかめしく、塀へいのつくりや千ち木ぎの格式にもそれぞれの工夫や趣おもむきがこらされて、以前の面おも影かげを残していた。


　──面影だけを。


　今やその鳥居は傾かたむき、神社の屋根はことごとく剝はがれ、賽さい銭せん箱ばこや水飲み場さえも潰つぶれていたのだ。


　神かん主ぬしはおろか、昔をしのぶ参拝客すら絶えて久しいことは、一目で明らかだった。


　その中央である。


「……これで、いいのかな？」


　黒羽が、敷地の上空に浮ういて、自分の持ってきたものを見下ろした。


　本来、神社の敷地などには入れぬ彼女であったが、ここには霊エーテル体をはねつけるだけの『力』ももはや残ってなかった。すでに跡あと地ちでしかなく、神様など存在しないという悲しいまでの証しよう拠こ。


「……うん。ありがと、黒羽お姉ちゃん」


　と、みかんがうなずく。


　ふたりの間で、大きな釜かまがしゅんしゅんと湯気を立てていた。


　湯気の具合からすれば、内側の水は、すでに熱湯となっていることだろう。


　黒羽が騒霊現象ポルターガイストによって神社の裏から持ってきたものは、その釜と清水であった。沸わき立てている即そく席せきの竃かまどは、神社の砕くだけた木材を利用したものである。


　その釜の縁ふちへと──みかんは、笹ささを当てているのだった。


「…………」


　目をつむり、さっと笹をひきあげた。


　必然、釜の湯が身体からだへとかかり、その熱さにみかんは唇くちびるを嚙かみしめた。


「っ……！」


　これも『垢こ離り』のひとつだった。


　巫女みこや修行者が頭から水をかぶる行こう為いを、水みず垢ご離りという。


　清水をもって俗ぞく世せの垢あかを祓はらい、自らを清める行為である。神しん道とうという魔術は、とりわけこの『垢離』に注目した体系だった。


　あらゆる生活が、そのひとつのために集約される。


　起きて、食べて、動いて、寝ねて……たとえ眠ねむる最中さなかさえも、一定の規則に則のつとった斎さい戒かいから離はなれることはない。食事をつくるための炎ほのおさえも、特別に設けられた斎いみ火び以外は許されない。


　なによりも清く。


　なによりも浄きよく。


　人間が『神』という存在に触ふれるための──本来ありえない領域の清せい浄じようさを手に入れるための魔術体系。


　これも、そのひとつ。


　熱湯と笹をもって、巫女を俗世から切り離すための『垢離』。


　すなわち、湯立ての祓え。


「みかんちゃん……」


　心配げに近寄りかけた黒羽を、


「駄だ目め！」


　と、みかんが制した。


　釜の熱さに、赤く染まった顔で、それでもにっこりと笑う。


「危ないから、離れててね。お湯を浴びると、黒羽お姉ちゃんだって巻き込まれちゃうもん」


「……はい」


　それ以上何も言えず、黒羽も後ろに退いた。


　そして、


「……来ます」


　と、鳥居の方を見て言った。


　傾いた鳥居の向こうで、霧きりが湧わく。


　黒羽の誘ゆう導どうしてきた低級霊たちが、淡あわくはかない霧をなしているのであった。
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「みかんちゃん──！」


　神社に辿たどり着き、いつきは低く呻うめいた。


　眼帯を押さえたままだ。


　いつもとは違ちがう、じくじくとした痛み。


　しかし、普ふ段だんの痛みに比べて、けして楽というわけではない。眼がん窩かを灼やく激痛ではなく、徐じよ々じよに細さい胞ぼうを蝕むしばんでいく鈍どん痛つうへと変わっただけで、むしろ不快感は増している。


　そして。


　少年の視界で、みかんは大きな釜に笹を当てていた。





「それ、かみとはてんちにさきだちてしかもてんちをさだめ、おんみょうにさきだちてしかもおんみょうをなす──」





　祝詞のりとを口ずさみ、さっと笹を振ふるう。


　おそらくは熱湯であろう中身がこぼれ、そのたび、霧が震ふるえた。


　それまでの、ただひたすらに寄り集まっていた動きが変わり、祭りという儀ぎ式しきに取り込まれていく。曖あい昧まい模も糊ことしていた霊エーテル体に一定のカタチが与あたえられ、ゆっくりとゆっくりとひとつの存在へ変じていく。


「──ほら。変わらないじゃないか」


　隣となりで、オルトヴィーンが薄うすく笑った。


「あれは、勧かん請じようだ」


「勧、請？」


「ああ、穂波先せん輩ぱいの授業にもあったろう？」


　勧請。


　それはすなわち、『神』を呼ぶということだ。


　新たな『神』を招き、その神社の祭神として祭り上げること。まったく縁えんのない神を祭るのが困難なゆえに、その多くはほかの神社から分わけ霊みたまを移してもらうことによって、勧請をすませている。


　今、みかんはより原初の方法で──新たな『神』をつくっていると、オルトヴィーンは言うのだった。


「つまるところは、低級霊をまとめて、『神』にしようとしてるのさ。『神』と言えば聞こえはいいが、あんな低級な霊の集合体だと、ていのいい使い魔アガシオンと同じだろうな」


「使い魔……」


　呻いたいつきに、オルトヴィーンが肩かたをそびやかす。


「これは褒ほめてやらないとね。社長はどうか知らないが、ボクは認めるよ。ああいうやりかたは魔ま法ほう使つかいとして何より正しい」


　嚙かみ含ふくめるように、少年は言う。


　くすくすと笑って、こう付け足した。


「まあ、蠱こ毒どくほど趣しゆ味みが悪くなかったのは、ちょっと残念かな……」


　耳にべったりと残るような、呪じゆ詛そにも似た声こわ音ね。


　しかし、


「ねえ、オルトくん」


　と、いつきは囁ささやいたのだ。


「あれが……使い魔をつくってるんだって……そう言うのかい？」


「え……？」


　いつきの疑問に、オルトヴィーンが視線をあげる。


　そこで、異変が生じていた。





　熱湯を撒まいたみかんが、今度は笹ささではなく、玉たま串ぐしを持ち上げていたのだ。


　玉串を振り、そのまま両の手が打ち鳴らされる。


　柏かしわ手で。


「──はらいたまい、清めたまう！」


　その音と祝詞の清らかさに押されて、カタチを与えられた霊が、すうっ、と虚こ空くうへ消えていった。





「な……！」


　と、オルトヴィーンが声を押し殺す。


「ちょ、ちょっと待て！　なんであいつ祭り上げないんだ！」


　激しく動どう揺ようした少年が、何度となく瞬まばたきした。


「あれじゃ、ただ霊を浄じよう化かさせてるだけだろ！　あれだけの『力』を集めて、あいつ何をしてるんだ！」


「みかんちゃんは……あの霊を『力』だなんて思ってないんだよ」


　と、いつきは小さくため息をついた。


　それから、まるで昔を懐なつかしむように遠い目になって、呟つぶやいた。


「あれ……ここの神社の『仕事』だったんだ」


「あれ……？」


「オルトヴィーンの言ってた、未処理の依い頼らい」


　静かに、儀式を妨さまたげないためにひっそりと──いつきは話す。


「去年、僕たちが受けた依頼。〈アストラル〉が有名になったのが半年前って、オルトくん言ってたよね。それよりも、もっと前に受けた『仕事』だよ」


　その表情が、苦く変わった。


「僕たちが……本当の意味で完かん遂すいできなかった『仕事』だ」


「……どういう意味だ？」


　その問いに、いつきは淡あわく笑う。


「昔、みかんちゃんが言ってた。寂さびしいと、神様だって悪あく霊りようになるって……」


　それは、ごく自然なことだ。


　荒魂アラミタマともいう。祭られなかった神が、変異を起こし、周囲に祟たたる現象。


「ここの神様も、そうなっちゃったんだ。だから、僕たちに鎮しずめてくれって依頼がきた。……でもね。そのときの僕らには、全部救うのは無理だったんだ。少なくとも、悪霊になっちゃった神様は、力ずくで吹ふき飛ばしてしまうしかなかった」


　ほつり、といつきは言う。


　その過去は、この少年社長をしても、嫌いやな後味を残した事件だったのだろう。


「だから……依頼人の子と約束したんだ」


　と、少年は続けた。


「ここの神様の代わりをするって。この神社に神様がいてちゃんと祭られていたなら、きっとそうしたように……この街に凝こごった霊を、僕たちの手で還かえすって。もう、この神社に、哀かなしい荒魂アラミタマなんて生まれないようにするって」


　あるものを、ただあるがままに。


　山のものを山へ、海のものを海へ帰すように。


　ただただ街に凝ったすべてを浄化して、虚空へと還す。


　それは、神社という場所の──神しん道とうという魔術の、本来の機能。


「そんな馬ば鹿かなことがあるか！」


　叫さけんだオルトヴィーンが、鳥居の方向を指差した。


　そこでは、文字通りに雲うん霞かのごとく、大量の霧きりが湧わきたっていた。いままでの霧の、優に数倍はあろうかという規模。


　そのすべてが、招き寄せられた霊れいなのであった。


「見ろ！　契けい約やくもせず浄化してるから、そこら中から救われたい低級霊が次々集まってるだろうが。あれじゃ、どれだけ優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいだろうがじきにパンクするぞ。せっかく来たのに浄化してもらえなかった霊は、激げき怒どのあまりに術者を襲おそうだろうさ」


「…………！」


　いつきの顔に、緊きん張ちようが渡わたる。


「ふん。せっかく見直したのに台無しだ。ろくすっぽ計画もなしに、こんなのはじめて、ただですむわけないだろうが」


「それでも……」


　と、いつきは唇くちびるを嚙かんだ。


「それにみかんちゃんは……少なくとも、今のみかんちゃんは……〈アストラル〉に逃にげ込んでるんじゃない」


「何？」


　振ふり返ったオルトヴィーンに、いつきは言う。


「みかんちゃんのことを調べたって言ったよね。多分、起こった結果だけを見たら、オルトくんみたいな考えにもなると思う。でも、あの鬼おにの事件であったことは、結果だけじゃない」


　そう口にして、いつきは痛みをこらえ、しっかりとみかんを見み据すえた。





「今のみかんちゃんは……あの家に帰りたいから、頑がん張ばってるんだ」
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　──『もう……ここの神様を寂しくさせないから』





　それが、葛城みかんのした約束だった。


　この神社で、最後にした約束。


　ここにちゃんと神様がいたなら、きちんと祭られていたのなら、きっとしていただろうことを、自分が代わりにやるということ。


　当時の自分にはできなかったことを、今、みかんはやろうとしている。


　同時に、思いだすことがあった。





　──『身に余る呪じゆ力りよくは身を滅ほろぼす』


　──『みかんの才能は、あの子の血統に対して貧弱すぎる。成長するに従って、あの子は呪力を抑おさえきれなくなるだろう』





　それは、祖母の台詞せりふだ。


　葛城みかんの、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんの暴ばく露ろ。


　魔法使いにとって、血統とは最大の条件である。


　しかし、優すぐれた血統にあることが、必ずしも利益をもたらすわけではない。


　むしろ、優れた血統を継ついだからこその、悲劇もありうる。いいや、数だけを取れば、悲劇の方が数倍多いかもしれない。その呪力を扱あつかいきれるだけの才能や技術が無かった場合、暴走した呪力はいずれ術者自身を食い破って、呪波汚お染せんを起こすのだ。


　葛城みかんも、そのひとつという話。


（あたしは……才能がないから……）


　だから、祖母はみかんから魔術を奪うばおうとした。


　たとえ鬼と思われてもいいから、みかんを助けようとしていた。





　それを知ったのが、鬼の事件だった。





（会いたい）


　強く、今のみかんは思う。


　小さな胸が張り裂さけるほどに思う。肺と心臓をいっぺんにつかまれるような気分で思う。


（会いたい）


　会いたい人間が、たくさんいた。


　自らの姉──葛城香かおり。


　その守り人にして、二メートル近い巨きよ人じん──紫し藤とう辰たつ巳み。


　同じ守り人で、自分たち三人の長男のような存在──橘たちばな弓ゆ鶴づる。


　そして。


　ずっと自分を遠ざけて、疎うとんじて、でも本当は見守っていてくれた祖母──葛城鈴すず香か。


（会いたいよう……）


　滲にじむ涙なみだを拭ぬぐって、みかんは思う。


〈アストラル〉は素す晴ばらしい。


　間ま違ちがいなく、みかんにとっての宝物だ。穂波も黒羽も猫屋敷も──もちろんお兄ちゃん社長も、みかんにとってかけがえのない人々だ。


　しかし。


　その上で、やはり家族は特別なのだった。


（だから……）


　だから、自分はひとりでも大だい丈じよう夫ぶじゃなきゃいけない。


　この血の宿命にも勝てるぐらい、才能がないことにも負けないぐらい、強くならなければならない。


　ここの神様の代わりぐらい、できるようじゃなきゃいけない──！





「おいでませ」





　みかんが言う。


　無限のごとく、霊れいが寄り集まってくる。


　誰だれかに救われたい霊が、もうこの世に未練をなくした霊が、少女を頼たよって──かつてここにいたはずの『神様』を頼って──集まってくる。


　その声に応こたえて、みかんは玉たま串ぐしを振ふるう。


　禊みそぎ。





「かむとはしにとはしたまひ、かむはらひにはらひたまひてこととひし、いはねきねたちくさのかきはをもことやめて──」





　みかんが祓はらう。


　少しずつ、少しずつ、霊は虚こ空くうへと消えていく。


　感謝の思念を残し、やっと昇れるというそんな感かん慨がいを秘ひめて、ゆっくりと消えていく。


　でも、間に合うのか。


　みかんという限られた呪力に対して、集まってくる霊はまさしく無む尽じんと見えた。


「っ…………！」


　すでにして、身体からだが重い。


　頭はぼうっとして、視界がかすむ。背筋がぞくぞくと冷えている。


　四十度を超こえる熱でも出しているかのよう。玉串を持った指先も震ふるえて、取り落とさないだけで精せい一いつ杯ぱいだった。一秒ごとに意識が薄うすれ、自分が何をやっているのかも、どんどん分からなくなっていった。


「──みかんさん！」


　遠く、誰かの声。


　半はん透とう明めいな少女の姿が見える。


　近づくなと言ったのに、どうしてこんな距きよ離りにいるのか。ああいや、そもそも彼女は誰だったろう。


　極度まですり減らされた意識は、もはや自分自身の記き憶おくさえも検けん索さくできない。


　神がかるという言葉通り、ただ自動的に身体を動かし、呪じゆ力りよくを操あやつる。


　自意識さえも削けずり取って、祭りのための装置となる。


　でも。


　それで……良かったのか？


　そういうやりかたで……自分は満足できたのか？


　そんな、かすかな疑問さえも薄れて、潰ついえようとしたとき。


　遠く、もうひとつの声が聞こえた。


「みかんちゃん──っ！」


　駆かけつけてくる、小こ柄がらな影かげ。


　とにかく懸けん命めいに、がむしゃらに、自分へと叫さけんでくる少年。神がかった巫女みこに話しかけてくるなんて、魔ま法ほう使つかいの常識からはかけ離はなれた存在。


（……お兄ちゃん、社長……っ？）


　一いつ瞬しゆんだけ、意識と──『力』が戻もどった。





「はらいたまい、清めたまう──！」





　その一瞬、渾こん身しんの『力』で、みかんは玉串を振り上げた。
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　霊の気配が消えるのと、みかんがぺたんと尻しり餅もちをつくのは、ほぼ同時だった。


　いまだ湯気をたてている釜かまの前で、


「……あ、あれ、なんでお兄ちゃん社長がっ？」


「い、いつきくんどうして？」


　顔をあげたみかんと降りてきた黒羽が、ふたりして、大きな目を丸くする。


　いつきは、困った風に頰ほおを搔かいた。


「……えと、その、ちょっと」


　追ってきた、とはなんとなく言いにくかった。


　しかし、それより早く、みかんは少年の隣となりへと視線を移したのである。


「あ、お、オルトヴィーン！」


　素すっ頓とん狂きような声をあげて、じたばたと両手を振る。


「無断外出はペナルティだ」


「そ、そんなの関係ないもん！　あたし、『仕事』してたんだから！　ちゃんとひとりで──ちょっとだけ黒羽お姉ちゃんにも手伝ってもらったけど──大だい丈じよう夫ぶだったんだから！」


　唇くちびるをとがらせ、小さな胸を張ろうとする。──が、これは力が入らずに、へなへなと地面に手をついてしまった。


　そんな少女の様子を見て、オルトヴィーンはぽつりと訊きいた。


「なぜ……こんなことをする？」


「こんなことって？」


「必要ないだろう。お前に依い頼らいした相手は……とうに死んでいるはずだ。こんな無理をしたところで、報ほう酬しゆうは発生しないし、誰だれが喜ぶわけでもない。お前のしたことは……意味がない」


　オルトヴィーンにとってすれば、まさしくその通りだった。


　報むくいのない行動。


　意味のない行こう為い。


　だから……葛城みかんを理解できない。


　しかし、


「関係ないよ」


　と、みかんは返したのだ。


「だって……約束だもの。あたしが受けた『仕事』だもん。だったら、最後までやるのが当たり前だもん」


「そのせいで、死にかけたとしても？」


　口調も厳しく、オルトヴィーンが問うた。


　適当な答えは許さないという、そんな意思のこめられた問いであった。その厳しさにみかんもたじろぎ、しかし、すぐに男の子を見返したのだ。


「……それでも、やっぱり関係ない」


　オルトヴィーンと──自分自身へも言い聞かせるように、みかんは口にした。


　しっかりと見返したまま、胸の内を吐と露ろする。


「だってあたしは……〈アストラル〉の社員なんだから」


「…………」


　今度は、みかんの視線はそれなかった。


　むしろ、オルトヴィーンのそれをひしぐほどに強く、たった九歳の少女は凛りんとして佇たたずんでいるのだった。


（……そうか）


　と、密ひそかにオルトヴィーンは息を飲む。


　これが、貸し出し魔法使いレンタルマギカなのだと。


　たとえ、魔法使いとして正しくなくても、彼らは紛まがうことなき〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカなのだと。


「……くそ面めん倒どうくさい査定になるな」


　と、帽ぼう子しの上から頭を搔いた。


「な、なんのことっ？」


「黙だまれ馬鹿（Dummkopf）」


「あーっ！　今、また悪口言ったでしょ！　ドイツ語だって分かるんだから！」


　声を張り上げて、頰をふくらませる。


　しかしまあ、緊きん張ちようしてた空気は弛し緩かんした。


「……ごめんなさい、いつきくん」


「はは、まあ……うまくいったみたいだし」


　しょぼんとうなだれた黒羽と、肩かたの力を抜ぬいたいつきが顔を見合わせ、そっと笑い合ったところで、


「あれ……？」


　と、少年が眼帯に触ふれたのだ。


　ちくり、とほんのかすかな違い和わ感かん。


「いつきくん？」


「──っ！」


　刹せつ那な、いつきは飛び出し、みかんを抱だき上げて思い切り跳はねていた。


　異常が発生したのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。


　どおっ！


　ちょうど、最前までみかんの立っていた場所に、轟ごう音おんが落ちたのだ。その衝しよう撃げきは湯立ての釜かまを砕くだき、神社を揺ゆるがし、地面に大きな罅ひびを広げた。


「雷かみなり──っ?!」


　黒羽が叫さけぶ。


　中空に、再び霧きりがわだかまっていた。


　最前までの、ごくごく薄うすい霧ではなかった。もはや霧というよりも、柔やわらかな粘ねん土どのごとく、その霧は確かな実体を保持していた。いや、実体と紛まごうほどの、圧縮された霊エーテル体を構築していたのだった。


「あ……」


　みかんが、呻うめく。


「し……失敗したんだ……」


　いつきの腕うでの中で、みかんが胸を押さえる。


「みかんちゃん！」


「あたしが……やっぱりダメだから……失敗したんだ……浄じよう化かしきれなかったんだ……」


　少女が震ふるえた。


　霊は荒あれ狂くるっている。


　中ちゆう途と半はん端ぱに集められた霊が、救われることもできず、迷っている。浄化もされず、『神』にもなりきれずに猛たけっている。


　雷。


　あるいは神かみ鳴なり。


　おびただしい落らく雷らいが、地面を穿うがつ。


　まさしく、千ち早はやぶる荒魂アラミタマの怒いかり。


　不届きな人間を罰ばつする、常とこ世よとこの世を切り分ける神しん剣けん。たとえ霊エーテル体の黒羽であろうが、その一いち撃げきを受けてはただですむまい。まして、避よけ続けることなど不可能。思考の速度で落ちる雷など、誰だれが回かい避ひできようか。


（駄だ目めだ……っ！）


　誰もが、死の予感に固く目をつぶった。


　いや、つぶろうとしたとき、雷は途中で弾はじけたのだ。


　地面に転がった小石が──正確にはそこに刻まれた文字が、『神』のなりそこないの呪じゆ力りよくを弾いたのだった。


　小石には、こう刻まれていた。
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　アルギズ。


　大おお鹿じかと庇ひ護ごを示す、二十四のルーンのひとつ。


「だから……未熟なんだ」


　鎧よろい兜かぶとのようにコートと帽子を纏まとった男の子は、ややも苛いら々いらとした口調で、霊の前へと立っていた。


「オルトくん……」


「オルトヴィーン──」


　いつきの腕の中で、みかんが目を見開く。


「さっさとやり直せ。せっかく霊の方から集まってくれたんだ。もう一度浄化しなおせば、要は、それですむ話だろう」


　オルトヴィーンのポケットから、霊の四方──神社の敷しき地ちへと投げられる小石。


　そのひとつひとつに、ルーン文字が刻まれていた。
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「汝なんじは氷。汝は凍とう結けつ。汝は停止。──されば阻はばめ、イーサ！」





　それが、霊を封ふうじ込こめる秘文字。


　たかだか僻へき地ちの『神』のなりそこないなど、その文字の前には無力とばかりに、オルトヴィーンは傲ごう然ぜんと唱える。


　すると、たちまち小石同士を挟はさんで、氷の壁かべが持ち上がり、神を牽けん制せいするように氷柱つららを突つきだしたのだ。


「どうした？」


　と、男の子が訊きく。


「それとも、社長の腕の中で震えているだけか？　だったら、もう少し査定は落とさせてもらうけどな」


「──っ、や、やるもん！」


　少女が立ち上がった。


　いつきが微び笑しようして、そっと腕から押し出す。


「みかんさん！」


　同時に、黒羽が放ほうり投げた玉たま串ぐしが、その両手へと見事に収まった。


　ごおっ！


　霊れいが吼ほえた。


　おびただしい雷かみなりが降り落ち、しかし、今度は氷の壁に阻まれる。


　それを見ながら、みかんは玉串を振ふり下ろした。





「あちめ！」





　阿知女、と。


　神なる威いを持つ、霊言を解き放つ。





「──のぼりますとよひるめかみたまほす、もとはかなほこすえはきほこ──たまはこにゆうとりしでて、たまちとらせよみたまがり、たまがりまししかみは──」





　古い古い、タマシズメの歌である。


　その一句ごとに、霊が薄うすれ、揺ゆれる。しかし、逃にげようとする行こう為いすら、オルトヴィーンの氷ひよう壁へきによって禁じられる。


　なりそこないとはいえ『神』さえも封じ込める、圧あつ倒とう的な少年の呪力。


（……そっか）


　それを見ながら、みかんもまた、気がついていた。


　この一週間のこと。


　自分が嫌いやがっていたものの正体。


　まだ未熟なのを知りながら、昨年の依い頼らいを持ち出して、無理矢理に完かん遂すいしようとしてしまったその理由。


　変わっていくのを……感じてしまったのだ。


　大好きだった〈アストラル〉が、この少年の入社によって大きく変わってしまうのを……みかんは自分も知らぬうちに嫌がっていたのだ。


　この局面で少年の実力を目まの当たりにして、みかんはやっと自分の気持ちを悟さとる。


　同時に、思う。


（……違ちがったって、いいんだ）


　ああ。


　そうなのだ。


　たとえ変わったからといって、自分の好きな〈アストラル〉がなくなってしまうわけじゃない。


　だいたい、変わっていくのは、〈アストラル〉だけじゃないだろう。


　何もかも、一年前とは違う。


　自分も違うし、黒羽も違う。


　お兄ちゃん社長も、〈アストラル〉も違う。


　この男の子──オルトヴィーン・グラウツだって、そのひとつなのだ。


　受け入れてしまえばいい。受け止めてしまえばいい。嫌がりながら、反発しながら、それでもひとつずつ、互たがいが求めるものに近づいていければいい。





　だから。





　──もう、みかんが負けるはずはなかった。
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「──あの、やっぱり、これはなくならないんですね？」


　自分の胸まで積み重なったプリントアウトを見て、おずおずと尋たずねたのは黒羽であった。


「当然だ。お前たちの査定が少々あがったところで、やることは変わらん。効率的な経営には人材の底上げが不可欠だろう」


　そのプリントアウトを叩たたいて、オルトヴィーンが肯こう定ていする。


　無論、〈アストラル〉事務所だった。


　みかんと黒羽のふたりで、この屋や敷しきの主要な呪物フエテイシユと魔術書グリモアを覚えて管理するという──その授業は終わっていなかったのである。


　あれから、三日が経たっていた。


　儀ぎ式しきに疲ひ労ろうしていたみかんもようやく回復し、再びオルトヴィーンの授業を受けられるだけの態勢が整ったものだ。


　ちなみに、あの神社の周囲の霊れいは、綺き麗れいさっぱり散さん華げしていた。あれだけの範はん囲いで散華したのなら、おそらく数年は霊が凝こごることもないだろう。その間には、新しい神かん主ぬしも来るかもしれない。


「じゃあ、改めて始めるぞ」


　どさっと、オルトヴィーンが追加のプリントアウトを重ねる。


「つ、追加ですかあ?!」


「あれから、いくつか新しい呪物フエテイシユと魔術書グリモアが見つかったものでね。いささか雑然としているが、量と種類だけはここの書庫もたいしたものだ」


「あ、その前に！」


　ぱあん、とみかんが片手をあげた。


「なんだ？」


「これ、今日の授業でもらってきたの。オルくんは、どれがいい?!」


　わくわくした顔でみかんが差し出したのは、いかにも小学校でもらいそうなおもちゃのバッジだった。おそらくは担任か市役所あたりの趣しゆ味みだろう、漫まん画がっぽいキャラクターがバッジの表面を飾かざっている。


　が、オルトヴィーンが面めん食くらったのは、別のことであった。


「お、オルくん?!　なんだその呼び方！」


「え、なんか変？」


　きょとん、とみかんが首を傾かしげる。


「だって、お兄ちゃん社長の『オルトくん』と一文字しか変わらないじゃない」


「その一文字で大違いだ！」


「で、でもほら、効率的な経営だったら、馴な染じみやすい愛あい称しようとかも必要じゃありませんか？　ほら、チームワークとか」


　今度は黒羽も交え、ぎゃあぎゃあと騒さわがしい三人の声が、事務所を席せつ巻けんする。


　その、少し離はなれたデスクで、


「なんや……雰ふん囲い気き変わってへん？」


　不思議そうに口にしたのは、穂波だった。


「そ、そうかな？　前からじゃなかったっけ」


　やはり大量のテキストを机に並べ、いつきが瞬まばたきする。


　三日前の事件について、詳しよう細さいは説明してなかった。みかんの疲ひ弊へいもあるので、あの神社のことまでは話したが、オルトヴィーンの介かい入にゆうやそのときの経いき緯さつまでは言わなかったのだ。


　どうして、そうしたのかは自分でも分からない。


　ただ……何か変化があるのなら、それはゆっくりと事務所に馴な染じんでいくべきだろうと、そんな風に思ったのだ。


　ふうん、と目を細め、


「ま、ええけど」


　と、穂波は微び苦く笑しようする。


　少し意地悪い笑えみで、こう付け足した。


「いつのまにか、社長も小細工するようになったもんやね」


「え？　な、なに?!」


　どきん、と鳴った胸を押さえ、いつきが挙動不ふ審しんに口をぱくぱくさせる。


「はいはい。ええから、社長は勉強に専念し。この前やりそこねた小テスト、今日は魔ま術じゆつと社長業の両方でやるからね」


「え、ええええええええーっ！」


　悲鳴をあげたいつきに、穂波はもう一度微笑した。


（いっちゃんも……変わっていってるんかな……？）


　そっと、少女は思った。





　はたして、変わるようで変わっていないのか。


　それとも、変わっていないようで、変わっているのか。





　どちらとも分からず──ただ穏おだやかな昼下がりに、貸し出し魔法使いレンタルマギカの時間が過ぎていくのだった。














〈アストラル〉業務日誌17





　……これが、〈アストラル〉の業務日誌か。


　ルーン魔ま術じゆつ課正社員、オルトヴィーン・グラウツだ。正式に入社したことから、今回の日誌を任されることになった。





　で。


　一体、なんだ、この交こう換かん日記は。


　これのどこが業務日誌で、社員の報告になってて、〈アストラル〉の経営改善に貢こう献けんしてるんだ？　それはまあ、〈アストラル〉の業務はまっとうな社会法規には照らせないが、だからってこういう細かいところを疎おろそかにしてどうする！　会社経営だろうが魔術結社だろうが、組織としての理念を固めるには、記録に残るところから始めるのが基本だろうが、馬鹿（Dummkopf）！





　……まあいい。


　とりあえず、査定について報告する。


　黒羽まなみ、葛城みかんの査定はしばらく現状維い持じ。ふたりとも、一応の意欲は認められるが、怠なまけてるようなら次の査定は覚かく悟ごしておくように。ろくに成長してなかったら、今後の授業は倍にするからな。後、社長がぐだぐだ言いそうだから書き添そえておくが、どんな組織でも上下関係をはっきりさせることは第一だ。





　それと、先の件の事後について。


　あの神社の周囲に存在していた雑ざつ霊れいは、ほぼすべて浄じよう化か終しゆう了りようした。念のため、半日ほどかけて調査してみたが、残留している痕こん跡せきは見られない。これだけ霊脈が発達してる地域じゃ、また一年もすれば雑霊が集まるだろうが、それなりにうまくやったと言ってもいいだろう。


　……ああ、一年ごとに、みかんの能力検定ができるという意味では、いいかもしれないな。今後に似たことを行う場合、査定の一いつ貫かんとして同席するので、勝手に抜ぬけ出さないように。


　いちいち、探し回る方が面めん倒どうだからな。




Ortwinオルトヴイーン＝Grautzグラウツ







バッチ、せっかくあげたんだから大切にしてよね！　みかん










魔法使いの代理授業




　　　　１




　英国首都・ロンドン。


　その南東に、グリニッジと呼ばれる土地がある。


　かつて、世界標準時をつくりあげたグリニッジ天文台。子午線にて地球を切り分けるその場所に、知られざるもうひとつの建造物が存在していた。


　その名を、〈学院〉という。


　西洋魔ま術じゆつに踏ふみ込み、世界の裏側へ触ふれたものであれば、誰だれもがその名を知るだろう。


　七つの塔とうと十二の館やかたからなる、常に霧きりで隠かくされた学まなび舎や。


　空気には淡あわい第五要素エーテルが混じり、噴ふん水すいからは鳥の翼つばさを生やした魚が飛ぶ。そこかしこの煙えん突とつからは七色の煙けむりがゆるゆると流れ、この学まなび舎やだけはいまだ現代に敗北せざる魔法使いの砦とりでであると、そう主張するようだった。


　そんな塔のひとつ。


　いっそけばけばしいほどに原色で彩いろどられた、煉れん瓦がの塔だ。


　その地階グランドにつくられた、すり鉢ばち状の小ホールであった。


　なだらかなスロープに椅い子すと机が整然と並べられ、最さい奥おうとなる壇だん上じようでは、黄金細工のごとき長い髪かみが揺ゆれた。


　凛りんとした美しい声が、小ホールを流れていく。


「……というわけで、ソロモンの魔ま神じんはそれぞれが独立性を持ちながらも、時に共鳴・共きよう振しんしあいます。これらの共鳴現象はおおよそ四大元素の分類によって予測が可能であり、喚かん起きする場所・時間、あるいは順番にも大きく影えい響きようをもたらすのです。つまり……」


　初めて目にするものであれば、その内容より、滔とう々とうと語る少女自身に息を飲むことだろう。


　白磁の肌はだに、漆しつ黒こくのドレス。


　講義をつむぐ唇くちびるは、まるで真しん紅くの花びらだ。


　細かな仕草のひとつひとつまで貴族の優美さに裏打ちされ、洗練された、世界にたったひとつの生ける宝石。


　アディリシア・レン・メイザースであった。


　──そして。


「……うわあ、ホントにアディリシアさんが授業してる」


　ホールの最後列で、アストラル社長・伊い庭ばいつきは目を丸くしていた。


　魔法使いばかりの小ホールで、日本人の高校生は思い切り場ば違ちがいなのだが、よほど授業に熱が入っているものか、あるいは他人などどうでもいいということか、小ホールにこちらを振ふり向く者はいなかった。


（両方……かな？）


　苦く笑しようして、いつきは頰ほおを搔かく。


　この一年あまりで魔法使いの自己本位ぶりは身に染しみているが、まさしくここはその魔法使いたちが学ぶ場所だったのだ。


　それから、ふと手元に視線を落とした。


　手のひらに置かれた名めい刺しには、五ご芒ぼう星せいと銀鏡からなる社章とセピア色の文字が刻まれていた。





〈魔法使い派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　いつものとおり、魔法使い派遣会社〈アストラル〉の宣伝文句である。


　ただし、今回ばかりはもうひとつ、新たな言葉が添そえられていたのだ。


（こんなとこまで来ても……仕事になるんだなあ）


　ぼんやり思って、いつきはその言葉を読み返した。





〈六月×日現在、倫敦ロンドンに滞たい在ざい中！　御ご用ようのある方は、是ぜ非ひ以下のホテルの電話番号まで！〉





　　　　＊





　その名刺どおり、依い頼らい人にんがやってきたのは昨夜のことであった。


　いつきたちが滞在する〈ホテル・リンボ〉の玄げん関かんへ、ロンドンの闇やみにふさわしい人ひと影かげが現れたのだ。


　山やま高たか帽ぼうに、コールマン髭ひげを整えた老紳しん士しとくれば、この歴史ある都でももはや稀まれにしか見られまい。いつきにとっては、この数日で馴な染じんだ相手でもあった。


「マクレガー先生」


「やあ、いつきくん」


　山高帽を取り、にこやかに挨あい拶さつしたのは、穂ほ波なみとアディリシアの恩師にもあたる魔法使いだったのだ。


　ちなみに、〈ホテル・リンボ〉の客室は少なく、今はほとんど〈アストラル〉の貸し切り状態となっている。瀟しよう洒しやなロビーに影を落としているのは、いつきたちのほかは、フロントであくびしている骸がい骨こつ顔の支配人ぐらいのものだった。


「あの、どうしてここに？」


「ほら、これをもらったろう」


　マクレガーの差し出したのは、数日前、いつきが手て渡わたした〈アストラル〉の名刺であった。


「え？　うちの名刺？」


「貸し出し魔法使いレンタルマギカをお借りしたい。なにしろ、この通りなものでね」


　軽く、カバーのかかった肘ひじ掛かけを叩たたく。


　老紳士は、ずっと車くるま椅い子すに乗っているのだった。


「す、すいません……」


　思わず、いつきの頭が下がる。


　老紳士の怪け我がの原因が、いつきたちの事件にまつわるものだったからだ。


　先週、〈アストラル〉の訪英直後に発生した〈協会〉の事件。その発ほつ端たんで、老紳士がこの車椅子を必要とすることとなったのだ。


「いやいや。謝罪はいらない。私の好こう奇き心しんが招いたものでもあるからね。それに外傷ではなく、神経系の軽い麻ま痺ひだよ。この車椅子もまず一週間ばかりでお役御ご免めんになりそうだ」


「あ、そうですか！」


　ぱあっと、いつきの顔が輝かがやく。


　そんな素す直なおな反応に慣れてないものか、マクレガーは微び苦笑を浮うかべた。少なくとも、魔ま法ほう使つかいの常識ではありえない少年だった。


「レンタルマギカを借りたいって、どういう用ですか？」


　これは、隣となりから穂波が口を挟はさんだ。


〈アストラル〉ケルト魔術課正社員──穂波・高たか瀬せ・アンブラーも、当然〈アストラル〉の訪英へ伴ともなったものだ。


「ふむ、恩師の体調を尋たずねたりはしないのかね？」


「先生の性格はよく知ってますから」


　すげなく、穂波が言う。


　眼鏡めがねの奥の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは、冷ややかに老紳士を映している。たしか、穂波がマクレガーに学んだ期間は、十歳ぐらいから日本の〈アストラル〉に来るまでの六年間だったはずだが、その間にどのような師し弟てい関係を構築していたものか。


　とまれ、


「まあ、そのへんは水に流して」


　こほんと咳せき払ばらいして、マクレガー教授はこう告げたのである。


「レンタルマギカに、代理の授業をお願いしたい」


「代理で……授業?!」


　これは、いつきが目を丸くした。


「で、でも、マクレガー先生の生徒って、やっぱり魔法使いでしょ?!　そんなの相手に授業なんてできるの！」


「おや。もちろん、我が弟で子しを見込んでのことだがね」


　悪戯いたずらっぽくマクレガー教授の唇くちびるがつりあがった。


　すると、穂波が額に人差し指をあて、ため息をついたのだ。


「先生……楽しんでますね？」


「ふむ。こういうのもなかなか面おも白しろい。人生、この年になっても新しい経験というのは楽しいものだよ」


　老紳士と穂波の間を、駆かけ引きとも嫌いやがらせともつかない、淡あわい緊きん張ちようが渡わたった。


「…………」


　いつきは沈ちん黙もくして、ふたりを交こう互ごに見る。


　もっとも、どちらにも緊張はあっても、怒いかりや憤ふん慨がいといった様子はなかった。


　昔からこういうふたりだったのかもしれない。それとも、魔法使いとはすべからくこういうものなんだろうか。


「ほ、穂波、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「まあ……正式な授業はともかく、自分の魔術系統だけに限れば、講師代理ぐらいはできるん違ちやう？」


　穂波は片目をつむり、すうと横合いを向いた。


「猫ねこ屋や敷しきさんやって、学生相手の授業ぐらいできるやろ」


「──ふえ？　私がなんです？」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～あ」


　ちょうど四匹ひきの猫をともなって、ロビーへ降りてきた銀ぎん髪ぱつの青年──猫屋敷蓮れんがきょとんと首を傾かしげたのである。


「〈学院〉の講師代理をやるって話。どうせ猫屋敷さん、放ほうっておいたら、倫敦ロンドン中のペットショップを見て回るやろ」


「そそそそそんな！　穂波さん、殺せつ生しようです！　倫敦のペットショップは日本とは桁けた違ちがいなんですよ?!　ちょっとしたペットグッズから、猫用の服とか最新アクセサリーまで、いやまあ猫に服を着せるのは個人的には本来の美を損そこなうと思うのですがそれはそれとして、本当に素晴らしい品しな揃ぞろえで！　ああ、それ以前にあれだけの種類の猫に囲まれるだけで、私の幸福度はうなぎのぼりに天へと……」


「却きやつ下か」


「そんなああああああ！」


　すげない穂波の答えに、猫屋敷が絶ぜつ叫きようする。


　ついで、その隣から、元気良く手があがり、ツーテールがぴょこんと跳はねた。


「え？　先生、先生？　あたしもやるーっ！」


　こちらは、葛かつら城ぎみかんがジャンプしながら主張したものである。


「み、みかんちゃんも?!」


「まあ、陰おん陽みよう道どうや神しん道とうは〈学院〉じゃ珍めずらしいし、ひとり一科目で代理するだけやったら、文句言われない程度の授業にはなるやろ。英語方面はあたしか猫屋敷さんが翻ほん訳やくしたらええし」


　いつきの驚きよう愕がくをよそに、穂波が太たい鼓こ判ばんを押す。


　実際、みかんは算数や理科は苦手なのだが、古文書類はすらすらと読んでしまう。とはいえ、それが魔ま法ほう使つかいの学校での授業とはまるでつながらず、いつきはぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返すばかりなのだった。


「えと……じゃあ、そのホントに受けちゃうの？」


「社長？　断る余よ裕ゆうがどこにあるん？」


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが、対象をこちらへと移す。


「いや、その、反対とかそういうわけじゃないけど……」


「じゃあ、決まりやね」


　ぴしり、と穂波が結論する。


　無論、いつきに反論の余地があるはずもない。


〈アストラル〉の経営事情は、相も変わらず絶賛低空飛行中だ。というより、墜つい落らく寸前をその場その場でかろうじて免まぬかれていると言ったほうがよい。


　そこまで話したときだった。


「──あれ？」


　と、いつきが振ふり返ったのだ。


「ちょっと社長──」


　言いかけて、穂波も硬こう直ちよくした。


　玄げん関かんで、ノックがあったのだ。


　その優美な響ひびき。


　ただのノックなのに、明らかにほかと違う。聞いた誰だれもが振り返らざるを得ない、不思議な何かを宿している。


　そして、そのノックはこんな台詞せりふも連れていた。


「マクレガー先生がこちらへいらっしゃってると聞いたのですけど」


　玄関のドアが開き、漆しつ黒こくのドレスとともに、もうひとりの登場人物を露あらわにしたのだった。


「少し、残念ですわね。先生の代理は、私だけだと思ってましたのに」


「アディリシアお姉ちゃん」


　唇くちびるに手をあてたみかんと同時に、穂波も猛もう然ぜんと別の方向へ振り向いた。


「私だけって……まさか先生、アディにも頼たのんだんですか」


「いやまあ。こういうのは人が多い方が楽しいだろう？」


　トンデモナイことをうそぶいて、マクレガー教授は肩かたをすくめてみせた。


　こっそり車くるま椅い子すを部屋の死角へ進めかけていたのは、さすがにまずいと思ったからだろうか。


「なんだね。もし不快だったら断ってくれても……」


「……いいえ、先生の頼みを断るわけにはいきません」


　すう、と穂波の瞳が細まった。


　そして、アディリシアもうなずいたのだ。


「それは同意しますわ。恩師のたっての頼みとあれば、断るわけにはいきませんものね」


「先生と生徒で立場が逆やけど──アディといっしょに〈学院〉の授業なんて一年半ぶりやね」


「正確には一年六ヶ月と十三日ぶりですわ。あのときは期末試験で……そうそう、誰かさんはまた二位でしたわね」


「またって、あたしがフィールドワークに出かけてて、全部の試験に出席できへんかったからやろ！」


「──痛っ」


　これは、いつきが眼帯を押さえた。


　ふたりの身体からだから、燃え立つように呪じゆ力りよくが湧わきあがったのだ。


　どちらも、いつきに気がつく様子はなかった。


　穂波・高瀬・アンブラーとアディリシア・レン・メイザース。ふたりの魔女は、これ以上ない微び笑しようをたたえ、互たがいだけを見つめあっていた。


「環かん境きようを整えるのも実力のうちですわ」


「試験が魔法使いの実力なんて言われても困るけどね」


　しれっと言ったアディリシアに、穂波が返す。


　アディリシアの唇に、ふわりと愉たのしげな笑えみが浮うかんだ。


「それはそうですわね。でも、今回はそうじゃないでしょう？　正確な知識を後代に伝えるのは、とても大事なことですもの」


「ふうん。〈ゲーティア〉の首領じきじきにソロモン王の魔術を語ってくれるん？」


「必要とあれば。有能な徒と弟ていを確保するために、ある程度の知識の普ふ及きゆうに努めるのも、首領としての役目ですわ」


「やったら、〈アストラル〉やって同じことやね」


「ええ。株主としても、一魔法使いとしても、穂波さんの授業には期待してますわよ」


　わざわざ、さん付けで煽あおりあげる。


「…………っ」


　ぞくりと、いつきの背筋が冷えた。まさしく、ここにいるのは、ともに天をいただくことのない天敵同士だと、ようやくその認にん識しきに至ったのだ。みかんと猫屋敷さえ、そのふたりの会話に加わることはできず、ただぱくぱくと口を開閉させるだけだった。





「──では、明後日あさつての〈学院〉で」





　最後にそう言い残し、アディリシア・レン・メイザースは優ゆう雅がにドレスをつまんだのであった。





　　　　２




「──そして、これらの要素の結合は、魔ま神じんのみならず魔神によって守護される護ご符ふ魔術においても大きな影えい響きようをもたらします。つまり、七大だい惑わく星せいの角度アスペクトと……」


　アディリシアの授業は続いている。


　無論、それらの授業はすべて英語でなされているため、いつきにはまったく分からない。


　少年の英語力はせいぜい片言の日常会話が限界で、それも外国人を前にいつきが舞まい上がらなければ、という前提付きである。


　……もっとも、この授業についていえば、たとえ日本語でもいつきはついていけないだろうが。


（穂波だったら……きっと、そんなのだから駄だ目めなんだって怒おこるだろうな）


　いつもの教育係の顔を思い浮かべて、いつきは苦笑した。


　彼女は、この次の授業を準備しているはずであった。


　あちらの講義は、「ケルトと呼ばれた民たみの変へん遷せんとケルト魔術との関連性について」とか銘めいうっていた。たった一日で授業用の資料をまとめるため、穂波はほとんど徹てつ夜やの勢いで自分の部屋にひきこもっていたものだった。





　──『アディの授業にひけを取るなんて言われたら、一生の恥はじや。〈アストラル〉の経営にも影響するもん』





　とは穂波の弁である。


　よくよく見れば、アディリシアの目の下もうっすらと隈くまが浮いていた。


　おそらく、あのマクレガー教授がアディリシアを連れてきたのは、こういう相乗効果も期待してのことだったろう。なんとも性格の悪いやり方ではある。


（さすが……あのふたりの先生だなあ）


　あまりのことに、怒るより素す直なおに感心してしまう。


　同時に、なんとなく気になることもあった。


　胸の奥に刺ささった、小さなとげ。


　意識しなければ気づかないほどのかすかな違い和わ感かんは、しかし、こうしてアディリシアを見ていると、ゆっくりと膨ふくらんでいくようだった。


（穂波とアディリシアさんは……ここでどんな生活を送ってたんだろ）


　ぼんやりと、思う。


　どんな人と出会い、どんな風に笑っていたのか。


　どんな友と語らい、どんな風に育ってきたのか。


　隠かくされているわけでもないが、わざわざ過去を語らぬふたりだ。この〈学院〉についても、当時の話を聞くことはほとんどなかった。


　いつきにしても、自分から尋たずねる理由があるわけじゃない。


（…………）


　なのに、どうしてだろう。


　あのふたりがこうして気にかかるようになったのは、いつからだろう。


　こうして、とりとめもなくふたりの少女を思うとき、ごく稀まれに、いつきの胸は甘あま酸ずっぱい感覚にとらわれるのだった。


（なんなの……かな？）


　自問する。


　ため息をつきたくなって──不意に、隣となりから問いかけがあった。


「お前が、伊庭いつきか？（Are you Itsuki Iba?）」


「ふぇっ」


　突とつ然ぜんで、内容までは分からなくても、自分の名前ぐらいは聞き取れた。


　だが、見知らぬ相手だった。


　つんつんした金きん髪ぱつに、挑ちよう戦せん的な瞳ひとみ。ラフだが仕立てのよいジャケットとジーンズを着こなしており、育ちはそれなりに良いいんじゃないかと思わせた。


　西洋人なので分かりづらいが、年ねん齢れいもいつきと同じぐらいではないだろうか。


「え……君、は？」


「ふん。英語は駄目か（Shit, you can't speak English.）」


　若者は唇くちびるを歪ゆがめ、


「だったら、これなら分かるのか？」


　日本語へと切り替かえた。


　アディリシアやマクレガーに比べると癖くせはあったが、十分に流りゆう暢ちようといえるレベルの言葉であった。


「す、すごいね。日本語……できるんだ」


「気の利きいた魔ま法ほう使つかいなら、六ヶ国語ぐらいはこなす。日本語はややこしすぎて、読み書きまではできねえけどな」


　そういえば、いつきが英国で出会った魔法使いも、多くは日本語を使いこなしていた。単なる偶ぐう然ぜんかとも思っていたが、それも優すぐれた魔法使いとしての条件だったのだろうか。


「あの……君は？」


　いつきの問いに、若者は答えなかった。


　代わりに、マクレガー教授でも裸足はだしで逃にげ出すようなことを、口にしたのである。


「あのホナミ・タカセ・アンブラーやアディリシア・レン・メイザースをたらしこんで、いいように使ってるんだって？」


「……へ？」


　意味をはかりかねて、いつきが瞬まばたきした。


　むしろ停止した。


　凍こおりついた。


　もはや脳のう細さい胞ぼうの一いつ片ぺんまでも硬こう直ちよくさせ、手足をじたばたさせながら、いつきは大声で叫さけんでいたのである。


「ななななななななななな、何それっ！　誤解誤解誤解、めちゃくちゃ誤解だってば！」


「実際に、この後、あのホナミが授業するのにか？」


　ずい、と若者が問いつめてくる。


「いやだから、それは〈アストラル〉のためであって、僕のためじゃなくて……」


「お前が〈アストラル〉の首領だろうが？」


「そそ、それはそうなんだけど……」


　痛いところを抉えぐられて、いつきが言葉に詰つまる。


「くだらない言い訳でごまかすな」


　と、若者は結論づけた。


「俺は……」


　さらに言いかけて、若者が横合いを振ふり返る。


「イツキ」


　と、麗うるわしい金髪が翻ひるがえっていた。


　壇だん上じようからここまで、いつのまにか少女が歩み寄っていたのである。


「どういうつもりです？　私の授業を破は壊かいするおつもり？」


　怒ど気きをこめた声が、静かに小ホールを渡わたった。


　周囲の注目も、こちらに集まっている。


　ついで、すう、と少女の瞳が若者へと流れた。


「誰だれですの？　あなた」


「…………」


　若者は、一いつ瞬しゆん息をとめた。


「……そりゃそうか」


　と、軽く頭を搔かく。なんとなく、悪戯いたずらっ子が不出来なテストの点数を見とがめられたような表情だった。


　すうと頭を下げて、


「授業を妨ぼう害がいしたこと、謝罪する」


　その後、こう続けた。





「代わりに、明日の授業で、魔術決闘フエーデの実演を見せることでお詫わびしたい」





「は？」


「え？」


　ざわ、と〈学院〉がざわめき立つ。


　本物の魔術決闘フエーデなど、滅めつ多たに見れるものではないからだ。先日、〈学院〉ではそれどころじゃない大事件が起きたのだが、出席している多くの生徒はその現場を見たわけではなかった。


　ゆえに、突とつ然ぜんの若者の発言は、〈学院〉の生徒たちにただならぬ期待と興奮を沸わき立たせた。


　それは、アディリシアでさえも、咄とつ嗟さに否定できぬ勢いで。


「俺は、ジャック・オコナー。──〈アストラル〉首領イツキ・イバ。お前に魔術決闘フエーデを申し込む」


　それだけ告げて、金きん髪ぱつの若者は踵きびすを返したのだった。





　　　　＊





「ちょっとアディ！　うちの社長が魔術決闘フエーデってどういうことなん?!」


　授業が終わった直後、駆かけ込んできたのは穂波であった。


　今回、講師用に用意された休きゆう憩けい室しつだ。


　さすが〈学院〉だけあって、普ふ段だん使われない部屋まで、贅ぜいをこらした造りとなっている。


　単にきらびやかというのではなく、窓から取り入れられる光と風、さりげなく置かれた水差しや洗練された家具調度も相まって、えもいわれぬ気品を漂ただよわせていた。


　形のよい椅い子すに座り、瞼まぶたを閉じれば、この部屋で過ごしてきた幾いく多たの魔法使いたちの姿まで浮うかんでくるようだった。


「授業どころやあらへん。生徒のほとんどがその話題で持ちきりになってるんやけど！」


「どういうことも何も、私にもさっぱりですわ」


　と、アディリシアはかぶりを振った。


　それから、すうと部屋の隅すみへ目を向ける。


「──イツキ、一体、何を言われたんですの？」


　いつきは、ソファの隅で小さくなっていた。


　あちこちに視線を彷徨さまよわせながら、スーツの胸むな元もとに手をあて、しどろもどろに口を開く。


「えと、その、多分、聞かない方がいいんじゃないかなって……」


「は？」


「何それ？」


　アディリシアと穂波が、ともに眉まゆ根ねを寄せる。


　先に、穂波がずいと迫せまってきた。


「相手の情報もなしに対策なんか立てられへんやろ。変な遠えん慮りよせんで、ちゃんと口にし」


「ええ。どんな悪あつ口こう雑ぞう言ごんを叩たたかれたかは知りませんが、そんなもの、魔ま法ほう使つかいの世界では当たり前のことです」


　アディリシアも首しゆ肯こうする。


　このふたりが結けつ託たくすれば、いつきに反論の余地があるはずもない。


　絢けん爛らんかつ冷ややかな圧力に押され、いつきは観念して、がくりとうなだれた。


「その、じゃあ……」


　おどおどと、あの若者──ジャックに言われた言葉を口にしたのである。


　途と端たん、





「「な……っ！」」





　ふたりとも、異口同音に硬こう直ちよくした。


「たたたた、たぶらか……」


「私とホナミがイツキに、た、た、た、たぶらかされているですって……！」


　かああっと、耳の先までが真っ赤に染まる。


　まるで熱に浮かされるみたいにして、ふたりともかちんこちんに固まってしまったのだ。


　とてつもなく長くて。


　とてつもなく熱い、沈ちん黙もくの時間が流れた。


　三人の誰もが、まともに声ひとつあげられなかった。


　穂波とアディリシアは思考まで完全に茹ゆだってしまい、いつきはそんなふたりを前にして、やはりやめておけば良かったかと、絶大な恐きよう怖ふを味わっていた。


　さらに時間を経て、


「……い、いえ、これは侮ぶ辱じよくですわ！」


　はっと息を飲み、ようやくアディリシアが我に返ったのだ。


「そういうことでしたら、いつきが決けつ闘とうする必要などありません！　私を侮辱した報むくいは、私自身が与あたえてさしあげます」


　拳こぶしさえ震ふるわせ、少女は気高い女騎き士しのごとくに立ち上がった。


　放ほうっておけば、そのまま部屋を駆け出して、七十二柱の魔ま神じんさえも呼び出しかねない勢いだった。


　そんなとき、


「──ちょっと先せん輩ぱい。それじゃホントにたぶらかされてるって流れになりますよ」


　と、扉とびらが開いたのだ。


　振ふり向くと、真しん紅くのコートを羽織った少年が立っていた。


　いつきよりも若い年とし頃ごろは、十四、五といったところだろう。耳当て付きの帽ぼう子しからは亜あ麻ま色いろの髪かみがこぼれ、白く細い両手には分厚い革かわ手て袋ぶくろがはめられている。季節は初夏だというのに、それらを纏まとった少年の肌はだには、汗あせひとつ浮いていないのだった。


「オルトくん」


「つまらないのに巻き込まれたみたいだな、馬鹿（Dummkopf）」


　と、少年はいつきに吐はき捨てた。


　オルトヴィーン・グラウツ。


　二ヶ月前に入社したばかりの、〈アストラル〉ルーン魔術課正社員だった。


〈アストラル〉の中でも、黒羽とオルトヴィーンだけは代理講師とならなかったものだ。もとより黒羽は魔法使いではないし、オルトヴィーンはつい先日まで生徒として在ざい籍せきしていたことから、今回の仕事を断ったのである。


　余談だが、黒羽は、〈ホテル・リンボ〉で骸がい骨こつ顔の支配人に気に入られたらしく、あれやこれやと掃そう除じや料理のテクニックを叩き込まれている。あのままだとプロのメイドさんになっちゃうんじゃないかと、いつきが無意味な心配をしてしまったほどだった。


「その……もう、魔術決闘フエーデのことも聞いてるの？」


「ああ、いいじゃないか決闘。やればいいさ」


　と、オルトヴィーンは即そく答とうしたのである。


「ジャック・オコナー。それなりに伝統あるカバラの結社の高こう弟ていだな。あの年のわりにはいい位階してる」


「そ、それも知ってるの?!」


「もうすっかり有名になってるからな。ついでに、相手の名前と評判を聞くぐらいは難しくなかった。それだけあれば、最低限の下調べはすぐできる」


　と、オルトヴィーンは鼻を鳴らした。


「で、でも、やればいいって……」


「何が不服だ？」


　退ひけ腰ごしのいつきへ、逆にオルトヴィーンが問い返す。


「ちょうどいい機会だろう？　ろくに歴史もないくせに、魔術決闘フエーデのひとつもしてない首領なんて、まるで箔はくがつかない。まして倫敦ロンドンは〈学院〉だ。売り込むのに、これ以上の舞ぶ台たいはそうそうないぜ」


「ちょ、そんな！　僕に魔術決闘フエーデなんてできるわけないでしょ！」


「なら、代理をたてればいい」


　あっさりと、オルトヴィーンが言った。


「結社の首領にはそれが許される。穂波先せん輩ぱいでも猫屋敷でもみかんでも好きに使えばいい。なんなら、ボクでもいい」


「そ、それでいいの？」


「お前がやりたいってなら、もちろんかまわないけど」


「いやいやいや！」


「じゃあ決まりだ。代役だと……ふん、穂波先輩やアディリシア先輩より、やはり日本の魔術でやった方が見み栄ばえがいいだろうな。猫屋敷やボクあたりなら、たらしこまれてるとかの悪評もつかずにすむだろ」


　オルトヴィーンが、鋭するどい歯を剝むき出して笑う。


　愉たのしんでるようでもあった。


　こういうあたり、この少年は極きわめて攻こう撃げき的である。


　また、利用できるならどんな状じよう況きようでも利用してしまえと、そんな風にも考えているのだろう。


（…………）


　いつきにしても、そういうやり方を否定するわけじゃない。


「先輩方も、それでいいですか？」


　オルトヴィーンが訊きく。


「まあ、そういうことやったら」


「強ごう欲よく陰おん陽みよう師じに頼たよるのは、いささか癪しやくですけれどもね」


　穂波とアディリシアも、渋しぶ々しぶうなずいた。


　三人の考えが一いつ致ちしたなら、それが最も効果的な方法なのだろう。たとえオルトヴィーンの嗜し好こうが優先されていても、そういう結論を切り捨てる意味はない。


　だけど。


「あの……少しだけ、考えていい？」


　と、いつきは告げたのだ。


「社長っ？」


「イツキ？」


　ふたりが振り向く。


「……おい、どういうことだ？　愚図（langsamer Mensch）」


　ついで、オルトヴィーンが険悪な声で問うたのだ。軋きしるような音は幻げん聴ちようではあるまい。現実に、オルトヴィーンの歯が擦こすれあい、鋸のこぎりを思わせる異音をたてているのである。


「ご、ごめんなさい！」


　猛もう獣じゆうに出会った亀かめのごとく、首をすくめる。


「だけど、その」


「だけど？」


「もう少しだけ、考えてみたいんだ……なんとなく」


　自信なさげに呟つぶやいたいつきを、ふたりの魔ま女じよは茫ぼう然ぜんと、ひとりの魔法使いは殺気だった視線で睨にらんでいたのだった。





　　　　３




「──あ、いた！」


　いつきがその若者を発見したのは、〈学院〉の散歩道だった。


　七つの塔とうと十二の館やかたからつくられたこの施し設せつは、あちこちに庭と散歩道を設けている。


　無論、単なる庭ではない。


　英国にふさわしいピートガーデンは、この初夏と土地にはありえぬはずのキンモクセイや水すい仙せんを誇ほこらしげに咲さかせ、時にヒヨスやハシリドコロといった毒草さえ交じらせていたのだ。


　その草花の一葉一輪が魔術の触媒カタリストであり、庭や散歩道全体としては学院の魔術的象徴シンボルも兼かねているらしかった。


「…………」


　散歩道の途と中ちゆうで、若者は足を止めた。


「なんなんだ、お前」


　若者──ジャック・オコナーは、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたように顔を歪ゆがめたのだ。


「これから魔術決闘フエーデをしようって相手に、一体、どういう用だってんだ？」


「いやだってほら、事情とか訊かないといけないって思うし」


「…………」


　黙だまり込み、ジャックはつんつんの金きん髪ぱつを搔かいた。


「変なやつだな、お前」


「そ、それはいきなり決けつ闘とうをしかける方もじゃないですか？」


　いつきが言い返すと、若者は小さくため息をつく。


「まあ……それもそうか」


　と、嫌いやそうに、片目を閉じたのだ。


「どうかしたんですか？」


「いいや。こういう滅め茶ちや苦茶は、考えてみれば、あいつの得意技わざだったと思っただけ」


「あいつ？」


「…………」


　また、若者は沈ちん黙もくした。


　それでも、今度の沈黙はぴんときた。


「ひょっとして、アディリシアさんですか？」


「…………」


　若者は、しばらく何も言わなかった。


　ゆっくりと歩きはじめる。いつきも、それについていった。色いろ鮮あざやかな花々がふたりの隣となりを過ぎていき、風に吹ふかれて、ほんの少し揺ゆれた。ふたりに挨あい拶さつしたようにも見えた。


「あいつは、俺のことなんかさっぱり忘れてたけどな」


　苦く笑しよう気味に、若者は口にした。


「まあ、そりゃそうだ。もとより、あいつと俺は半日一いつ緒しよに探検しただけだからな。しかも十年も前、六歳になったばかりとくりゃ、そりゃ覚えてる方がおかしい」


「六歳……」


「あいつが、はじめて魔神を喚かん起きしたときのことさ」


　愉ゆ快かいそうに、若者が話す。


　くつくつと、その肩かたが震ふるえた。


「そりゃひどいもんでさ。一度は二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく──フォルネウスに選ばれときながら、『この程度の魔神では私にそぐいません』ってつっぱねやがるんだぜ？」


　呆あきれた風に、ため息をつく。


　苦々しそうに話しながら、不思議と若者の瞳ひとみは優やさしかった。遠い日に見た夢でも語るかのようでもあった。


「あげく、おんぼろ城で怪かい物ぶつに追っかけられてる最中に、やっぱり必要になったからって、無理矢理再契けい約やくまではじめやがる寸法だ。俺にナイフ一本だけぽんと渡わたして、その間の時間を稼かせげってさ。どんだけわがままに筋金入ってるんだって、一緒に逃にげてる俺の方が顎あご落としたもんだ」


「……あ……」


　いつきが、小さく息を飲んだ。


　以前、一度だけ聞いたことがあったのだ。


　アディリシアがはじめてソロモンの魔神を──フォルネウスを喚起した日。


　おかしな男の子に挑ちよう発はつされて、呪じゆ波は汚お染せんにまみれた城を探検するはめに陥おちいったのだと、アディリシアは話していた。結果、呪波汚染の『核かく』となった怪物にアディリシアも男の子も追いかけられ、ついに魔ま神じんを喚起することとなった。





　──『だから、とりあえずフォルネウスで我が慢まんすることにしたのですわ』


　──『ふうん、どんな魔神やったら満足やったん？』





　穂波に聞き返され、そのときのアディリシアは顔をうつむけた。


　ホントは、最初からアスモダイに挑ちよう戦せんしてお父様を驚おどろかせたかったのです、とこれは恥はずかしそうに答えたのを覚えている。


（じゃあ……）


　と、いつきは思った。


　そのときの男の子が、ジャックだったとしたら。


　アディリシアと一緒に探検し、アディリシアの初めての喚起を見た男の子だとしたら。


「あなたは……アディリシアさんが……」


「誤解すんなよ」


　最後まで言わせず、若者は鼻の頭をこすった。


　その様子は、悪戯いたずら好きの小さな子供みたいだった。


「十年も前、たった半日一緒に過ごしただけって言ったろ。こんなの好きとかどうとかじゃねえよ。……ただ、ちょっとだけ、ああいうのもいいなって憧あこがれただけだ」


　唇くちびるの端はしを歪ゆがめ、ジャックはこう続けた。


「その憧れにふさわしい生き方を、憧れた相手ができてるかどうかぐらい、気にしたって悪くないだろ？」


「……そうですね」


　いつきも、うなずいた。


　認めるしかない。


　伊庭いつきもまた、アディリシア・レン・メイザースのあまりに潔いさぎよい生き方に憧れたひとりだったからだ。〈アストラル〉の社長となる決心をしたのも、もともとはアディリシアの首領としての強さや生き方に触ふれたからだ。


　だから、若者の気持ちが分かる。


　あの少女の格好良さに魅みせられた者の、気持ちが。


「…………」


　そんないつきを見下ろし、若者はかすかに目を細めた。


「……たぶらかしたってのは撤てつ回かいする」


「え？」


「だけど、魔術決闘フエーデは撤回しねえ」


　傲ごう然ぜんと若者は宣言したのだ。


「方法はお前とアディリシアが決めたのでいい。俺と決けつ闘とうしろ。たとえ、たぶらかしたんじゃなかろうが、あいつのパートナーとしてふさわしいのだと、俺に証明してみせろ」


「…………」


　すぐには、いつきは返事ができなかった。


　叩たたきつけられた挑戦状に、否いなやと言うことができなかった。


　そうするには、若者の言葉は真まっ直すぐにいつきの胸を貫つらぬいていた。


「じゃあ、明日を楽しみにしてるぜ」


　硬こう直ちよくしたいつきをよそに、若者が足を速め──途と中ちゆうでくるりと振ふり返った。


「それと……あいつに、あのときのが俺だなんて言うんじゃねえぞ」


　はにかむように笑って、若者はそんなことを付け足したのだ。


「…………」


　いつきは、何も言えなかった。


　ただ、その場に立ちつくしたままだった。若者の姿が見えなくなっても、しばらく少年はそうしていた。


　その背中を、声が叩いた。


「──お兄ちゃん社長！　あたしの授業終わったよ～！」


「うわわわわっ！」


　ちょうど後ろから駆かけてきたみかんが、そのままいつきに体当たりしたのである。


　腰こし砕くだけになってつんのめったいつきは、かろうじてみかんだけをかばい、ごろりと地面へ仰あお向むけになった。


「ふふん、お兄ちゃん社長撃げき墜ついなのだ！」


　えへん、と馬乗りになったみかんが胸を張る。


「じゅ、授業はよくできたの？」


「もちろん！　お絵かきから塗ぬり絵まで、皆みなばっちりだったよ！」


　勢いよく、少女の首が縦に振られる。


　どんな授業だったかはあまり考えないようにしようと、いつきは真しん剣けんに思った。いやまあ、案外本当によい授業だった可能性も否定できないけど。


　すると、馬乗りのままのみかんが、首を傾かしげた。


「お兄ちゃん社長？　どうかしたの？」


「あ……ううん、何でもない」


　かぶりを振って、微び笑しようしたいつきは胸むな元もとを握にぎった。


　……なぜだろう？


　ひどく、その拳こぶしが熱い気がした。





　　　　＊





　数時間後の、休きゆう憩けい室しつ。


「やっぱり……僕がやる」


　その言葉に啞あ然ぜんとしたのは、誰だれよりもオルトヴィーン・グラウツだった。


「お前、何言ってるんだ！」


　凄すさまじい剣けん幕まくで迫せまってくる。


　迂う闊かつなことを言えば、殺されかねない勢いだった。実際、この少年の場合は比ひ喩ゆにも何にもならないのである。


「そ、そ、その……まずいこととか……駄だ目めなことは分かってるんだけど……」


　しどろもどろに答えながら、いつきは青い顔でこう続けた。


「〈アストラル〉の社長として……僕が、伊庭いつきが魔術決闘フエーデを受けたいんだ」


「…………」


　しん、と休憩室が静まり返った。


　穂波もアディリシアもオルトヴィーンも、少年を見つめたまま、言葉を無くした。


　やがて、


「馬鹿（Dummkopf）」


　と、オルトヴィーンが漏もらした。


「だがまあ、だったら好きにすればいいだろ」


　吐はき捨てるように言う。


「い、いいの？」


「ああ、好きにすればいいさ。勝手に負けようが、血ち反吐へどを撒まき散らそうが、ボクの知ったことじゃない。せいぜい愉ゆ快かいな死に様を見せてくれよ」


　腕うでを組んだまま、ぷいと視線をそらしたものである。


「そ……それは嫌いやなんだけど」


「──社長。なんで、急にそんなことを？」


　これは、穂波が尋たずねた。


　少女の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは、真剣にこちらを映していた。


「その……」


　と、いつきは黙だまり込んだ。


　理由は、自分にも分からなかったのだ。


　だけど、あの言葉がずっと鼓こ膜まくに揺ゆれたままだった。





　──『たとえ、たぶらかしたんじゃなかろうが、あいつのパートナーとしてふさわしいのだと、俺に証明してみせろ』





　……ああ、そうだ。


　自分は、ふさわしくない。


　本当は〈アストラル〉の社長にだって、全然ふさわしくない。ただの成り行きでなっただけで、アディリシアの〈ゲーティア〉と手を組んだことも含ふくめ、全部ただの偶ぐう然ぜんだ。


　だけど。


（だけど……）


　拳を握る。


　まだ、そこには熱が残っていた。証明してみせろと、そう言われたときから離はなれない熱だった。


　そんないつきを見つめ、


「……仕方しやあないね」


　と、穂波が肩かたを落とした。


「でも、社長が魔術決闘フエーデいうても、何の魔ま術じゆつも使えへんわけやし……」


　言い淀よどんだところで、最後のひとりが口を挟はさんだ。


「一応、ひとつだけ、イツキにもできる魔術決闘フエーデがありますわ」


　そっと、アディリシアが告げたのだ。


「あるの?!」


「なんとなく、こうなる気がして、考えてはいましたから」


　しれっと言い、金きん髪ぱつの縦ロールに触ふれる。


　少しだけ、間があった。





「でも……覚かく悟ごはしていただきますわよ」





　一ひと際きわ静かな声で、アディリシア・レン・メイザースは口にしたのだった。





　　　　４




　その野外授業までに、地面にはいくつもの魔法円が刻まれていた。


〈学院〉の、魔術実験用に設けられた敷しき地ちである。


　呪じゆ波は干かん渉しようを防ぐため、周囲には念入りに結界が積み上げられ、魔術的に隔かく離りされている。準二級の呪波汚お染せんまでは耐たえられるという、〈学院〉でもとりわけ硬こう度どの高い結界だった。


　そして。


　結界内部に刻まれた最も大きな──半径十メートルほどの魔法円のすぐ外に、アディリシアは佇たたずんでいた。


「ルールは簡単」


　と、可か憐れんな唇くちびるが告げる。


　話しかける相手は、結界の外に待機した多くの生徒たちであり、魔法円の内側に座しているいつきとジャック・オコナーでもあった。


「…………」


　ごくりと、いつきが唾つばを飲み込む。


　少年とジャックの足あし下もとには、それぞれ小さな魔法円が描えがかれていた。


　魔神を喚かん起きするための魔法円ではない。


　逆に、魔神から身を守るための魔法円である。


　なぜなら、ふたりの間には、勇ゆう壮そうたるギンザメが浮ういていたのだ。


　アディリシア・レン・メイザースが最も信しん頼らいする魔神──フォルネウスこそが、いつきとジャックのふたりを睥へい睨げいしていたのである。


「この結界内に限り、今から一時的に、私とフォルネウスとの契けい約やくを解消します」


　ひそやかに、アディリシアは言う。


　しなやかな手に握にぎられているのは、七十二柱の魔神を従わせるための呪物フエテイシユ──『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』。


「自由になったフォルネウスは魔法円の内側を荒あれ狂くるうでしょう。そのフォルネウスを簡易支配し、相手の結界を打ち破った方を、魔術決闘フエーデの勝者とします。無論、その結果としてフォルネウスに殺されたとしても……今いま更さら悔くやむような者はいないでしょう？」


　アディリシアがふわりと微び笑しようする。


　それこそは、生も死も支配する女王の笑えみであったか。


「──ちょっと待て」


　その言葉に、若者が手をあげたのだ。


「あら。何か文句でもありますの？」


「ああ、あるとも。これじゃ俺が有利すぎるだろうが。俺の魔術系統ぐらいは調べてるんだろ？」


　胸を親指でさし、ジャックが言う。


　傲ごう慢まんともとれる内容だったが、いつきだけはその真意を摑つかんだ。


　彼は納なつ得とくしたいのだ。


　だからこそ、有利すぎる条件を飲み込めない。不当に有利すぎる状じよう況きようならば、たとえ勝利したとしても、ジャック・オコナーはその結果に納得できないからだ。


　しかし、アディリシアの微笑は、むしろより深くなったのである。


「もちろんですわ。その上で言わせていただきます」


　微笑のまま、すうと指を動かす。


「イツキ・イバは、私が盟約を結んだ相手ですわ。──それ以上の説明が必要でして？」


「……ふえっ?!」


　その言葉に、いつきは目を剝むいた。


　見学の生徒たちもまた、大きくどよめいた。彼らは伊庭いつきがいかなる人物かを知らない。ただ、最近噂うわさにのぼる〈アストラル〉の二代目首領であるらしいと、その程度を聞いたばかりだ。


　そこに、誰だれもが認めるＡＡＡトリプルエイクラス──〈ゲーティア〉の首領アディリシアが保証を押したのである。


　どよめきから、快活な笑い声があがった。


　ジャックのものだった。


「なるほど。そりゃ俺が悪いや。つまらない抗こう議ぎをしちまった」


「お気になさらず」


　ドレスをつまみ、アディリシアが身を屈かがめた。





「──では、始めます」





　少女の声とともに、突とつ然ぜん、空気が冷えた。


　アディリシアの意思に応じて、世界の呪力もまた変化を起こしたのだ。


　すなわち、魔ま法ほう使つかいという一個人が世界のシステムそのものへ接続アクセスするという、そんな奇き跡せきじみた現象の副作用。





「I say thou art welcome unto me, because I have called thee through Him who hast created Heaven and Earth, and all that is in them contained, and because also thou hast obeyed. By that same power by the wHich I have called Thee forth……」





　詩のように、歌のように、呪句が流れる。


　世界を書き換かえようと、世界を改革せんと、突つき刺ささる。





「──王命のもと、この場、この時間に限り、汝なんじとの契約を解く。されば解き放たれん、二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」





　途と端たん。


　フォルネウスが、びくんと震ふるえた。


　鋭するどい鱗うろこの一枚一枚まで痙けい攣れんさせ、何度となく尾おびれをばたつかせる。その姿は、何十年も纏まとっていた拘こう束そく着ぎをやっと脱ぬがされた囚しゆう人じんに似ていた。


　その痙攣も、数秒のことであった。


　次の瞬しゆん間かん、ギンザメは獰どう猛もうな牙きばを剝き、いつきの方へ降り落ちたのだ。


「うわああっ！」


　いつきの悲鳴を、別の高い音が阻はばんだ。


　足あし下もとの魔法円が淡あわく光り、フォルネウスの巨きよ体たいを弾はじいたのである。


　しかし、諦あきらめようとはせず、目を血走らせた魔神フオルネウスは、いつきの周囲をぐるぐると巡めぐりはじめた。


「な、なんで、僕の方だけ」


「そりゃお前の方が食いやすいと思ったんだろうさ」


　向かいで、ジャックが肩かたをすくめる。


　もっとも、若者の方も、顔色は幾いく分ぶん青かった。


　フォルネウスの突とつ進しんは、若者の肝きもも冷やしたらしい。確かに、魔法使いとはいえ、そうそう見慣れるような代しろ物ものではなかった。


「早くしないと、頭から食われちまうぞ」


「…………っ！」


　いつきの喉のどがひきつる。


　実際、少年の右目には視みえていたのだ。


　今の一いち撃げきだけで、足下の魔法円はその呪じゆ力りよくを大きく減退させていた。ばかりか、刻まれた紋もん様ようは一部が細かくひびわれており、フォルネウスの突進がいかに強大であったかを示していた。


（これ……じゃあ……）


　果たして、数分と保もつかどうか。


　視界の端はしで、巡り続けるフォルネウスが嗤わらったような気がした。





　　　　＊





　その様子に戦せん慄りつしたのは、いつきだけではなかった。


「お、お兄ちゃん社長、食べられちゃうよう！」


　結界の外で、みかんが手足をじたばたさせている。


　生徒たちに入り交じった格好なのだが、誰だれも少女の方は振ふり返らない。


　それだけ、この公開魔術決闘フエーデが生徒たちの心をつかんだということだろう。あたかも古代ローマに存在した闘とう技ぎ場のごとく、若き魔法使いたちは目の前の光景に釘くぎづけとなっていた。


「大だい丈じよう夫ぶや。一撃やそこらや、あの魔法円は壊こわれへん」


　隣となりから、穂波が言う。


　それを聞いて、みかんはほっと胸を撫なで下ろしたけれど、むしろ蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの方が憂うれいを隠かくしきれず、そっと唇くちびるを嚙かんだ。


（……一撃やったら、やけど）


　と、胸の内で呟つぶやく。


　もとより、ソロモンの魔神から身を守るための魔法円だ。一撃やそこらで搔かき消えるほど柔やわではない。


　しかし、いつきに魔術が使えぬ以上、結局は時間の問題だった。


　遅おそかれ早かれ、フォルネウスの牙はいつきの全身を無む惨ざんに嚙み裂さくだろう。


（アディ……ちゃんと考えはあるんやろうね？）


　穂波が、結界の内側の──親友にして仇きゆう敵てきなる少女を見やる。


　──だが。


　漆しつ黒こくのドレスを纏まとう少女の横顔からは、一いつ切さいの答えを読みとれなかった。





　　　　＊





「……ふん」


　少年を見たまま、ジャック・オコナーは唇を歪ゆがめた。


　どうやら、フォルネウスは最初の獲え物ものをいつきと決めたらしい。


　だが、まるで油断はできない。魔神フオルネウスがちょっと気まぐれを起こせば、食われるのはこちらの方なのだ。


　ならば、今の内に仕し掛かけなければならない。


「…………」


　黙だまったまま、ジャックは懐ふところへ手を入れた。





「我、メルカバに乗りて、あらゆる流れを手中とせん」





　何枚ものカードが、その手で広げられる。


　カードは、そのまま若者の魔ま術じゆつ系統の護符タリスマンであった。


　魔術系統の名をカバラといい、それぞれのカードの名はこう呼ばれる。





　──王国マルクト。


　──礎イエソド。


　──尊厳ホド。


　──永遠ネツアク。


　──調停テイフエレト。


　──法ゲブラー。


　──慈悲ヘセド。


　──理解ビナー。


　──智慧コクマー。


　──そして、すべての源たる王冠ケテル。





　古代、ユダヤの予言者モーゼは、神よりその知ち恵えを賜たまわった。


　神の力たる王冠ケテルが、人の在り方である王国マルクトに届くまでの十段階。


　カバラとは、あらゆる流れをこれらの十段階にわけ、呪力を管理するための魔術系統なのである。


　つまるところ、魔術制せい御ぎよ魔術だ。


　ジャックが「自分に有利すぎる」と言ったのも、これが理由だった。このような魔術決闘フエーデならば、文字通り独どく壇だん場じようの『力』を発揮しうる。


　その程度、アディリシアに分かってないはずはなかろうに。


（だけど……）


　こうなった以上、もはやジャックにも躊躇ためらいはなかった。


　いいや、躊躇いなどできる身ではない。たとえ授業での模も擬ぎ戦とはいえ、これは正式な魔術決闘フエーデであり、若者にとっても初めての経験であったのだ。


「挑ちよう戦せん、させてもらうぜ……」


　奥歯を嚙みしめ、ジャックが言う。


　──十年前。


　いまだ七歳であった自分が垣かい間ま見て、憧あこがれた魔神。


　フォルネウスへと、若者はカバラの護符タリスマンを投げはなったのであった。





　　　　５




　がつん、がつん、とフォルネウスが体当たりする。


　そのたび、いつきの右目に映る魔法円が、大きくぶれた。紋もん様ように流れる呪じゆ力りよくは瞬またたく間に削けずり取られ、その強度を減げん衰すいさせていく。


（こん、なの……）


　いつきの右目と──胸がずきずきと痛んだ。


　右目のみならず、恐きよう怖ふが心臓へと痛みを感じさせているのだ。


　呪力が視みえてしまうからこそ、恐怖はどうしようもなく膨ふくらんだ。魔法円の消えるそのときが、少年の命の潰ついえるときだと、否いやが応でも認にん識しきさせられる。


　また、がつん、と魔法円が軋きしんだ。


「…………っ！」


　右目の激痛。


　脳内を恐怖に塗ぬりつぶされる寸前で、いつきは唇くちびるを嚙かんだ。


（……駄だ目め、だ）


　拳こぶしを、握にぎる。


　冷たくなっていた拳に、ほんのかすか熱が戻もどった。


　その熱を支えに、意識を揺ゆさぶり、必死の思いで顔をあげる。


　ギンザメを、見返す。


「……フォルネウス」


　呟つぶやいた。


　いつも、アディリシアの隣となりに寄り添そっていた魔ま神じん。


　あれほど頼たのもしかった姿が、敵に回るとこれほど恐おそろしいものか。凄すさまじい呪力の奔ほん流りゆうを、いつきは初めて思い知っていた。


　いいや。


　初めてではない。


（あ、れ……？）


　二回、あったのだ。


　フォルネウスが敵に回った経験が。


　一度は、アディリシアと出会ったとき。呪波汚お染せんに晒さらされた氷海の上で、アディリシアの魔神と〈アストラル〉は魔術を交えたのだ。


　そして、もう一度は──


（あれ……は……）


　記き憶おくを探さぐる。


　この瞬しゆん間かんも削られ続ける魔法円に怯おびえながら、伊庭いつきは、自分の記憶を検けん索さくし続ける。


　あるはずなのだ。


　アディリシアは言った。





　──『一応、ひとつだけ、イツキにもできる魔術決闘フエーデがありますわ』





　あの少女がそう言ったなら、間ま違ちがいなく、方法はあるはずだ。


　たとえ万分の一に満たぬはかない可能性だとしても、あの少女が噓うそをつくはずはない。


（…………）


　思考する。


　ひとつでもいい。


　魔法使いならざる自分に、できることを。


（…………っ！）


　脳のどこかで、ある記憶が明めい滅めつしたその瞬間。


　フォルネウスの周囲の地面へ、何枚ものカードが突つき刺ささった。


「え……っ?!」





「神の御み心は王冠ケテルより知覚される──！」





　刹せつ那な、フォルネウスの身体からだへ、カードから伸のびたおびただしい数の呪力の糸パスが繫つながったのだ。





　　　　＊





「神の御心は王冠ケテルより知覚される──！」





　ジャックの詠えい唱しように応じ、無数の糸パスがフォルネウスを繫ぎ止める。


　魔術制せい御ぎよ魔術たるカバラは、ソロモンの魔神をして、干かん渉しようせしめたのだ。


　しかし。


　代だい償しようは大きかった。


「……く……あ」


　若者の喉のどから、呻うめきがこぼれる。


（あいつ……六歳で……こんな化け物と契けい約やくしてたのかよ！）


　口が利きけたなら、泣き言を漏もらしていただろう。


　ある意味では幸いにも、その程度の余よ裕ゆうさえ若者にはなかった。


　繫がった糸パスから逆流する呪力が、若者の身体を内側から苛さいなんでいたためである。


（か……あが……っ！）


　唇の端はしからは、泡あわさえこぼれた。


　内臓を噴ふきあがる灼しやく熱ねつは、けして幻まぼろしではない。実際に、若者の内臓はこの瞬間にも爛ただれはじめていたのである。


　ただ、糸パスを繫げただけでこれだ。


　まさしく、ソロモンの魔神は化け物だった。


　圧あつ倒とう的な呪力は、どれほどの護符タリスマンを駆く使ししても管理しきれない。〈ゲーティア〉にしたところで、本来は十人以上の術者で一柱の魔神を駆使するのが基本である。


　そんな魔神と、アディリシアは六歳にして契約した。


　いかにアディリシア・レン・メイザースという存在が隔かく絶ぜつした天才か、ジャック・オコナーは理解する。


（……それでも）


　想おもいが、脳内に軋きしんだ。


　それでも、若者は辿たどり着きたかった。


　たとえ自分は天才でなくとも、たとえ自分は覚えられてなくても、いつか見たあの光景にほんの少しでも追いつきたかった。





「王冠ケテルに認にん識しきされた光は、智慧コクマーを伝い、理解ビナーへと流出せん──」





　フォルネウスの呪じゆ力りよくを分割する。


　カードに描えがかれた順序で呪力を流し、若者が制せい御ぎよ可能なカタチへと押し込こめていく。





「慈悲ヘセドよりは法ゲブラーに流れ、調停テイフエレトのもとに注ぎこまれん──」





　それでも、呪力は暴走する。


　どれほどに押し込めても、どれほどに魔ま術じゆつを費ついやしても、そんなものは無意味だと言うように、若者の体内を荒あれ狂くるう。





「……くそったれええジイイイイザス！」





　ありったけの呪力をぶちこんで、ジャック・オコナーは残ったカードを投げはなった。





　　　　＊





　フォルネウスと繫がった、無数の糸パス。


　その糸パスを見て、いつきは思い出していた。


（そうだ……！）


　この魔術だけは、いつきにも経験があったのだ。


　フォルネウスが敵に回った、もうひとつの事件。


〈ゲーティア〉の高こう弟ていに裏切られ、アディリシア・レン・メイザースがあらゆる魔神を奪うばわれたとき、少年は少女とともにある魔術を行使した。


　アスモダイ。


　いつきとアディリシアは糸パスを結び、かの魔神と再契約したのである。


　呪力を調律したのはアディリシアの側だが、それでも、いつきだって経験があることには違ちがいない。


　だからこそ、アディリシアはこれを魔術決闘フエーデの題材としたのだろう。


（じゃあ……どうやれば……）


　ジャックが投げたカードのように、自分とフォルネウスで糸パスを繫つなぐにはどうしたらいい？


「…………」


　フォルネウスの動きが、徐じよ々じよに変わっていく。


　ジャックの魔術は、魔神を制御下に置きつつあるのだ。


　その呪力の流れだって、いつきの右目は視みることができた。


（すごく……力強い……）


　どくどくと、音まで聞こえそうな脈動。


　それは、若者が鍛きたえ上げてきた年月の『力』だろう。


　懸けん命めいに、ひとつずつ積み重ねてきた修練の結実。何度となく挫ざ折せつし、血ち反吐へどを撒まき散らしたろう時間が、今このときだけとはいえ、ソロモンの魔神を従わせつつあるのだ。


　ならば。


　自分が差し出せるものは──


「……僕は」


　固く、いつきは拳こぶしを握にぎりしめた。





　　　　＊





「永遠ネツアクは慈悲ヘセドの機能を補い、尊厳ホドは法ゲブラーの在り方を補う。されば、万ばん物ぶつの流れは礎イエソドによって形成され、汝なんじの全すべてを王国マルクトと成す」





　詠えい唱しようとともに、糸パスが脈動した。


　これまでよりも遥はるかに強い感覚。こちらの心臓まで、ずきりと届いた。


（つかんだ……！）


　会心の手て応ごたえを、ジャックは感じた。


　フォルネウスの呪力を、制御しえた確信。


　支配するにはまるで足りない。それでも、魔神フオルネウスの破は壊かい衝しよう動どうを、一方向へ誘ゆう導どうするぐらいはできる。


　それがジャックの成果であり。限界でもあった。


（許せとは言わねえぞ、イツキ・イバ──！）


　魔法使いであれば、覚かく悟ごはできているはずだ。


　その結果命を失ったとして、何を今いま更さら悲しむことがあろう。


　懐ふところから取り出した、魔術用のナイフを振ふり上げた。残った呪力をありったけ込こめ、地面へと突つき立てる。





「──従え、フォルネウス！」





　咆ほう吼こうはそのまま呪文スペルとなって、フォルネウスの背を叩たたいた。





　　　　＊





（僕は……！）


　いつきが顔をあげる。


　ほぼ同時、フォルネウスが突とつ進しんした。


　さきほどの数倍にもなろうかという勢い。


　仮かり初そめとはいえ主を得て、魔ま神じんの呪力は遥かに増強されていたのだ。


　この魔神に、もはや魔法円など盾たてとはなるまい。


（僕に、できることは……！）


　固めるのは拳。


　どうせ、できることなどひとつしかなかったのだ。


　ジャックが積み上げてきた時間には及およばないが、それでもいつき自身が決意し、自らの身体からだで練り上げたカタチ。


　そのカタチを、伊庭いつきは拳とする。


　すなわち、五ご行ぎよう拳けんがひとつ。


　崩ほう拳。


「っつああああああああああ！」


　叫さけびとともに、震しん脚きやくを踏ふむ。


　地面から螺ら旋せん状に『力』をねじりあげ、膝ひざを通し、腰こしを回し、胸を突きあげ、肩かたを転がし、肘ひじを流して、拳に至るまでのあらゆる場所でそのエネルギーを増ぞう幅ふくさせる。


　内側から溢あふれる呪じゆ力りよくさえ込めて、突とつ撃げきしてくるフォルネウスに、渾こん身しんの拳が突き刺ささる。


（届け……）


　拳が潜もぐり込む。


　ずぶずぶと、手に伝わる感かん触しよく。


　フォルネウスの内側へ。もっと内側へ。


（届けえええっ！）


　はたして──その手は、届いた。


　柔やわらかな何かを、いつきの手は摑つかんだ。


　同時に、凄すさまじい情報が少年の脳へと雪崩なだれ込んだ。


（え……?!）


　視界が反転する。


　世界が変容した。


　魔術決闘フエーデも何もかも薄うすれ、そこは古びた城の中。





　──『あなたと契けい約やくする代だい償しよう……？』


　──『私の〝時間〟ではどうです？』





（あれ、は……？）


　それは、幼い少女の姿。


　いまだ怖おそれを知らず、偉い大だいな父を慕したっていた、小さな魔女の過去。


　フォルネウスを前にして一歩も退ひかず、堂々と契約を進める幼い少女アデイリシアの背中。





　──『すなわち私の未来。一いつ瞬しゆんですら、あなたたちのために捧ささげましょう』





　──『受理した』





　その、厳おごそかな声。


　泡あわのごとく、映像が広がる。


（っあ……！）


　アディリシアのいる映像。


〈学院〉があった。〈ゲーティア〉があった。


　日本の景色も、英国の景色も、見知らぬ異国の景色もあった。


　数多くの魔法円が映り、その魔法円の意味と応用が圧縮された。七十二柱の魔神がよぎり、昼も夜も通り過ぎて、何十年という時間の中を、アディリシアはたったひとりで立ちつくしていた。


　そして。


　そして……


（あれ……は……）


「──いっちゃん！」


　どこかで、穂波の叫びが聞こえた気がした。





　　　　６




「いっちゃん！」


「お兄ちゃん社長！」


　ふたりの声が、〈学院〉の敷しき地ちをこだました。


　その向こうで、魔法円を砕くだいたフォルネウスが、虚こ空くうを遊泳していた。


　いつきの姿はない。崩拳をくらわせた次の瞬間、少年の身体はギンザメの魔神に飲み込まれてしまったのだ。


「…………」


　見守る生徒たちも、ほとんどが絶句している。


　結果の壮そう絶ぜつさよりも、はじめて目にしたソロモンの魔神の凄まじさのゆえだったろう。アディリシア・レン・メイザースという稀き代たいの魔ま女じよの手を離はなれてすら、あれほどの呪じゆ力りよくをフォルネウスは発揮した。


　ならば、本来の『力』は、どれほどのものだろう。


　また、フォルネウスのほかの、戦せん闘とうに特化された悪あく霊りようとはどれほどの化け物なのだろうと。


　そのアディリシアが、すうと手をあげた。


「……終しゆう了りようですわね」


　この期ごに及およんでも、少女は睫まつ毛げ一筋震ふるわすことはなかった。いつものように優美に、いつものように冷ややかに、ありのままの光景を見つめるばかりであった。


　そして、


「ああ」


　と答えて、若者は尻しり餅もちをついたのだ。


　そのまま、ずっと動かない。突とつ然ぜん、身体からだ全体が岩になったというように。


　実際、わずか十数秒とはいえ魔神を支配したツケに、若者の精気オドはほぼ奪うばい尽つくされていたのだ。少しでも緩ゆるみがあれば、ここに倒たおれていたのは木乃伊ミイラそのものであったろう。


　大きくため息をついて、青空を見上げる。


　そして、


「……俺の負けだ」


　と、言い出した。


「ジャック・オコナーの負け。そういうこったろ？」


「あら、形式上はあなたの勝ちですのに」


「お前が同じ立場だったら納なつ得とくするか？」


「死んでも御ごめ免ん蒙こうむります」


　くすり、とアディリシアは微び笑しようする。


「俺は魔神を従えたけど──」


　若者が振ふり返った先で、急速にフォルネウスの姿が薄うすれていった。


　ぽてん、と何かが落ちた。





「あいつは──フォルネウスと一体になってやがった」





「あいたたたたた……」


　頭を抱かかえ、涙なみだ目めで呻うめいたのは、伊庭いつきだったのだ。


「社長！」


「お兄ちゃん社長！」


　外側の魔法円を踏ふみ越こえ、穂波とみかんが駆かけ寄る。魔術決闘フエーデの終了宣言と同時に、それらの魔法円も力を失っていた。


「ご、ごめんなさい……ちょっと……動けないや」


　完全に麻ま痺ひした身体で、いつきは淡あわく笑った。


　不思議と、心地よかった。


　こうして五体を投げ出したまま、横たわってしまっているのは、何とも言えず気持ちが良かった。


「……ふん」


　と、若者が鼻を鳴らす。


　つまるところは、糸パスの結び方の問題だ。


　ジャック・オコナーは技術的に外部から糸パスを結んだ。


　ところが、伊庭いつきは、こともあろうにフォルネウスの内部まで踏み込んで、その内側の『核かく』へ直接糸パスを結んだのだ。


　その瞬間、フォルネウスと伊庭いつきは、一体となっていた。


「我は全なり、全は我なり──だっけか。くそ、東洋の魔術思想はややこしいな」


　がりがりと、若者が頭を搔かく。


「あら。もっと簡単ですわよ」


「は？」


「だって、イツキはそれしかできないのですもの」


　いつきの右目には、呪力の流れが見える。


　だから、少年はその一番根幹となる場所へ、手を差し出しただけなのだ。


　もっとも、危険な賭かけではあった。いつきが一いつ瞬しゆんでも躊ちゆう躇ちよしていたならば、少年の身体は無む惨ざんに引き裂さかれていただろう。


　それでもアディリシアは、きっと少年にはできると、信じていたのだった。


「よほど、信しん頼らいしてるんだな……」


「最初に言いましたわよ。私が盟約を結んだ相手。それ以上の説明が必要かしらって」


　ドレスをつまみ、一礼してみせる。


「それと……そのナイフ、返してくださいませ」


「っ?!」


　少女の指が示したモノへ、若者が目を見張る。


　フォルネウスへ命令を下す直前、地面へ突つき立てた魔術用のナイフだった。


「それ、私のでしょ？　勝手に持っていくなんて、やっぱり手くせが悪いですわね。これだから、育ちの悪い輩やからは困りますわ」


「────っ」


　その口調と内容に、若者は面めん食くらった。


　だって、それは十年前、一いつ緒しよにおんぼろ城を探検したときの少女の──


「お前、俺のこと覚えて──」


「ふん、勝手に人のものを持っていくような泥どろ棒ぼうなんて、記き憶おくするに値あたいしないでしょう？」


「て、てめえが勝手に押しつけたナイフだろうが！　時間稼かせぎに化け物の相手してろって！　こっちがどれだけ死ぬ思いにあったと！」


「淑女レデイを守れたんですから、喜ぶべきですわ。だいたい、あのとき、母さん俺絶対家に帰るからっ、とか叫さけんでいたのはどこのどなたでした？」


「んな細かいことまでほじくるなっつうの！　だったら、お前が人のこと忘れて、さっさといなくなっちまったのはどうなんだよ！　こちとらもう一晩中捜さがしてたんだぞ！」





　──そんな風に。


　十年ぶりに出会った悪戯いたずら仲間は、思いのまま、互たがいの言葉をぶつけあったのだった。





　　　　＊





　向こうの魔法円で喋しやべりあうふたりを、ぼうっといつきは見つめていた。


「そっか……アディリシアさん、覚えてたんだ」


　会話のほとんどは英語だったが、なんとなく、それだけは分かった。


　あの少女は、自分と関かかわったものを忘れていなかったのだと。


　不思議と嬉うれしくて、温かなものが胸に宿った。


（……良かった）


　そんな風に、思う。


　くたくたに疲ひ労ろうした身体からだで、微び笑しようする。


　また、それとは別に、頭から離はなれない記憶があった。


　さきほど、フォルネウスと糸パスを結んだときに垣かい間ま見た光景だった。





　──『あなたと契けい約やくする代だい償しよう……？』


　──『私の〝時間〟ではどうです？』





　──『すなわち私の未来。一瞬ですら、あなたたちのために捧ささげましょう』





　かつて、アディリシア・レン・メイザースが魔ま神じんとはじめて契約したときの光景。


　捧げられた未来は泡あわとなり、フォルネウスの中に飲み込まれた。


（でも、その未来って……？）


　いつきは知っている。


　魔神と契約する代償に、アディリシアは未来を捧げた。


　その捧げられた未来の中に、たった一瞬だけ、いつきは自分の姿が映っていた気がしたのだ。


（僕が……アディリシアさんの未来に……？）


　分からない。


　それは、果たしてどのような意味を持っているのか。


　伊庭いつきという存在が、どのような意味をアディリシアにもたらしてしまっており、その未来を捧げたことがどのような結果を及およぼすのか。


　何より、最後の刹せつ那なに聞こえた言葉。


　ひょっとするとアディリシアにも聞こえてなかったかもしれない『声』は、確か、こんな風に言ってなかったか。





　──『いずれ……お前は……』





　──『もう一度だけ……時間を選ぶ……』





（…………っ）


　奇き妙みように胸が疼うずいた。


「社長、どうしたんっ？　また、右目がおかしいとか」


「あ、いや、大だい丈じよう夫ぶ！　右目は全然大丈夫！」


　穂波にうなずき、あわてて上半身を起こす。


「イツキ」


　そこに、アディリシアが寄り添そったのだ。


「お疲つかれ様。私の授業にお付き合いいただいて、ありがとうございます」


「本当にね。いっそ、社長のレンタル代を要求したいぐらいなんやけど」


「あら。お金でよければ、いつでもお支し払はらいしますわよ？」


「ああ！　ふたりとも、こんなとこで喧けん嘩かしないで！」


　両手を振ふって仲裁に入り、いつきは金きん髪ぱつの少女へと顔を向けた。


「アディリシアさんは……」


「はい？」


　きょとんと少女の細い首が傾かしげられる。


　フォルネウスの内側で、いつきが垣間見たモノには気が付いてないのだろう。


　ただ、少女はいつきがフォルネウスの『核かく』に触ふれられると信じていた。それだけなのだ。


　だから、


「……ううん、なんでもない」


　と、いつきはかぶりを振った。


（いつかは、聞けるかな……）


　そんな風に思い、もう一度、決けつ闘とうで疲れ果てた身体を横たえる。


「あ、イツキ」


「いっちゃん」


　ふたりの声も遠く──爽さわやかな風が、頰ほおを撫なでた。





　倫敦ロンドンの、初夏の風だった。
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　アディリシアの〈ゲーティア〉出張日誌３





　アディリシア・レン・メイザースです。


　魔術決闘フエーデ、お疲つかれ様でした。


　ともに代理授業を行った〈ゲーティア〉としても、満足しています。本当に報ほう酬しゆうをお支し払はらいしてもよろしいのですけど……それはそれでホナミが怒おこりそうですし。


　とまれ、恩師のマクレガー先生にも納なつ得とくしていただけたようですので、報告としてこの業務日誌にも書かせていただきました。


　ちなみに、代理授業で一番人気が高かったのは、みかんの授業だそうです。


　一体、何を教えたのか、気になりますわね。本人は塗ぬり絵とお絵かきだって言ってましたけど……。





　……少しだけ、余計なことを書いてもかまいませんか？





　イツキ。


　あなたは……何か見ましたか？


　フォルネウスと一体になったあなたは、ある意味で、喚かん起きする私よりも深いところに繫つながったことになります。だったら、私にも見えなかった何かを、私にも聞こえなかった何かを、あなただけは知ってしまってもおかしくありません。


　たとえば、私が捧ささげてしまった……





　……すみません。


　やはり、書く必要はなかった気がします。忘れてください。時々、こうして筆が滑すべってしまうのは私が未熟な証しよう拠こでしょう。首領として、ひとりの魔ま法ほう使つかいとして、自分の未熟さばかりを思い知らされてます。


　それでも、いえ、だからこそ、強くならなければならないのでしょう。


　では、皆みなさん、よい魔ま法ほうを。
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魔法使いの約束




　　　　１




　──列車が、霧きりの草原を抜ぬけていく。





　線路を蹴け立たてる、鉄の車輪。


　緑の大地に響ひびく、低く唸うなるような断続音。


　どこかしら列車の呼吸にも思えるその音は、ディーゼル機関車の特とく徴ちようだった。


　このあたりの鉄道はいまだ完全に電化されておらず、特急列車でもディーゼルタイプが一いつ般ぱん的である。どこか古くさく、力強い車体はしかし見かけに逆らって、時速百キロ近い速度を叩たたきだしていた。


　そして、


「……広いなあ」


　ぼんやりと呟つぶやいたのは、その中ほどの車両に乗った、ひとりの少年だった。


　伊い庭ばいつきである。


　少年は、車窓にかじりついていた。


　ヴェールのごとき淡あわい霧と、どこまでも広がる緑の草原。


　その向こうの大地はさらに広大な森に覆おおわれ、もはや果てさえ定かではない。


　こんなところにいれば、人間などほんの小さな存在だと嫌いやでも思い知らされるだろう。ヨーロッパの中世とは森を切り開いた歴史だというが、これらの森はそういった古い時代の面おも影かげを残していた。


（……人と、戦った森かあ）


　ぼんやりと、いつきは思う。


　けして、自然は人に優やさしいだけのものじゃない。


　むしろ、本質的な意味においては、人間と対立するものだ。


　ヒトが智ち慧えを手に入れてしまった瞬しゆん間かん、自然と相あい容いれることは不可能となった。つまるところ、そのふたつの道は決定的に分かたれ、時折歩み寄ることはあるにせよ、天敵として睨にらみ合うことは避さけられない。


　まるで、科学と魔ま法ほうのように。


「あ……」


　一いち陣じんの風が、窓から吹ふいた。


　その風に、向かいの席で栗くり色いろの髪かみが揺ゆれたのだった。


「──国境越こえて、風も変わったみたいやね」


　髪を押さえ、いつものセーラー服姿で穂ほ波なみが口にしたのだった。


「ようこそ、ウェールズへ」


「ふえ？　国境？」


　瞬まばたきしたいつきに、穂波は小さくため息をついた。


「やっぱり。……どうせ社長は、ウェールズと倫敦ロンドンが同じ国やと思ってたんやろ」


「う……うん。全部イギリスだって思ってたけど」


「イギリスなんは一いつ緒しよ。やけど、イギリスの中には四つ、国があるから」


「え？」


　間ま抜ぬけな声をあげたいつきの前で、すっと穂波は人差し指をたてた。


　大きな円を描えがき、その円を四つに切り分ける。


「イギリスの正式名めい称しようは、グレート・ブリテンおよび北アイルランド連合王国。つまり、別々の国をまとめた連合国家なわけ」


　円の下半分に、改めて指を置く。


　そこが、さきほどまでいたロンドンということらしい。


　ゆっくりとその指を移動させ、中心のあたりへと持っていく。


「で、倫敦のあるのはイングランド。今あたしたちが来たのはウェールズ。連合国家やけど、それぞれ別の国。これで分かった？」


「ええと……なんとなく。確か、アディリシアさんの〈ゲーティア〉の本部があるのもここだったよね？」


「ケルト魔術に限らず、イギリスでも有力な霊れい地ちはウェールズに固まってるからね。〈ゲーティア〉やほかの魔術結社も結構ウェールズに本ほん拠きよを構えてるんよ。ちょうど夏げ至しやし、アディもいろいろ儀ぎ式しきの真っ最中やろ」


　穂波が、簡単に結論づける。


　少し前から、アディリシアはウェールズの〈ゲーティア〉本部へと戻もどっていた。太陽の力が最大となる夏至は、魔術的にも極きわめて大きな意味を持つらしい。同じような理由で、〈学院〉にも猫ねこ屋や敷しきやオルトヴィーンが貸し出し魔法使いレンタルマギカとして派は遣けんされている次し第だいである。


「社長にもそろそろ、そういう魔術の機き微びを分かって欲しいんやけど？」


「……頑がん張ばります」


　自信なげに、いつきの首が揺れる。


　その様子に、穂波の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが細められた。


「ホント、そういうとこは変わらへんね」


　と、漏もらす。


「ご、ごめん」


「変わらへんのに……ね」


　不意に、少女は遠い目になった。


「どうしたの？」


「ううん」


　かぶりを振ふって、すぐ穂波はにんまりと笑った。


「最初、社長はずっと逃にげとったのにね」


「う……っ」


　穂波の言葉に、いつきは唇くちびるをつぐんだ。


　思い出したのである。


　去年の今いま頃ごろは、社長就任を迫せまる猫屋敷やみかん、ひたすら魔術と社長業の勉強を押しつける穂波、そして延々逃げ回るいつきという構図が基本パターンだった。


　それがどうして──いつの間に、こんな風になったのだろう。


「隙すきがあったら逃げ出すし、ちょっとでも怖こわいことあったらひっくり返るし、だいたい魔法使い派遣会社の社長やのに魔法も経営もさっぱりあかん。どこに出しても恥はずかしい駄だ目め社長やったやろ」


「そ……そこまで言わなくても」


　半ば涙なみだ目めで訴うつたえたいつきが、息を止めた。





「──でも、変わった」





　少女の笑えみが、その質を変えていたからだ。


　淡あわい微び笑しよう。


　ほころんだ薄うす桃ももの唇は、雪花石膏アラバスターを思わせる白い肌はだに、あでやかな花を咲さかせたようだった。


「ユーダイクスさんに、自分は自分になるって言ってたよね」


「う……うん」


　言った。


　ユーダイクス・トロイデ。


　先のロンドンで再会した自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師しに、一年前、いつきはそう言っていたのだ。





　──『僕は、父さんじゃない……。父さんのような、社長にはなれません』


　──『だけど、僕は、僕になります』





　思い出して赤面するいつきに、穂波はゆっくりと告げる。


「自分であるっていうのは、すごい難しいことや。魔ま法ほう使つかいやったら誰だれでも分かる。むしろ、それこそが一番の魔法やってね」


　その声は、柔やわらかく少年の耳じ朶だを叩たたいた。


　なぜか、少女自身の大切な内側を暴あばいているようでもあった。


「でも、社長は隻せき連れんさんに武術を習って、辰たつ巳みさんと競きそい合って、竜りゆうの事件や鬼おにの事件や吸きゆう血けつ鬼きの事件で、いろんな人に会って──いつのまにか、あんな魔術決闘フエーデまでやるようになってた」


　ひとつずつ、これまでの記き憶おくを回想していき、数日前の魔術決闘フエーデへと辿たどり着く。


「え、と……」


　怒おこられると思っていたので、いつきは意外そうに顔をあげた。


　すると、少女はこう告げたのだ。





「だから……いっちゃんは凄すごい」





　時間が止まったような気がした。


　時間を奪うばわれたような気がした。


　柔らかくこちらを見つめたまま、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイはいつきの心臓までも射抜くようであった。これだけ穏おだやかな少女の微笑は、一年と少しになる時間の中ではじめてかもしれなかった。


　いや。


　一度だけ、あった。


　あれは……穂波が忘れな草の薬を飲んだときだった。


　長い間かぶっていた仮面を忘れて、少女がつかのま、幼い頃ころの素す顔がおをさらしたとき。


「えと、穂波、なんか薬とか……」


「────っ！」


　皆みなまで言わせず、穂波がびくんと肩かたを震ふるわせる。


「しゃ、社長！　今、変なこと思い出したやろ！」


「ふえっ。いやその、そんなんじゃなくて──」


「……ふん」


　言い訳をはじめたいつきをよそに、穂波は窓の外を向いた。


　流れていく霧きりと緑の光景は、このハーフの少女に似つかわしかった。ほんのりと上気した頰ほおを隠かくし、少女はこう呟つぶやいたのである。


「ちょっとだけ……ちょっとだけ社長を見習って……あたしも……もっと強くなりたくなっただけ」


「…………」


　先週に起きた事件を、いつきは覚えていた。


　魔術界のみならず、ロンドン全体を揺ゆるがした大事件。〈学院〉においてすら天才の名をほしいままにした魔女ふたり──穂波とアディリシアが完かん膚ぷ無なきまでに敗北した一幕を。


　あれもまだ、先週の出来事なのだ。


　より強くなりたいと願う穂波の心情は、当然のことではあった。


「僕は……」


　といつきが言いかけたとき、別のトラブルがやってきた。


　突とつ然ぜん、ぱたぱたと前の車両から足音が駆かけてきたのだ。


　その足音には、真しん紅くの髪かみと古風な黒のツーピースがついていた。


　外見はおおよそ十二歳ほど。透すき通った碧へき眼がんがくるりと持ち上がり、きゅっといつきのスーツの袖そでを握にぎったのである。


「いつき、ラピス戻もどった」


　戻ってきたのは、自動人形オートマタの錬金術師とともに再会した、ホムンクルスの少女だった。


　さらに、


「もう、ラピス！」


　ぷんすかと、みかんまで現れたのだ。


　いつもどおりの巫女みこ装しよう束ぞくは、異国の鉄道にあって凄すさまじい違い和わ感かんを醸かもし出していたが、当の少女は気にする様子もなく、ホムンクルスへと詰つめ寄った。


「ど、どうしたの！」


「だってラピス、あたしが食堂車で買ったおやつ、勝手に食べちゃうんだもん！」


「ラピス悪くない。みかんが食べるの遅おそいから悪い」


　いつきの袖を握ったまま、少女が寄り添そう。


　この少女が、造物主である錬金術師以外で、唯ゆい一いつ懐なついているのがいつきであった。そうなった理由はいろいろあるのだが、ともかく少女がいつきを慕したう感情には疑いがない。


「ああ！　勝手にお兄ちゃん社長に甘えるなあっ」


　怒いかりが頂点に達してか、むぎゅーっと、ラピスの頰をつねる。


　ラピスもまた、むぎゅーっとみかんの頰をつねりかえす。


　片方はへの字口と涙なみだ目めで、片方は無表情に互たがいのほっぺたをつねりあいながら、激しく睨にらみ合う。


「あああ、ふたりとも！　そんなのしてたらほっぺた伸のびちゃうから！」


　そんなふたりの少女の間で、いつきが悲鳴をあげた。


　あわあわと交こう互ごに振ふり返る少年を見ながら、


「……ホント、こんなところは変わらへん」


　困った風に、穂波は微び苦く笑しようしたのであった。





　　　　２




　ここに、一冊の本がある。


　外見は、何の変へん哲てつもない大学ノートだ。


　幾いく分ぶん古く、妙みように分厚い種類ではあるようだが、それ以外にこれといった特とく徴ちようはうかがえない。中身を読んでも、多くのものは首をひねるだけで、さっさとゴミ箱に放ほうり込んでしまうだろう。


　しかし。


　その出自を知れば、多くの魔ま法ほう使つかいが目を剝むくに違ちがいない。


　魔法を使わない魔法使い──伊庭司つかさ。彼の残した源書（オリジナル・グリモア）こそが、このノートなのだった。


「……だから、あにさまの修理には、ウェールズの樫かしの木が必要」


　ぱたんとノートを閉じ、ラピスが結論づける。


「それで、ここかあ」


　いつきが、周囲を見み渡わたす。


　初夏なのに冷たい霧の中で、少年たちは蒼あおと緑の色しき彩さいに取り囲まれていた。


　靴くつの裏から伝わる地面の感かん触しよく。鼻び孔こうに突つき刺ささるのは、土と草の入り混じった臭におい。固い葉は擦ずれの音がいくつも鳴って、お前たちはこの森では異物なのだよと語りかけるようでもあった。
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　そう。


　森である。


　あの車窓からうかがえた森の中に、今、いつきたちは分け入っているのだ。


「わざわざウェールズから取り寄せたなんて、ユーダイクスさんを造ったんは、ずいぶん変わり者の錬れん金きん術じゆつ師しやったみたいやね」


　と、漏もらしたのは穂波である。


　軽く腕うでを組んでから、


「……まあ、ルネッサンスの錬金術師にはケルト文明に傾けい倒とうしてたんも多かったみたいやから、不自然でもないか」


　そんな風に、独語する。


　源書（オリジナル・グリモア）に記されていた秘術のひとつは、自動人形オートマタの錬金術師ユーダイクス・トロイデ──その構造や術式を分ぶん析せきしたものだったのだ。


　先週の事件で再会したユーダイクスは、大破寸前の状態にあった。


　後に、猫屋敷の応急処置によって意識は取り戻していたが、破損したパーツの修復には特とく殊しゆな材料が必ひつ須すと言われた。


　その材料が、このウェールズにあるというのだった。


「穂波お姉ちゃんは分かるの？」


　みかんが、ちょこんと小首を傾かしげる。


「まあ、この森はあたしの故郷みたいなもんやからね。この森にあるものやったら、だいたいは見つけられると思う」


「……うん。あにさまも、穂波ならって言ってた」


　ラピスが、こくりとうなずく。


「でも、みかんは必要ない」


「べーだ！　ラピスだけ連れてったら、お兄ちゃん社長大変だもん！」


　思いっきり舌を出して、みかんがぷいと視線をそむける。


　ちなみに、ふたりとものほっぺたがつねった指のカタチに赤らんでいるのだが、このへんはご愛あい敬きようだろう。


「ええとその、だからふたりとも仲良くしてってば」


　仲裁するいつきに微笑して、穂波は森の向こうへ歩を進めた。


「とりあえず、こっちやから」


　それに、三人ともついていった。


（……やっぱり、違うなあ）


　歩きながら、いつきはぼんやりと思う。


〈アストラル〉の社長となってから、日本でも多くの山や森を歩いたものだが、このウェールズの森は、そのどことも違う霊れい気きを漂ただよわせていた。


　日本独特の──とりわけ葛かつら城ぎ家で強かった──重く立ちこめる呪じゆ力りよくはない。


　代わりに、突き放すような圧力があった。


　人間を拒きよ絶ぜつする、清せい冽れつなまでの意志。


　それも当然ではある。


　日本の山や森は、よほどの深山でも基本的に人の手が入っている。人が住み、人が敬い、人と共存するのが日本の自然だ。


　対して、ヨーロッパのそれは真逆。


　人を廃はいし、人に牙きばを剝く土地。


　ゆえに、聖域。


「…………っ」


　ちくり、と右目が痛んだ。


　木々の間にわだかまった暗がりが、こちらを見つめているように思えた。肌はだから染しみわたる空気は、異界の冷たさを孕はらんでいた。ひとりで足を止めたなら、永遠に迷ってしまいそうだった。


　隣となりで、ラピスがきょとんと首を傾かしげる。


「いつき？」


「ああ、い、いや、なんでもないんだけど」


　その返答をどう受け取ったのか、ラピスはとてとてと足を速め、前の穂波へと声をかけた。


「穂波、どこまで行く？」


「もう、そこや」


　と、少女は軽く顎あごをしゃくった。





　　　　＊





　そのまま十数分ほど、鬱うつ蒼そうとした森の小道を歩いた頃ころだろうか。


　不意に、空間が開けた。


「わあ……」


「すっごおい！」


　いつきが息を飲み、みかんも目を丸くした。


　おおよそ体育館ほどの空間に、凄すさまじい大木がそびえていたのだ。


　頂は、森の天てん蓋がいを通り越こして見えぬ。幹の太さは大人が十人両手を広げても、なお囲いきれないほどだ。地面をのたくった根は、大だい蛇じやにも似て何十本となく這はい回り、苔こけむす大地に渦うず巻まいているのである。


　多分、元は樫かしの木だ。


　だが、樹じゆ齢れいは果たして何年になるのだろう。


　百年や二百年ではきくまい。分厚く幾いく重えにも重なった樹皮だけでも、その程度の年月は遥はるか昔に通り越している。


　果たして、五百年か、六百年か。


　あるいは、千年や二千年を越えてしまうのだろうか。


「うちの神籬ひもろぎより古いかも……」


　茫ぼう然ぜんとみかんが呟つぶやく。


「ここが……あたしがケルト魔ま術じゆつを覚えたとこ」


　そして、やはり老樹を見上げたまま、穂波が口にした。


「穂波お姉ちゃんが？」


「うん。ケルト魔術の儀ぎ式しき場はほとんど残ってなかったからね。ここは、かつてのドルイドが一族のために儀式を行っていた場所。ケルト魔術の手がかりが少しでもつかめないかって、最初の一年はこの樹のまわりをずうっと調べてた」


　懐なつかしむように、少女が目を細める。


　そして、軽く苦笑した。


「──それこそ二千年も前の殺人事件の犯人を、現場だけ見て当てろって言うようなもんやったけどね」


「…………」


　いつきは、絶句した。


　実際、その台詞せりふに匹ひつ敵てきする難事だった。


　各地の歴史や伝説から、ほとんど風化したケルト魔術の手がかりを探さぐり、再構築していく作業。まして必要なのは、書物や博物館ではけして得られない、些さ細さいな情報の積み重ねである。ゆえに、こうした現場へ穂波は何度となく足を運んだのだろう。


（……一体、どれぐらい穂波はここに費ついやしたんだろ）


　途と轍てつもない根気と時間に、いつきは目め眩まいを感じた。


　少なくとも、それがどれほどの作業か分かる程度には、少年も魔術のことを学んでいたのである。


　そんないつきをよそに、


「ただいま、お爺じいちゃん」


　と、穂波は大樹へ手を触ふれた。


「え、お爺ちゃんって？」


「あたしがそう呼んでるだけ。前の〈生きている杖リビング・ワンド〉も、このお爺ちゃんから分けてもらったんや」


「〈生きている杖リビング・ワンド〉……」


　穂波・高たか瀬せ・アンブラーの、奥の手ともいえる呪物フエテイシユ。


　かつて葛城の地で鬼おにを阻はばみ、山ひとつを支配せしめた大魔術は、この老樹あってのものだったのだ。


「じゃあ……ユーダイクスさんの材料も……」


「うん。こういう呪じゆ力りよくを持った樹から分けてもらう。ユーダイクスさんと呪じゆ波は干かん渉しようを起こさないように、なるだけ丁てい寧ねいに採集しないとあかんけどね」


　そこまで言って、穂波は振ふり返った。


「みかんとラピスも手伝ってくれる？」


「うん」


「……うん」


　これは、ふたりがほぼ同時にうなずく。


　すぐに互たがいを見合って、いーと歯を剝むき出したが、それは微び笑しようで流して穂波は少年の方を向き直った。


「それに、社長もこっちに来て」


「え？」


「先に、眼めの治ち療りようするから」


　真しん剣けんに、いつきの眼帯を見み据すえたのである。


「あたしの知る限り、ここの呪力が一番治療に向く。倫敦ロンドンに呼ばれたときから、ずっとここに来るつもりやったんや。……やから、そこに立って」


「……は、はい」


　指示されたとおりに寄って、いつきがぴしっと背筋を伸のばす。


「じっとしててね……社長」


　すう、と穂波の手が伸びた。


　びくり、と少年の身体からだが震ふるえる。


　右手を眼帯に、左手を老樹にあてたまま、穂波は目を閉じた。まるで、老樹そのものを一本の巨きよ大だいな杖に見立てるようでもあった。


（……なんか、すごい似合ってるなあ）


　ぼんやりと、いつきは思った。


　この少女は、とりわけ魔術とともにあるとき、一ひと際きわ美しく感じられた。


　魔術に愛された少女。


　アディリシアとは違ちがう意味で、やはりこの少女もそうなのだと、いつきは思い知る。


　この土地で、彼女はどれだけのものを得たのだろう。この老樹のもとで、どれだけの修行を積み、どれだけの挫ざ折せつを味わい、どれだけの代だい償しようを払はらって、ここに至ったのだろう。


（僕は……）


　自分は、何ができるのだろう。


〈アストラル〉の社長として、どうやったら報むくいることができるのか。


　ほかの社員と違い、たんなる成り行きだけでここまで来てしまった自分は、一体、何をしたら先に進めるのか。


（…………）


　心の内の沈ちん黙もくを、小さな声が突ついた。





「我は乞うハイル……」





　歌にも似た、その響ひびき。


「っ……」


　眼帯の内側が疼うずいた。


　いつもの治療よりも遥はるかに奥深い場所へと、穂波の呪力が響いていく。


　ケルトの原点ともいうべき老樹の力を借りて、少女の力はいつもの何倍も繊せん細さいに、いつもの何倍も強きよう烈れつに、いつきの右目を貫つらぬいていく。


（……う、わ）


　眼がん窩かの内側を、指の腹で撫なで上げられるような感かん触しよく。


　ぞくぞくと、背筋で産うぶ毛げが逆立つ。細さい胞ぼうのひとつずつまで泡あわ立だち、穂波の魔ま術じゆつに染め上げられていく。





「我は乞うハイル……」





　再び、穂波の声。


　その一言ごとに、いつきの身体が震えた。


　右目が熱い。少女の声が響くたび、衝しよう撃げきが眼球を打ち据すえる。


　治療というよりも、圧あつ倒とう的な呪力に無理矢理眼球を再生させられている錯さつ覚かく。少女の触ふれた手から、いつきの身体が組み替かえられていくようだった。


　そのまま、呪力の高まりに従い、穂波の声も高くなっていく。





「我は乞うハイル。力の円えん錐すいのもと、古きケルトの民たみと最も親しき樹じゆ霊れいの力を借り、この場、この時にて、我が友の肉と病を癒いやし──」





　少女の唇くちびるから、歌が流れる。


　ひとつの術式が、繊細にして豊ほう潤じゆんなカタチを成そうとしたその寸前、





【見・ル・ナ】





　ぎちり、と右目が呻うめいた。


「────っ！」


　熱が反転する。


　癒しが激痛へと変へん換かんされる。


　奥深くから、いつきとは異なる叫さけびが噴ふき上がった。





【見ルナ、視みルナ、観みルナ──！】





「う、あああぁぁああああああああああああ！」


　いつきの内側へ触れていた『力』は一気に逆流し、代わりに、狂きよう乱らんのごとき叫びが膨ふくれあがった。


「社、長──?!」


　弾はじかれるようにして、穂波がたたらを踏ふむ。


　少女は、手の平を押さえていた。今の呪じゆ力りよくの反転は、物質的な熱量として、少女の柔やわらかな肌はだを焼いていたのである。


　しかし、その惨さん事じにすら気がつかず、穂波は両の目を剝むいた。


「いっちゃん！」


「穂、波……」


　がくがくと、いつきの身体からだが震ふるえる。


　不自然なぐらいにのけぞったまま、その瞳ひとみが赤しやつ光こうを放っていた。


（赤い……光……？）


　穂波は息を飲んだ。


　そう、少年の瞳は、外気へと触れていたのだ。


　いつきの右目を覆おおう眼帯は自然と外れ、地面に落下していたのである。


「お兄ちゃん社長の、眼帯が……」


　みかんの声には、絶望的な響きが宿っていた。


　その眼帯が、伊庭いつきにとっていかに重大な意味を持っているか、みかんも身に染しみて知っていたからだ。


　しかも、怪かい現象はそれにとどまらなかった。


「……穂波」


　ラピスが呟つぶやいた。


　瞬しゆん間かん、ざあ、と風が巻いた。


　老樹の葉が大きく揺ゆれ、霧きりが急に濃こくなって、穂波たちを取り囲む。


　その霧には、ある音が混じっていた。


　遥はるか遠くから響ひびく、猛たけ々だけしくも素そ朴ぼくな音。こちらの胸の奥までも響くような、ずっとずっと昔の音。


　それは、角笛の音だった。


「…………っ！」


　穂波の表情を、鋭するどい緊きん張ちようが渡わたった。


「みんな、寄って！」


　マントを広げ、内側へと手を差し入れる。





「我は乞うハイル！　地にも天にもあらざる霊樹の加護をもて──」





　ヤドリギを投げあげようとして──再び、呪文スペルは途と切ぎれた。


　わずかに早く、凄すさまじい霧が怒ど濤とうのごとくに、穂波たちの視界を覆い隠かくしたのだった。





　　　　３




　──突とつ然ぜん、穂波たちは、多くのざわめきの中にいた。





「これ、って……」


　穂波が、周囲を見回す。


　いつのまにか、老樹のすぐそばで、鮮あざやかな炎ほのおがあがっていた。


　その炎を囲んで、多くの人が笑っている。


　おおよそ、数十人にはのぼろうか。


　子供がいた。


　老人がいた。


　男も女も、よく似た感じのゆったりした衣い装しようを纏まとい、笑いさざめいていた。


　あるいは踊おどり、あるいは歌い、あるいは手を叩たたき、あるいは古ぼけた角笛を吹ふき鳴らしていたのである。


「綺き麗れい……」


　みかんが、ぱちくりと瞬まばたきする。


　時に、陽気なリズム。


　時に、雄お々おしき角笛の音。


　火の粉はそのたび嬉うれしそうに跳はね、周囲の石柱とぶつかった。


　大の男ほどもある石柱が、炎を中心に、いくつもいくつも並べられていたのである。


　地面のひきずられた跡あとからすると、それらの石柱は、どうやらこの日だけ持ってこられるようだった。人力のみで巨きよ石せきを運んでくる労苦さえも、この祭りを祝うためには厭いとわれないのだろう。


　神聖なる、木と岩の民たみの祭り。


「ケルトの、夏げ至し祭さい……」


　と、穂波が口にした。


　何か、信じられないようなものを見たような声だった。


　自分たちの存在に気が付かず、延々と続けられる幻まぼろしの祭りから、少女は眼めを離はなすことができなかった。


　穂波・高瀬・アンブラーという魔ま法ほう使つかいにとって、この祭りはそれだけの意味を秘ひめていたのだ。


「確かに……今日は夏至の夜やけど……」


　夏至の祭り。


　あるいは、こう呼ぶ。


　すなわち、魔女のサバト夜会、と。


　だが、この光景はそれよりもさらに古い、穂波も文ぶん献けんだけでしか知らない一幕だった。


　ワルプルギスの夜にも匹ひつ敵てきする、魔術の祝祭──ケルトの夏至祭。


「なんで、こんな……」


「……穂波」


　後ずさった少女を、硬かたい声が呼んだ。


「……いつきの眼が、止まらない」


　膝ひざをついたラピスのそばで、いつきは倒たおれたままだった。


　痙けい攣れんこそ止まっていたものの、少年の意識は戻もどっていない。その右目だけが開き、禍まが々まがしい赤しやつ光こうを放っていた。


「社長！」


　穂波が、マントの懐ふところへ手を差し込む。


「急いで、治ち療りようを……」


　しかし、それは間に合わなかった。


　少女が駆かけ寄ったとき、再び、別の音が響いたのだ。


　遥か遠くから、こちらを目指して、地面を蹴けり上げる音。穂波でさえ、テレビか映画でしか聞いたことのない、ずっとずっと昔の音。





　それは、けたたましい蹄ひづめの音だった。





　　　　＊





　──ざああ


　　　ざああ


　　　ざあああああ





　風が吹いていた。


　ひどく、強い風であった。


　さきほどまで、せいぜいが木の葉を揺ゆするほどだったそよ風は、いまや暴風に紛まごうばかりとなって、森中に鳴り響ひびいていた。


　いや。


　そこは、すでに森ではなかった。


「今度は、何……！」


　周囲を見回し、穂波が絶句する。


　そこは、荒こう野やだったのだ。


　祭りどころか、巨きよ大だいな老樹だけを残して、森の姿は消え失うせていた。


　代わりに、視界のあちこちで火の手があがっている。元はまばらな森だったと思おぼしいが、この炎によって焼き払はらわれ、無む惨ざんな荒野と化していたのだ。


　炎の理由は、すぐに分かった。


「穂波お姉ちゃん、あれ……！」


　少女のマントを握にぎり、みかんが人差し指をあげた。


　そこに、地じ獄ごくが現出していた。


　いななくは軍馬。


　蹴け立たてるは戦車の車輪。


　おびただしい剣けんと槍やりが火花を散らし、肉を貫つらぬく異音が倍する悲鳴に打ち消され、溢あふれた血が雨のごとくに地面を叩たたく。


　耳をつんざく怒ど号ごう。


　鬨ときの声。


「これって……」


　ほとんど泣き声になったみかんの隣となりで、ラピスはひっそりと呟つぶやいた。


「戦場……」


　と。


　数百、数千という軍勢同士が、正面からぶつかりあっていたのだ。


　片方の軍は、原始的な剣と盾たてだけを持ち、各自ばらばらに切り込んでいく。


　もう片方の軍は、磨みがかれぬいた盾と鎧よろいを纏まとい、統率のとれた密集陣形フアランクスから、何百もの槍を突つきだして突とつ進しんしていく。


　数だけでいえば、前者が後者の数倍。


　しかし、戦せん況きようは明らかに後者へ傾かたむいていた。


　密集陣形フアランクスは、ずらりと並んだ盾を壁かべのごとくに押し出し、寄せてくる敵軍を弾はじき飛ばす。ひるんだところを間かん髪はつ入れず、槍の嵐あらしが刺し殺さつする。


　いっそ機械的なまでに狂くるいのない動きは、戦場を単なる殺さつ戮りくの場へと変えた。


　まさしく蹂じゆう躙りんという勢いで、相手の軍を駆く逐ちくしていたのである。


「……これ、ケルトの歴史や……」


　茫ぼう然ぜんと、穂波が呟いた。


　その声に、みかんが振ふり返る。


「ケルト、の……？」


「ケルトの軍勢は、この土地でローマ軍に敗北した。祭りの森は焼き払われて、集落は蹂躙された。逃にげ込むべき森を焼き払われたら、ケルトの戦士に勝ち目なんかあらへん」


　それは、戦争という文化の差であったろう。


　征せい服ふく行こう為いを叩き込まれたローマ軍に対して、ケルト軍のそれは一対一の決けつ闘とうの延長上でしかなかった。


　いかなる勇者でも、こんな状じよう況きようを覆くつがえせるはずがない。


　ウェールズのみならず、ブリタニア島のすべてで、ケルトの民たみは敗北を重ねていった。かのジュリアス・シーザーを筆頭に、百年近い時間をかけて、ローマの旗はケルトの地を侵しん略りやくしていったのだ。


　この聖地もまた例外ではなかったという、それだけのこと。


「回帰の、呪じゆ波は汚お染せん……！」


　みかんが、そう口にした。


　その空間で起きた過去の出来事を、再現するという呪波汚染。


　みかん自身も、何度か触ふれてきたタイプの呪波汚染ではある。しかし、そう考えるとしても、疑問は残った。


「でも、ここ呪力強いけど、呪波汚染なんて……」


　仮にもこれほどの聖域に、呪波汚染が生じる理由がない。


　もとより呪波汚染とは、その土地では浄じよう化かしきれないだけの呪力が凝こごり、生じる現象である。これだけ長年の間安定してきた場所に、いまさら呪波汚染が生じる余地は薄うすかった。


　まして、今の夏げ至し祭さいとこの戦場と、別々の過去を連結させるなど、いかな呪波汚染とはいえ無作為にすぎる……！


「そ、それより社長を……」


　いつきの治ち療りようを再開しようと、我に返った穂波が足あし下もとへ視線をやった。


　その瞬しゆん間かん、風を、一いち陣じんの唸うなりが切り裂さいた。


「熱あつっ」


　流れ矢が、穂波の二の腕うでを裂いたのだ。


　回帰の呪波汚染は、単なる幻げん影えいではなく、現実にこちらを傷つけた。ちぎれたセーラー服の切れ端はしが風に舞まい、つかのま荒こう野やを彩いろどった。


「あ……」


　今度の幻影は、穂波たちの存在に気がついたらしい。


　おおよそのケルト人を撃げき退たいし、ローマ軍はこちらへと標的を変えた。


　密集陣形フアランクスを抜ぬけて、戦士のひとりがこちらへ駆かけ寄ってくる。長なが槍やりを捨て、血走った目で剣を引き抜く。


　少女たちへとその剣が振りかざされ──





「はらいたまい、きよめたまう！」





　その声が、戦士の身体からだを弾き飛ばした。


　みかんの〈禊みそぎ〉が、過去の再現たる戦士を拒きよ絶ぜつしたのだ。


「穂波お姉ちゃん！　やられちゃうよ?!」


「…………」


　しかし、穂波は答えなかった。


　倒たおれたいつきに触れたまま、少女は身じろぎもしなかった。


「ただの呪波汚染やない……ってことは」


　穂波は考える。


　二の腕の傷も、少女の頭からは離はなれていた。


　この不可解な現象の理由を突つき止めようと、必死で脳を回転させる。痛みも驚きよう愕がくも恐おそれも閉じこめて、ひたすらに思考へと没ぼつ頭とうする。


　さきほどの夏至祭。


　この戦場。


　そして、少年に起きた異常。


　すべての状況を重ね合わせ、自分の知る限りの情報と照らし合わせる。


「まさか……社長が……」


　穂波の表情に、ある閃ひらめきが走った。


　同時に、


「穂波お姉ちゃんっ？　早く逃げないと……！」


　玉たま串ぐしを振ふりつつ、みかんが訴うつたえたのだ。


　すでに、結界はほころびかかっていた。


　先のロンドンで分かっていたことだが、異国において、神しん道とうの能力は大きく減退する。


　たとえ絶対結界とも呼ばれる魔ま術じゆつ特性──〈禊ぎ（Absolute Purification）〉をもってしても、これだけの軍勢をすべて退け続けることはかなわなかった。


　ローマの軍隊が、動きを変える。


　闇やみ雲くもに突っ込んでも跳はね返されるとみたのか、戦士たちはその多くが弓を構え、こちらに向かって矢をつがえた。


「ああっ！」


　雪崩なだれ落ちる矢は、まさしく豪ごう雨うそのもの。


　戦場の空を覆おおい尽つくし、百の落らく雷らいのごとく、次々とみかんの結界を直ちよく撃げきする。ひとつひとつは大したことのない一撃でも、これだけ重なれば、弱体化したみかんの〈禊ぎ〉には十分だった。


　支えきれず、数本の矢が結界を抜けたのだ。


　よりにもよって、背を向けていた穂波に向かって。


「──穂波お姉ちゃん！」


　叫さけびは、風にちぎれた。





　　　　＊





　──右目は見ていた。


　──右目は視みていた。


　──右目は観みていた。





　そのありさまを、その成り行きを、ずっと知覚していた。


　ただの一瞬も見み逃のがさず、ただの一瞬も見逃すことができず、あらゆる光景をあらゆる角度から認にん識しきしていた。


　認識しているのに、何もできなかった。


　すべてを知りながら、蟻ありの一匹ぴきよりも彼は無力だった。


（いつものことだ……）


　と、誰だれかが言った。


（どうせ、誰も助けられないんだろう……いつものように……だってお前が……）


　遠く、いっそ優やさしいほどに切なく、声は響ひびく。


　一体、誰の声だろう。


　考える間もなかった。


　そのまま、彼の視界は暗くなっていった。





　　　　＊





　ほんのわずかな差であった。


　穂波の身体からだをローマ軍の矢が貫つらぬくのと、その背中に紅ぐ蓮れんの炎ほのおがあがるのと、タイミングのずれは一いつ瞬しゆんでしかなかった。


「穂波……大だい丈じよう夫ぶか」


　ラピスの呟つぶやきがこぼれた。


　少女の白い手には、さきほどまで二本のフラスコが握にぎられていた。


　錬れん金きん術じゆつの造った触媒カタリストである。


　そのフラスコ同士がぶつかり、内部の溶よう液えきを混合したとき、大きく炎が舞まい上がって飛来した矢を焼き尽くしたのだ。その炎の凄すさまじさを怖おそれたのか、つかのま軍隊の動きも止まり、降り注いでいた矢の雨も止まった。


「……分かった」


　と、穂波が立ち上がった。


「穂波？」


　少女のしなやかな指が、すうといつきの顔を触ふれる。


　いまだ赤しやつ光こうを放ち続ける瞳ひとみを。


「社長の眼めが……片かた端はしからこの土地の記き憶おくを視てるんや……」


　妖精眼グラム・サイト。


　伊庭いつきの切り札であり、最大の弱みでもある、魔なる瞳。


「魔術は、結局のところ、認識がすべてや。あらゆる魔術は認識される限りに存在して、呪じゆ力りよくを元に構築・再現する。これだけの呪力に歴史があれば、夏げ至し祭さいでも古代の戦場でも、どんなものやって再現する。──妖精眼グラム・サイトはもともと、そういうものやもん」


　悲痛な声で、穂波は言う。


　認識こそが、現実を規定する。


　素そ粒りゆう子しレベルでしかありえぬ逆しまの論理が、魔術においては成立するのだ。


　いつきの瞳がすべてを見ればこそ、現実が夏至祭や古代の戦場にすり替かわったと、穂波は言い切ったのである。


「じゃ、じゃあ、眼帯を……元に戻もどしたら？」


〈禊みそぎ〉を維い持じしながら、こわごわとみかんが眼帯を見やる。


　少年の眼帯は、ラピスが拾っていた。


　いつも、その眼帯で覆うことによって、いつきの妖精眼グラム・サイトは封ふうじられてきたのだ。


　しかし、


「駄だ目め」


　と、穂波は首を横に振ふった。


「無理に戻したら、今度こそ眼帯が壊こわれる。ユーダイクスさんやって、材料なしには新しい眼帯つくれへんのやろ？」


「……無理だと思う」


　ラピスがうなずいた。


「…………」


　沈ちん思しして、穂波はもう一度ふたりの名を呼んだ。


「ラピス、みかん」


「あ、うん」


「何？」


　問い返したみかんとラピスへ、穂波は顔をあげた。


「あたしが、社長の中に入る。その間、社長の身体、守っててくれる？」


「中に？」


　返事を、穂波は待たなかった。


「よろしくね」


　言って、いつきの身体を抱だきかかえる。


　荒あらい吐と息いきが、腕うでにかかった。


（…………っ）


　それだけで、少女の胸は震ふるえた。


　切なげに呼吸を刻む少年の姿は、少女の心をも切り刻むようだった。


（…………）


　唇くちびるを嚙かむ。


　胸を押さえる。


　意識を集中し、統合する。


　今からやろうとしていることは、厳密には魔ま術じゆつではない。


　だが、基本は、〈生きている杖リビング・ワンドのときと同じだ。他人の意識に入り込み、なお自分の存在を見失わないこと。


「社長」


　その顔を両手で押さえて、少女は強く訴うつたえる。


（……いっちゃん）


　意識を失った少年の顔を──なのに、悲ひ壮そうなまでに紅いその瞳を見つめ、穂波・高瀬・アンブラーは叫さけんだ。





「あたしを……視みて！」





　　　　４




　がくり、と穂波がうなだれた。


　意識を失った身体からだが、いつきのそれと重なり合い、老樹の根元に倒たおれ込む。


「いつきの中に……入った？」


　少し遅おくれて、ラピスが倒れたふたりを覗のぞき込んだ。


　触れないように、細心の注意を払はらう。今のふたりの状態からすれば、些さ細さいな接せつ触しよくが命取りになる可能性すらあった。


　穂波の行こう為いは、厳密には魔術ではない。


　一言でいえば、認にん識しきの共有だろうか。


　昔の魔術結社では、弟で子しの育成のため、よく実行されていた儀ぎ式しきだった。


　魔術を使っている師し匠しようの認識を共有することで、実際の魔術の感覚をつかませていたのである。魔女のサバト夜会のイメージで、よく怪あやしげな薬が出てくるのはこれに起因している。そういった、理性を曖あい昧まいにする薬を使うことによって、互たがいの認識を共有しやすくしていたのだ。


　だが。


　これらの儀式は、現在ではほとんど使われていない。


　他人と認識を共有することは、どうしても自我を失う危険を伴ともなうのだ。


　妖精眼グラム・サイトを使っている最中さなかのいつきの意識に潜もぐり込むとなれば、その危険度も数等増すことは間ま違ちがいなかった。


「あたしたちが……守らないと」


　ぐっと唇を引き締しめて、みかんが玉たま串ぐしを握にぎる。


　再び、ローマ軍は態勢を立て直したようだった。


　弓矢には一定の効果があるとみてか、第二斉せい射しやに向けて、多くの戦士たちが弓を引き絞しぼっている。


（せめて……幣ぬさぐらい持ってきてたら）


　かすかな後こう悔かいが、みかんの脳のう裏りをよぎった。


〈禊みそぎ〉を強化するための呪物フエテイシユも、おおよそは先週の事件で使い果たしてしまい、異国のロンドンでは補ほ充じゆうする術すべもなかったのである。


　次の斉射は、果たして防げるかどうか。


　たとえ今一度は防ぎ切れても、いつまで持ちこたえればいいのか。


（ううん……）


　かすめた不安に、みかんはかぶりを振ふった。


（いつまでなんて決まってる。穂波お姉ちゃんが……帰るまでだ！）


　自分に、言い聞かせる。


　強くなる、と誓ちかったのだから。


　涙なみだ目めになるのをこらえ、軍勢がひきしぼる弓矢を睨にらむ。


　幾いく百ひやくの矢が解き放たれるときを、静かに待つ。今度こそは矢の一本とて通さぬ決意を固め、仁に王おう立ちに玉串を構える。


　そのときだった。


　三み度たび、新たな音が、霧きりの内側に響ひびいたのだ。


「え……？」


　みかんもラピスも、瞬まばたきして、その音の方角を振り返った。


　遥はるか遠くから聞こえる、ひどく哀かなしげで、かぼそい声。憂ゆう愁しゆうと苦く悩のうとが入り混じった──どこかで聞き覚えのある歌声。


　……そう。


　今度は、歌だったのだ。





　　　　＊





　時間は、どれだけだったろう。


　一いつ瞬しゆんと言われても、十年と言われても納なつ得とくできそうだった。


　あるいは、時間が逆行しているとしても、この場では不思議ではなかった。


　つまるところ、そういう認識を持つかどうかだ。


　時間も空間も、精神の中では認識の一要素にすぎない。何時間か経たったと信じられるなら、それだけの時間が流れ、どこそこに移動したと思えるなら、その瞬間に移動は終しゆう了りようする。


（まずは……自分の姿……）


　穂波は、自分の身体と服装を思い描えがく。


　栗くり色いろの髪かみ。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイ。


　セーラー服に、闇やみ色いろのマント。


　魔女術ウイツチクラフトに欠かせない、箒ほうきととんがり帽ぼう子し。


　ひととおりの『自分アヴアター』を形成し、闇色の世界に降り立つ。


　ほころびがないことに胸を撫なで下ろすと、穂波は周囲をゆっくり見回した。


「ここが……社長の今見てる風景？」


　妖精眼グラム・サイトの見てる風景。


　曖あい昧まい模も糊ことした空間は、その内側を隠かくしたままであった。


「ううん。まだ表層やね」


　小さくため息をついてから、そういう癖くせもちゃんと再現できていることに、少しだけ安心する。自我なんていうのは、結局小さなことの積み重ねだからだ。


「まだ……潜もぐる必要があるか」


　穂波は、すっと箒を目の前に立てた。


　その箒を起点として、意識を拡大させる。


　いつきの見ているものと、自分とをつなげようとする。


　それは、ちょうど伊庭いつきというできあがった生き地じに、穂波・高瀬・アンブラーという糸を織り込んでいくような行こう為いだった。ひとつ間違えば、自分も相手も破は滅めつし、永遠に目覚めることはあるまい。


（でも……時間はない）


　さきほどの、戦場を思い出す。


　あれからどうなっているかは分からないが、少なくとも余よ裕ゆうのある状じよう況きようとは思えなかった。


　ゆえに、少々無理をしてでも、早く、深く潜らねばならない。


「…………」


　静かに、静かに、穂波の意識は潜せん行こうする。


　箒の先へと、意識を尖とがらせていく。


　針のように極限まで尖らせ、感覚をその一点に研とぎ澄すましていく。実体のない感覚だけの自分を構築し、さらに少年の底へと沈しずみ込む。


（……つながった！）


　確信とともに、少女は瞼まぶたを開いた。


　認にん識しきしたとき、すでに周囲の空間は変わっていた。


　曖あい昧まいだった闇色の空間に、見覚えのある人ひと影かげが現れたのだ。


「みんな……！　あたしも?!」


　もうひとりの穂波とアディリシアも含ふくめた、〈アストラル〉の全員がそこに立っていたのである。


　そして──





　──次の瞬間。


　　　その穂波の、胸が裂さけた。





「え……っ！」


　絶句した穂波の前で、奇き禍かは続いた。


　猫屋敷の首がもげた。


　みかんの喉のどが砕くだけた。


　黒くろ羽はの身体からだが燃えた。


　オルトヴィーンの頭が弾はじけた。


　アディリシアが肩かたから袈け裟さ懸がけに断たたれた。


「…………！」


　穂波が口元を押さえる。


　恐きよう怖ふは容易に自我を打ち崩くずす。この場でそうなれば、二度と現実に戻もどれないのは明らかだった。しかし、いかに平常であろうとしても、目の前の光景はあまりに衝しよう撃げき的すぎた。


　魔ま法ほう使つかいとはいえ、十七歳の少女が直視するには、絶望的すぎた。


　死んでいく。


　死んでいく。


　死んでいく。


　死んでいく。


　死んでいく。


　猫屋敷も、みかんも、黒羽も、オルトヴィーンも、アディリシアも──穂波自身さえも死んでいくのだ。


「なん……で……なに……これ……」


　言葉だけが虚むなしくこぼれ、立ちすくむ。


　次々と倒たおれゆく、〈アストラル〉の死体。


　その一番奥に、もうひとり、少年がうずくまっていた。


「いっちゃん！」


　しかし。


　いつきは──穂波に気づかない。


　座り込んだままうつむき、拳こぶしを握にぎったまま、小さく肩を震ふるわせている。


「僕が……」


　と、少年は呟つぶやいた。


　泣き声で、本当に苦しそうに胸を押さえ、伊庭いつきはこう吐はき出したのだ。


「僕が……弱いから、みんな死んでいく」
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　荒こう野やが消えた。


　軍隊が消えた。


　代わりに霧きりの中から現れたのは、再び、最初の鬱うつ蒼そうとした森であった。


「戻った?!」


　みかんがきょろきょろと森を見回す。


　穂波の儀ぎ式しきが功を奏したのかと、一いつ瞬しゆん期待に胸を躍おどらせたが──しかし、肝かん心じんの穂波は倒れたままであった。


　いや。


　それだけではない。


　もうひとり、新たな登場人物が、歌をくちずさんでいたのだ。


　老樹の根元に、手て枕まくらで寝ね転ころがっていた金きん髪ぱつの若者は、ふあぁ～あとのんきにあくびをしながら、上半身をもたげた。


「おや」


　と、こちらに顔を向けた。


　その優やさしそうな顔に、みかんは嫌いやというほど覚えがあった。


「フィン！」


「みかん、知りあいか」


　後ずさったみかんに、ラピスが問う。


「前に話した……〈螺旋なる蛇オピオン〉の人で……穂波お姉ちゃんの先せん輩ぱい……」


　フィン・クルーダ。


　闇やみなる結社〈螺旋なる蛇オピオン〉に属した、もうひとりの妖精眼グラム・サイト。


　かつて竜りゆうの事件の際、布ふ留る部べ市に現れ、絶大なる『力』を振ふるった魔法使い。


「へえ、僕は君のことを知らないのに、随ずい分ぶん物知りですね」


　と、若者はこちらへ笑いかけた。


　彼は、以前と変わらない。枯かれ草色の癖くせっ毛も、子供っぽい鳶とび色いろの瞳ひとみも何ひとつ変わらないのに、みかんにはどこかしら違ちがって見えた。


「あたしを……知らない？」


「いや……どうやら僕も、本物の僕じゃないですか」


　と、フィンが自分の手の平を見やる。


　少しの間、そうして、


「ああ、そうか。僕も幻まぼろしなんだ。回帰の呪じゆ波は汚お染せんと同じタイプかな？　幻のくせに、自分が幻と分かってしまうのは、これはなんとも皮肉なものですね。もう少しぐらい愚ぐ者しやである方が人生は生きやすいのに」


　実に困ったように、ため息をつく。


　若者もまた、さきほどの夏げ至し祭さいや軍隊のように、いつきの妖精眼グラム・サイトが認にん識しきしてしまった幻だというのか。


　ああ、ある意味では当然だ。


　この場所はケルトの聖地であり──穂波同様、フィンもまたこの土地でケルト魔術を学んだのだから。


　この怪かい現象が、妖精眼グラム・サイトによって引き起こされているのならば、最終的にこの若者がいた時間を選ぶのは、必然だったろう。


　修行時代の、フィン・クルーダ。


　伊庭いつき自身にとっても、また妖精眼グラム・サイトにとっても、若者は最も縁えんの深い相手なのである。


「うん。このままだと、僕の寿じゆ命みようは後十数分ってところですか。どうにも安定しない。だから、今の内に聞いておきましょう」


　一呼吸おいて、彼は尋たずねた。


「何か、お願いはあります？」


「…………」


　みかんは答えない。


　この若者の性質は、身に染しみている。


　他人の望みを無私無欲で叶かなえようとする、自動的な願望機械。


　修行時代から、フィンのそういった性質はずっと変わっていなかったのか。


「む、ないのですか？　そうすると、僕もやることがないんですけど……」


　言いながら、ちら、とフィンは別の方を見やった。


　いつきと一いつ緒しよに倒たおれ伏ふした少女の方を。


「でも、僕はもう、穂波の願いを知っています」


　嬉うれしそうに、すうと一歩踏ふみ出したのだ。


「妖精眼グラム・サイトを癒いやす。彼女の願いは、僕の願いでもありますから。隣となりで倒れてるのが、そう、伊庭いつきくんじゃないんですか？　うん、穂波に聞いたとおりの格好だ。どうやら、その妖精眼グラム・サイトのせいで僕が呼び出されたみたいですね」


「っ──お兄ちゃん社長に手を出さないで！」


　庇かばうように、みかんが手を広げた。


「いつきに触ふれるのは許さない」


　これは、ラピスも続いた。


　幼き巫女みこと人造人間ホムンクルス──ふたりの少女は、ともにいつきを守るべく立ちはだかったのだ。


「なら……」


　と、フィンはそのふたりを見つめて、うなずいた。


「僕と、やりますか」


　若者の笑えみは、あくまで無む垢くで、それゆえにおぞましく映った。





　　　　＊





「僕が……弱いから、みんな死んでいく」





　いつきの言葉を聞いたとき、穂波の中で何かが解けた。


　恐きよう怖ふも絶望も消えた。


　目の前の惨さん劇げきも忘れ、口元を押さえる。


（あ……）


　息を、飲む。


（分かった……）


　いつきは、ずっと悩なやんでいたのだ。


　前のロンドンの事件で、〈アストラル〉は敗北した。


　なんとか穂波たちは命をとりとめたが、それとて僥ぎよう倖こうとしか言いようのない、単なる幸運の積み重ねだった。本当なら、この場の死体のようになっていても何の不思議もなかったのである。


　そして。


　それを、いつきは自分の責任だと思っていたのだ。


　だからこその、そんな意識が反映されたからこその、この光景。


「強く……ならなきゃ」


　膝ひざを抱かかえたまま、少年は言う。


「僕が……強くならなきゃ……みんな死んじゃう……」


　拳こぶしを握にぎり、震ふるわせる。


　どうしても強くなれない自分が辛つらくて、悔くやしくて、ずっとずっとうずくまっている。


　穂波は、そんな少年が哀かなしかった。


「いっちゃんは……強くなってるのに」





　──『だから……いっちゃんは凄すごい』





　国境を越こえる列車で、穂波はそういつきに告げた。


　しかし、いつきはその言葉を信じられなかったのだ。


　社長業を学び、魔ま術じゆつの意味を知り、初歩とはいえ武術を修め、ついには一対一の魔術決闘フエーデで勝利を収めても、少年は自分のことを信じられなかったのだ。


　いや。


　あるいは、自分自身もそのことに気づいてなかったのかもしれない。


　自分が悩んでいることに、自分の弱さを悔くいていることに、いつき自身でさえも気づいてなかったのかもしれない。


（……そういう、性格やもんね）


　穂波は、思う。


　きっと、いつきは〈アストラル〉の社員を信じている。


　猫屋敷のことも、みかんのことも、黒羽のことも、オルトヴィーンのことも、アディリシアのことも、穂波のことも信じている。


　だけど、自分のことは信じられないのだ。


　それは、多分、あのアディリシアにも分からない心の動き。


　完かん璧ぺきすぎる魔女には分からない──だからこそ、痛いほど穂波には分かってしまう感情。


（ホントに……）


　胸の奥が苦しくなるのを、穂波は感じた。


「いっちゃん……」


　と、声をかける。


　少年は動かない。


〈アストラル〉の死体に囲まれたまま、伊庭いつきは身じろぎもしなかった。


「いっちゃんは……馬ば鹿かやなあ」


　泣き笑いみたいに、穂波は唇くちびるをほころばせる。


　やはり、少年は動かない。


「ひとりだけで……強くなろうとしてたんやね」


　まるで、自分と同じだ。


　昨年の穂波が竜りゆうの事件で間ま違ちがえたように、伊庭いつきも間違えようとしていた。


　それはきっと、強くなったからだ。


　強くなったからこそ、見える世界が広くなったからこそ、いつきは何もかもを抱えようとして、その結果ひとりで悩んでしまった。


　だったら。


「だったら……」


　覚かく悟ごを決める。


　ある魔術を、頭の中で再さい確かく認にんする。


　ここがいつきの深層意識であるならば、自分の肉体があの老樹の根元にあるならば、そんな魔術だって叶うはずだった。


　左手を持ち上げる。


　心臓とつながっているとされる薬指に、小さな指輪が生まれた。


　ヤドリギでできた指輪だった。


「あたしが……いっちゃんに、戦う『力』をあげる」


　その手を、差し出した。


　すると、はじめて変化が生じた。


　うずくまっていたいつきが、顔をあげたのだ。


「……あーちゃん……？」


　ひどく、幼い声だった。


　穂波は知っている。


　いつき自身も忘れた、穂波のあだ名。ここがいつきの意識の深層ならば、そんな忘れられた名前が出ることだって不思議ではないだろう。


　穂波は、淡あわく微び笑しようした。


　手を差し出したまま、こう囁ささやいた。


「あたしが力をあげる。だから……行こ、いっちゃん」


「穂、波……？」


　今度こそ、少年に宿った表情は、本来の伊庭いつきのそれだった。


　少年と少女の手がつながる。


　指輪が、少年の手と触ふれ、新たな糸パスが生まれた。





　世界が──光に溢あふれた。





　　　　６




「──我は命ずるハイル」





　呪文スペルは、それだけだった。


　呪じゆ力りよくを励れい起きするための呪物フエテイシユも、己おのれの内側に魔術というシステムを構築するための暗示も必要なかった。


　ただ一言で、フィンの魔術は成立した。


　若者の手から流れ出たのは、怒ど濤とうのごとき植物の蔦つたであった。


　ケルト魔術。穂波も使う、失われた『木と岩と歌の魔術』を、この若者は使いこなすのだ。





「は、はらいたまい、清めたまう！」





　咄とつ嗟さに、みかんは玉たま串ぐしを振ふった。


　不可視の結界が再び少女の周囲に展開し、敵対する呪力を排はい除じよする。


　しかし、フィンの放った蔦は、その結界をいともたやすく破り、少女の全身を縛しばり上げた。ろくな抵てい抗こうもできず、数メートルも持ち上げられた少女を見やり、若者は肩かたをすくめた。


「しょせんは幻まぼろしの僕に妖精眼グラム・サイトはないけれど……この程度はできますから」


　そう言ったフィンの横合いから、影かげが差した。


　死角を狙ねらい澄すまし、一いつ瞬しゆんの隙すきを穿うがった錬れん金きん術じゆつのフラスコ。





「我は命ずるハイル」





　それにも、フィンは反応した。


　瞬時に、左手へヤドリギの槍やりが作り出される。


　その槍がフラスコを切り裂さいた瞬間、内部の溶よう液えきがへばりつき、凄すさまじい速度で凍とう結けつしたのである。


「へえ」


　面おも白しろそうに、凍こおりついた腕うでを見やる。


　動きの封ふうじられた一瞬に、ラピスは畳たたみかけた。


「……視みろっ！」


　その瞳ひとみで、若者を睨にらみつけたのだ。


　視線という糸パスに、強きよう烈れつな呪のろいが伝導し、しかしフィンは軽く頭を振っただけだった。


「邪視イーブル・アイですか。なかなか珍めずらしい。僕が本物だったら少しは効いたかも……しれませんね」


　ゆるり、と若者は笑った。


　基本的に、呪いが影えい響きようをもたらすのは生き物に対してのみである。


　今のフィンは、過去を再現した『現象』でしかないゆえに、ラピスの邪視も受け付けなかったものか。


　軽く腕を動かすと、氷が砕くだけた。


「……う」


　ラピスもまた、動きを止めた。


　たとえ妖精眼グラム・サイトがなくとも、この若者と自分との間には、圧あつ倒とう的な力量の差があることを思い知ったのだ。


　魔術強度、霊れい的てき加護、呪的技術、いずれをとっても自分が敵かなう要素がない。


　唯ゆい一いつの頼たのみであった邪視イーブル・アイですら、今ここに破られた。


「さあ、どいてくれますか？」


「……嫌いやだ」


　ラピスでなく、みかんがかぶりを振った。


　たとえ縛り上げられても、少女の瞳から輝かがやきは失うせなかった。


　それに後押しされて、ラピスの後退も止まる。


「……ラピスも、どかない」


「そうですか」


　一瞬、沈ちん痛つうにフィンの表情が揺ゆれた。


「残念」


　断罪のごとく、ヤドリギの槍をかざす。


　またの名をミストルティンとも言われる、ケルトの神を屠ほふった魔ま槍そう。みかんの〈禊みそぎ〉など、その前には紙の盾たてほどの意味も持つまい。


　固く、みかんは目を閉じた。


　その刹せつ那な、





「──みかん、ラピス。社長命令だ」





　声が、鼓こ膜まくを叩たたいた。


「……え？」


「みかん、前方五十三度から上方八十二度にかけて〈禊ぎ〉」


　その声の響ひびき。


　尽つき果てたはずの呪じゆ力りよくが、みかんの内側から噴ふき上がった。


　命令を受けて、勝手に身体からだが動く。けしてありえない速度で術式が組まれ、認にん識しきできなかった方法で呪力が編まれる。


　なれば、その魔術の『力』が、常じよう軌きを逸いつするのも道理。





「かむとはしにとはしたまひ、かむはらひにはらひたまひてこととひし、いはねきねたちくさのかきはをもことやめて──」





「っ！」


　新たな結界に、ヤドリギの槍やりが弾はじかれる。


　さしものフィンがたたらを踏ふみ、その隙すきを逃のがさず指令は続いた。


「ラピス、右前方三十七度、五メートル先へ万能融化剤アルカヘスト投とう擲てき」


　ラピスもまた、その声に突つき動かされた。


　ユーダイクスに言われて持ち歩いていた、しかし自分では扱あつかいきれぬはずだったフラスコへ、いともたやすく呪力が通る。


　そのフラスコの中身を浴びたとき、あらゆる魔ま術じゆつを裂く槍ミストルテインは、フィンの手の中でどろどろと溶とけ落ちたのだ。


「君は……」


　溶よう解かいした槍を投げ捨て、フィンは指令の方角を向いた。


　老樹の根元であった。


　そこに、さきほどまではなかった色が浮ういていた。


　人間の色素ではけしてありえない、炎ほのおのごとく紅く凄まじい紅玉カーバンクルの瞳が。


「……手を出すな」


　静かに、声が流れた。


「僕の社員に……手を出すな」


　伊庭いつき。


　猛たけ々だけしい真しん紅くに瞳ひとみを染め、少年は口にしたのである。


　そして、その姿に、フィンは嬉うれしそうに笑えみを浮かべた。


「あははは。はじめてお目にかかります……てのは変ですか。本物の僕とは会っているはずですものね」


「ああ。……今のお前が、どういう存在かも分かる。この場所で、お前は穂波とケルト魔術の修行をしていた──その過去の片へん鱗りんが僕のせいで再現された」


　いつきが、ゆっくりと言う。


　あらゆる魔術を見み極きわめる妖精眼グラム・サイト。


　現在がいかなる状じよう況きようか、それをして分からぬはずもない。


「なら、ちょうどいい。どうせ、あなたが目覚めた以上、後数分ばかりの命です。ちょっと付き合ってもらえます？」


「…………」


　いつきは答えない。


「……いつき」


　小声で動きかけたラピスへ、


「ラピス、みかん、手を出すな」


　と、釘くぎを刺さした。


　ゆっくりと、間合いを詰つめる。


　数メートルの距きよ離りをおき、再び、フィンの手にヤドリギの槍が生まれた。


　どこかしら似て、決定的に異なる少年と若者は、ここに向かい合った。いつか来るであろう戦いよりも早く、過去の再現という舞ぶ台たいを得て。


　若者は、後数分の命と言った。


　ならば、決着は一いつ瞬しゆん。


「おおおおおおっ！」


　いつきが踏み込む。


　一瞬でトップスピードに移行する歩法。


　そこから螺ら旋せん状に膝ひざをひねり、エネルギーを腰こしから胸へと増ぞう幅ふくさせる。


　吐と息いきさえもが技法に組み込まれ、物理的なエネルギーと同時に呪力を励れい起きし、胸から肩かた、肩から肘ひじ、肘から拳こぶしへと突き抜ぬけた。


　ロケットを思わせる、空を穿うがつ拳。


　五ご行ぎよう拳けんが一。


　鑽さん拳。


「つぁ──っ！」


　そこへ降り落ちるのは、魔槍の一いつ閃せん。


　螺旋の拳と、直線の槍の軌き跡せきは、どちらが速いとも遅おそいともつかなかった。


　数秒、時間が流れた。


「へえ」


　と、フィンが呟つぶやいた。


「君が拳けん法ぽうなんか使うとは、穂波には聞いてなかったですよ。ちょっと驚おどろいちゃいました。しかも五行拳なんて──誰だれですか、こんな物ぶつ騒そうな組み合わせを教えたのは」


　のんびりとした口調は、この若者にふさわしかった。


　この数ヶ月でも会心と思えるいつきの拳は、フィンの胸むな板いたへ陥かん没ぼつしていたのである。


「いずれ……また」


　その声とともに、若者の姿はゆらゆらと搔かき消えていった。


　砂で出来た像が、風にさらされたようでもあった。


「っ……！」


　いつきも、そのまま膝を折った。


　右目を押さえた指の間から、しとどに血がこぼれていた。


「お兄ちゃん社長！」


「いつき！」


　みかんとラピスが駆かけ寄り、しかし、いつきはうずくまったまま苦鳴をあげたのだ。


「駄、目……」


　がくがく、と少年の身体からだが痙けい攣れんする。


「また……過去が……」


　ぐにゃり、と周囲の風景が歪ゆがみ出す。


　制せい御ぎよできぬ妖精眼グラム・サイトが、新たな過去を汲くみ出そうとしているのだ。


　いつきが妖精眼グラム・サイトを止められぬ限り、過去の再現は続く。あるいは、いつき自身が破は滅めつせぬ限り。


「逃にげ、て……」


　そう、手をあげたときだった。


　突とつ然ぜん、右目からこぼれる血が止まり、自然と赤しやつ光こうが薄うすれていったのだ。


「え……？」


「今の内に、眼帯を──！」


　老樹の根元で、穂波が上半身を持ち上げていた。


　少女の薬指に、木でできた指輪がはまっていた。そこから伸のびた不可視の糸パスが、いつきの薬指とつながっていたのだ。


　そして。


　穂波の右目からは、赤い血が流れていた。


「──穂波?!」


　慌あわてて眼帯を拾い、右目に押しつける。


　すると、少女の目から流れる血も、ゆっくりと止まっていった。ばかりか、少年の指とつながっていた糸パスも、同じくして消えていった。


「これって……まさか」


「うん……社長の瞳ひとみと糸パスをつないで、妖精眼グラム・サイトの代だい償しよう、あたしが……ちょっとだけ……引き受けた」


「…………！」


　少年の顔が蒼そう白はくとなった。


　あらゆる魔ま術じゆつには、代償が発生する。


　強大な魔術であればあるほど、代償も確実に大きくなるのだ。


　いつきの場合、眼帯をもぎとって妖精眼グラム・サイトを使うたび、確実に自身は蝕むしばまれていく。


　その代償を、わずかなりとはいえ、穂波が引き受けたというのである。


「ホントは……半分は引き受けたかったんやけど……無理やった……。こんなちょっとやのに……社長、こんなに痛かったんやね……」


「なんで、そんな……！」


　駆け寄り、勢い込んだいつきの頰ほおへ、すうと白い指が伸びた。


　こびりついた血を拭ぬぐってから、


「……社長が言ったんやろ」


　と、穂波は微び笑しようした。


「これは……ふたりともの傷やって」


「あ……」


　かつて、いつきが穂波に告げた言葉。


　いつきの瞳が今のようになったことを、穂波は自分の責任だと悔くいていた。


　そんな少女へ、少年は確かにこう言ったのだ。





　──『だから……これはもともと……僕だけの傷じゃないよ』


　──『僕らの……ふたりともの傷だよ……』





　この瞳は、ふたりで背負う傷なのだと。


「やったら……逆もそうやろ？　その傷は……あたしの傷でもあるんや。いっちゃんひとりで抱かかえ込むんは……反則や」


　穂波が、柔やわらかく言う。


「でも──！」


　抗こう弁べんしかけたいつきに、少女はため息をついた。


「じゃあ、ひとつお願いしてもええかな？」


「え？」


　胸に、ことんと何かがあたった。


「穂波？」


「ちょっとだけ……休むね……いっちゃん」


　少年の胸の内で。


　少女は、ひどく安らかな寝ね息いきをたてていた。





　その頃ころには、老樹の森は、一番初めの──厳おごそかな聖域へと戻もどっていた。





　　　　７




　──列車が、夜の草原を渡わたっていく。





　すでに、霧きりは絶えていた。


　森は遠く、暗夜の向こうへと溶とけている。


　猛たけ々だけしいディーゼル車のエンジン音も、夜になると幾いく分ぶん穏おだやかに聞こえるのであった。


「…………」


　目の前のボックスシートでは、みかんとラピスが互たがいにもたれかかって眠ねむっていた。


　起きている間は、どちらが窓側に座るかで大おお喧げん嘩かだったのだが、十数分としない内に互いに寄りかかって寝息をたてていたものだ。


「ホント、手ばっかりかかる」


　そんなふたりを見ながら、穂波が鼻を鳴らす。


　とはいえ、こちらも久々のウェールズで多くのヤドリギやそのほかの呪物フエテイシユを収しゆう穫かくできたらしく、それなりに上じよう機き嫌げんではあった。ラピスが探していたユーダイクスの修理のための材料も、無事に発見できたらしい。


「……どうして」


　隣となりの席で、いつきはぼんやりと呟つぶやいていた。


　右目の眼帯に、注意深く触ふれている。


「どうして……あんなことになったんだろ」


　過去の再現。


　穂波に治ち療りようしてもらうだけだったのに、少年の瞳ひとみは呪じゆ波は汚お染せん以上の怪かい現象を撒まき散らすこととなった。


　いままでも何度となく少年を脅おどかした瞳だったが、今回の件はいつも以上に不可解なことが多かった。


「ケルト魔術の癒いやしは、まず身体からだよりも先に心に働きかけるもの」


　少年に、穂波は囁ささやいた。


「だから、社長が悩なやんでることにまず触れた。社長が自分の弱さに悩んでるから、最初にそこを癒そうとしたんや。問題は、それが直接妖精眼グラム・サイトに影えい響きようしたことやね」


「僕の悩みが……この瞳に？」


「普ふ通つうの瞳やってそうや。人間は見たいものを見る。まして、社長のような魔ま眼がんなら、現実をつくりかえてでも見たいものを見ようとする」


　静かに、穂波は言う。


　認にん識しきこそが、現実を侵しん食しよくしたという事実。


　だからこそ、敗北の歴史を見つめさせられたのかもしれない。


　あの場所の源となる夏げ至し祭さいを除いては、戦場も、フィンも、つまるところは敗北と関連づけられる。


　戦場は、あの場所──ケルトの民たみの敗北。


　フィンは、伊庭いつき自身が感じていた敗北。


　その悩みを、妖精眼グラム・サイトはそのまま映し出してしまったものか。


「……ごめん」


　いつきの言葉が、自分に謝ったのだと気づくまで、穂波は数秒かかった。


「あ……謝らなくてもいいんや。あたしが余計なことしなかったら、あんなことにならんかったんやし」


「それでも……ごめん」


　いつきは、こちらを見つめ、真まっ直すぐに謝ってくる。


　それは、彼の本質でもあった。


　この少年は、いろんなものを抱かかえようとする。今は抱えきれなくても、いつかはできるようにと、必死に背せ伸のびをする。


　それが社長であることだと、そう思っているのだろう。


「いっちゃん」


　と、穂波は少年の古いあだ名を呼んだ。


「ひとりで強くならなくてもいい……」


　ゆっくりと、自分にも言い聞かせるように口にする。


「いっちゃんだけで強くなるんやなくて……みんなも……あたしも一いつ緒しよに強くなる。それでいい？」


「……うん」


　小さく、いつきもうなずいた。


「じゃ、約束」


　少女が小指をあげた。


　照れくさげに、ふたりの小指が絡からみ合う。


　そうしながら、ふと少年は、少女のもう片方の手を見やった。


「……そ、それ、いつまでしてるの？」


　薬指にはまった、小さなヤドリギの指輪であった。


「しばらくはしてるけど？　社長がいつ、うっかり眼帯取っちゃうかも分からへんし」


「で、でもなんか見てると恥はずかしいし……」


「ふ～ん……恥ずかしいんや」


　すう、と悪戯いたずらっぽく、少女の目が細まる。


「やったら、しばらくしてないと。せっかく社長とつながってる指輪なんやし」





「──あら、それは聞き捨てなりませんわね」





　不意に、あでやかな声が車両の通路からかけられた。


　ごく狭せま苦くるしい通路なのに、この少女がたたずむだけで、宮きゆう殿でんの一角にも思えた。


「……アディリシアさん」


　茫ぼう然ぜんと少年が言い、穂波が目を丸くした。


「なんで、アディが?!」


「ゲーティア本部での仕事も終わりましたもの。さきほどの駅で乗り込みましたら、ちょうどイツキの声が聞こえましたから」


　さらりと、アディリシア・レン・メイザースは口にする。


「……そういうのばっかり耳が働くんやね。それに、アディやったら自家用のヘリでも飛行機でも使えば良かったん違ちやうん？」


「せっかくの故郷への旅路ぐらい、ゆっくり楽しみたいのは当然でしょう。そのおかげでイツキにも会えましたし」


　そう言って、金きん髪ぱつの少女は、穂波の指輪をちらりと見た。


「えと、あの……」


「安心なさい、イツキ。魔術として必要な儀ぎ式しきだったんでしょう？」


　優美に微笑ほほえみかけ、ドレスの裾すそをつまむ。


「それを取りざたにして、私がどうこう言うなんてありえません。──ですけれど、それとホナミの行動の是ぜ非ひは別ですわね。魔術結社の徒と弟ていが、首領と勝手に糸パスを結ぶなんて、越えつ権けんにもほどがあるんじゃなくて？」


「あ、アディやって、勝手に社長と糸パス結んでたやろ！」


「そ、それとこれも別です！　だいたい首領同士の糸パスは互たがいの結社の繁はん栄えいを願う意味でも好都合でしょう！」


「やったら、あたしやって、社長と糸パスを結んでおくことで、安全が確保できるやろ！」


　ふたりの声が、ゆるゆると敵意を増していく。


　すでに見慣れた光景でもあり、いくら見慣れても、命の危険を感じずにいられない光景であった。


「そ、その、ふたりとも……」


　なんとか仲裁しようと、いつきが手をあげかけたところで、


「あれ、アディリシアお姉ちゃん?!」


「アディリシア？」


　びっくりして跳はね起きたみかんとラピスが、同時に目を覚まし──こともあろうに、ラピスの方がぎゅっといつきに抱だきついたのである。


「ら、ラピス?!」


「いつき、ラピスの」


　あくまで無表情に、ほんの少しだけ唇くちびるを尖とがらせて主張する。


「イツキ！」


「社長！　ちょっとは、ラピスにも言い聞かせへんと！」


「だ、だから、僕は全然何もしてなくて！　えとその、ラピスちゃん、ちょっと離はなれて?!」


「……やだ」


「お兄ちゃん社長、最低～っ！」


　ぺちぺちと、みかんがちっちゃな拳こぶしで叩たたいてくる。


　一いつ瞬しゆんで、車内はひどく騒さわがしい空間に変じていた。同じ車両にほかの客の姿が見あたらないのがせめてもの救いだろうか。


（でもまあ……）


　四人に揺ゆさぶられながら、いつきはこっそりと微び苦く笑しようした。


　じきに、ロンドンへと戻もどる。


　そうしたら、すぐに日本への帰き還かんだ。


（……貸し出し魔法使いレンタルマギカ、正式に再開かあ）


　ぼんやりと、いつのまにか日常になっていた時間を振ふり返る。





　そして、そんな五人を乗せて、列車は残る〈アストラル〉の社員たちが待つロンドンへと帰っていったのだった──。
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　穂波・高瀬・アンブラーです。


　今、倫敦ロンドンからの機上でこの業務日誌を書いてます。


　本当に、今回の旅は目まぐるしいことだらけでした。あの〈学院〉での大事件も、その後の代理授業も、つい昨日の事件も……。





　先に、事後報告をしてしまいますね。


　なんとか、ユーダイクスさんを直す材料もおおかたは揃そろいました。これを使って、もう少しの間、倫敦で整備や修しゆう繕ぜん儀ぎ式しきを行うことになりそうです。源書（オリジナル・グリモア）を持ったラピスも付き添っているので、なんとかなるでしょう。また、マクレガー先生とラピスには、ひきつづき伊庭司の源書（オリジナル・グリモア）の解読もやっていただけるそうです。





　オルトヴィーンも業務報告ありがとう。


　いろいろ勝手が違ちがうと思いますが、〈アストラル〉の形態に慣れてもらえると嬉うれしいです。あまりみかんと黒羽さんを苛いじめないでもらえると助かります。


　それと──アディが気にしていることは、私と似ているかもしれません。


　今回、ほんの一いつ瞬しゆんですけれど、私は社長の見ている世界を見ました。社長の味わっている痛みに触ふれました。ひょっとしたら、それは社長自身もまだ知らない何かです。うまく説明できませんが、社長が視みているものは、本当に奥底の本質ばかりで……だからこそ、大事な余計なものを振ふり捨ててしまうような。


　ああもう、心配事ばかりが増えた気がします。





　今度、時間をとって、ゆっくり話しましょう。





　……私も。


　私も、もっと強くなりたいです。


　前みたいな、闇やみ雲くもに何もかもを受け入れてしまうようなやり方じゃなくて、本当に一歩ずつ、自分のなりたい強さを確かめて、歩いていきたいです。




穂波・高瀬・アンブラー












魔法使いの出会い




　　　　１




　──少し、昔の話をしよう。





　たとえば、〈アストラル〉という小さな魔ま術じゆつ結社の昔。


　多くの魔術系統をそろえ、異い端たんと呼ばれた結社が、その黄金時代を迎むかえる直前。


　布ふ留る部べ市という土地へ、その結社が移るよりさらに前のこと。


　因果の輪が回り始めるよりも、過去の物語。





　──そこで生まれた、小さな魔法の話をしよう。





　　　　２




　差し出されたのは、一枚の名めい刺しだった。


「〈アストラル〉密みつ教きよう課……？　って、あの〈アストラル〉のことですか？」


「おお、御ご存ぞんじでござるか」


「一応、名前ぐらいは」


　そう答えたのは、まだ幼さの抜ぬけきらない、学生服の少年であった。


　年ねん齢れいは、十五、六といったぐらいだろうか。髪はあでやかな銀色をしており、切れ長の目はひっそりと細められている。内側の瞳ひとみははっきりと見えず、それゆえに少年の感情を窺うかがい知ることはできなかった。


　ただ、その幼さに似合わぬ、鋭えい利りな印象があった。


　まるで、納めた鞘さやさえも断たってしまう、鋭するどすぎる刃のような……。


「……で」


　ゆるり、と少年の顔が持ち上がる。


「その〈アストラル〉の……隻せき蓮れんさんが、僕にどういう用なんですか？」


「……説明する必要があるかの？」


　名刺を差し出した男──隻蓮が、顎あごを撫なでた。


　こちらは、小こ柄がらながら、がっしりした身体からだの持ち主だった。


　墨すみ染ぞめの衣を纏まとい、髪は短く刈かり上げている。典型的な僧そう侶りよの格好なのだが、この男がすると、僧侶というよりも遠い国から来た旅人のように見えた。


「残念ですが、僕には何の心当たりもありません」


　少年が言う。


　とりつくしまもない口調。


「仕方ないな。単刀直入に言うでござるか」


　隻蓮は、がりがりと頭を搔かいた。


「おぬしがやっている呪じゆ詛そ、やめてもらえんかな」


「呪詛、ですか」


「うむ」


「ずいぶん物ぶつ騒そうな話ですが、やはり身に覚えがありません」


　ゆらり、と少年が首を振る。


　そうすると、銀色の髪はふわりとロビーの空気に流れた。


　ホテルのロビーであった。


　都心に程ほど近い、高級ホテルだ。柔やわらかな朝の陽光が差し込み、品の良い調度の中を揺ゆれている。人気は少なく、コンシェルジェがやや怪訝けげんそうな目でこちらを見ているだけだった。


　そんな一角で、少年と隻蓮は向かい合っていたのである。


　すう、とほんのわずか、隻蓮の腰こしが浮いた。


「ふむ。だったら……」


「力ずくで？　それには、ちょっと場所が悪いでしょう。見る限り、あなたは善人とやらにはいる部類だ。どうやっても、周囲には被ひ害がいが及およぶと思いますよ」


　ひらひらと、少年が手のひらを振る。


「それで、ここを選んだのでござるか？」


「いえ。ただ、こいつらと一いつ緒しよに泊とまれるホテルがここだけだっただけです」


　すると、その身体のあちこちから、にょっきり影かげが現れた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～あ」


　四匹の猫ねこが、それぞれに鳴き声をあげたのだ。


　黒、白、ぶち、三毛。どれも、子猫よりちょっと上ぐらいの姿である。あるいは少年の肩に陣じん取どり、あるいは腕のあたりにちょこんと顔を出し、あるいは足元にすりよって、のんきに喉のどを震ふるわせていた


「…………」


　毒気を抜かれたように、僧侶はソファに戻もどった。


　それから、怪訝そうに訊きいた。


「だから、その名前なのでござるか？」


「よく訊かれますが、一応本名ですよ。もともと捨て子だったもので、後から自分でつけた名前ですが、せっかくですし覚えやすい方が便利でしょう？」


「なるほど」


　納なつ得とくして、隻蓮は首を縦に振った。


　猫たちをまとわりつかせたまま、すい、と少年の指が持ち上がる。


「どうやら、お迎えが来てるようですよ」


「……ぬ？」


　振り返って、隻蓮が眉まゆを寄せた。


　ホテルの外から、きょろきょろとこちらを窺っている影がいたのだ。


　一応、隠かくれているつもりらしいが、あまりに挙動不ふ審しんなので、逆に目立ちまくっている。少し間ま違ちがえると、そのまま警察に連れていかれそうなぐらいだった。


「新人さんですか？」


「いやまあ……一応、拙せつ僧そうの同期というか、少し先せん輩ぱいなんじゃがな」


　なんとも言えぬ顔で、隻蓮が頭を搔く。


「今後は、まともな偵てい察さつができるよう、教育した方がいいでしょうね。──では、そろそろ学校ですので失礼します」


　詰つめ襟えりのホックをはめ、少年が立ち上がる。


　その背中に、隻蓮は問いかけた。


「ひとつだけ、訊くぞ」


「どうぞ」


「おぬしは、人殺しについてどう思っておる？」


　短いが、真しん摯しな問いだった。


　すると、少年は小さくうなずいた。





「人間が生きていく以上、欠かせない行こう為いでしょう」





　淡あわい微び笑しようを刻み、学生服の少年──猫ねこ屋や敷しき蓮れんはそう口にしたのだった。





　　　　＊





　数分後、


「──あ、あの、どうでした隻蓮さん?!」


　ホテルを出た隻蓮を出で迎むかえたのは、スーツ姿の男だった。


　およそ、二十代半ば。


　ダークスーツはあちこちがよれており、膝ひざと肘ひじは微び妙みようにてかっている。


　そのわりに顔のつくりは整っているのだが──美形という印象は薄うすかった。無む闇やみにお人好しそうな表情が、本来の容姿を押し流してしまっているのだった。


「柏かし原わらどの……」


　と、隻蓮が額に指を当てた。


「……今度からは、こっそりでなく、堂々と来てもらえぬでござるか？」


「そ、その、私もそうするつもりだったんですが……ええと、なんとなくタイミングを逃のがしてしまいまして……」


「タイミングでござるか……」


　そう言って、隻蓮は相手を見返す。


　柏原代だい介すけ。


　隻蓮と同じく、〈アストラル〉の創業時から、司つかさ社長に誘さそわれた男だった。必然、隻蓮とも数年越ごしの付き合いとなるわけだが、もともと隻蓮がしょっちゅう修行の旅に出る臨時社員なこともあって、人となりを完全に分かっているわけではない。


（まあ、そういう付き合いも、〈アストラルあの会社〉らしいのかもしれんがの）


　そんなことを考えて、隻蓮はひとり納得する。


「とまれ……あの少年じゃな」


　と、腕を組んだ。


「猫屋敷蓮、か。あの若さながら、相当な難物でござるぞ」


「そうみたいですねえ」


　こちらも、ほとほと困り果てた様子で、柏原が肩を落とした。


　手元のファイルを開く。丁てい寧ねいに記述されたレポートには、さきほどの少年の顔写真も挟はさみ込まれていた。


「猫屋敷蓮。現在十五歳。十二歳にして陰おん陽みよう道どうを習得。以降、さまざまな流派を渡り歩きながら、フリーの拝み屋として仕事中……ということですが」


「相当あくどい依い頼らいでも引き受けるようじゃな。噂うわさだけでは判断できんが、実際、あの様子だとたいていの悪事はこなしてきたろう」


「うわあ……」


　柏原が、ごくりと唾つばを飲み込む。


　ふりでなく、本心から怯おびえている証しよう拠こに、よれよれのダークスーツが小刻みに震ふるえている。かなりの安物らしく、そうするとスーツの肩口がほつれているのがうかがえた。


「それで……呪詛ですか」


　──呪詛。


　つまるところは、呪のろいである。


　魔ま術じゆつ系統によってカタチは異なるが、密ひそやかに相手を害し、最悪の場合死に至らしめる術式だ。古来、政敵への牽けん制せいや、敵国家幹部の暗殺などにしばしば使われてきた、魔術の闇やみといえる。


　隻蓮の調べでは、あの少年──猫屋敷は、この半年で十指に余る呪詛をこなしてきたというのだった。


「たかだか十五歳で……か。たいした才能じゃの」


　小さく、隻蓮がため息をついた。


「はあ。でも、隻蓮さんも、密教を修めたのは十代でしょう？」


「十代と言うても、拙僧が一通り術式を修めたのは十七のときでござる。あやつが陰陽道を習得したとかいう十二歳頃ごろだと、守護仏関連の真言で精せい一いつ杯ぱいじゃ。まして、呪詛を使って裏社会を渡り歩くなどとてもとても」


「……なるほど」


　こめかみを搔かいて、柏原はへの字に眉まゆを寄せる。


　情けない表情が、顔にしみついたような男ではあった。


　それから、もう一度、きょとんと首を傾かしげた。


「隻蓮さん？　どうしました？」


「いや」


　と、隻蓮がかぶりを振る。


「あやつが、自分のことを捨て子だと言っておったからの」


「ははあ。それが何か？」


「分からぬか？」


　瞬まばたきした柏原に、隻蓮が問うた。


「魔法使いには、血が必要でござるよ。それだけの血を引いているなら、血統の特定など簡単だろうに」


「あ」


　ぽかん、と柏原が口を開く。


　優すぐれた魔法使いであるためには、才能よりも努力よりも『血』を必要とする。何代もかかって人の道を外れ続けた歴史こそが、魔術としての『力』を決定するのだ。


　ゆえに、猫屋敷が捨て子とすれば、問題が発生する。


　簡単に特定できるはずの血統を、わざと確かく認にんしない、その理由が。


「……いろいろ、面めん倒どうくさそうなやつではあるな」


　ぽつり、と隻蓮は漏もらしたのであった。





　　　　３




　高級住宅地に築かれた、一ひと際きわ、威い圧あつ的な日本邸てい宅たくであった。


　単に、大きいというだけではない。


　異質なのだ。


　近くに住む者ならば、皆みな、その邸宅の主あるじがどういう人間であるかを知っている。自分たちと同じような顔をした好こう々こう爺やが、いかに違ちがう世界の生物であるかを心得ている。


　つまるところは、暴力を生業なりわいとする輩やからである、と。


「…………」


　そんな屋敷の内側で、学生服の少年は静かに座っていた。


　ただ正座するというだけの行為が、少年の身体からだで成されると、一種の芸術的な品格さえ生むようだった。必要なだけ張りつめ、必要なだけ脱だつ力りよくした姿勢が、そのままひとつの国の文化を表現する。


　庭から聞こえるししおどしの音さえも、少年の姿があることで、さらに洗練されるように思えた。


　無論、猫屋敷蓮である。


「……お呼びたてして申し訳ない」


　少年の前で、和服の老人が低頭する。


「いえ、こちらこそ」


　少年は、ゆらりと笑う。


　孫と祖父ほどの年の差があって、なお少年は老人との会話にイニシアチブを握にぎっている。


　五分と、五分。


　それだけの関係を築いているということ。


　実際、猫屋敷が依い頼らいを受けている相手は、ここだけではない。


　多くは裏社会の人間や組織で──直接的ではないにせよ、この老人と敵対している者だって、その中にはいる。


　あえて、そうしているのだ。


　バランスを取るように。


　結けつ託たくするものがいないように。


　そして、全員が、猫屋敷蓮を必要とするように。


　だからこそ、この老人も少年を無下に扱あつかうことはできない。


　誰だれかが少年を抱だき込み、自分に呪詛をかけられてはたまらぬと、そう考えるように仕向けられているからだ。ゆえに、腹の底ではともかく、目の前にすれば少年を持ち上げるしかない。


（……は）


　そのことが、猫屋敷には妙みようにおかしかった。


　老人が必死に保とうとしている威い厳げんや、この屋敷が、ただのお飾かざりでしかないということだからだ。


　年ねん齢れいを重ねただけという無意味を、少年は嘲あざ笑わらう。


　もっとも、そんな感情はおくびにも出さない。


「相手は、この前に頼たのまれた方でいいですね？」


　あくまで丁てい寧ねいな口調で、そう尋たずねた。


「……うむ」


「どうします？　腕を砕くだきますか？　内臓を爛ただれさせますか？　それとも、目玉のひとつでも腐くさらせてみせましょうか？」


　とろりとした声で、少年が訊きく。


　その様子に息を飲み、念のためという感じで老人が言った。


「殺しは……やらんのだったな」


「ええ」


「なら……しばらく身動きができんぐらいでかまわん」


「分かりました」


　少年がうなずく。


　別に、猫屋敷が甘いわけではない。


　ただ、呪じゆ殺さつまで至る場合、あまりに制約が多いからだ。


　単に呪じゆ詛そだけであれば簡単にすむが、殺しとなると、その対象と強固な糸パスができてしまう。縁ができると言ってもいい。ひとつやふたつならともかく、こういった縁が多くできてしまえば、術者としての呪力にも偏かたよりができてしまう。猫屋敷にしてみれば、それは自分の性能を無む駄だに落とすことだ。


　だからこそ、猫屋敷は慎しん重ちようにそうした要素を取り除いてきた。魔術の世界と裏社会と、この間で危あやうい綱つな渡わたりをしながら、道化師のごとく少年は愉ゆ悦えつする。


「では、場所は用意できてますか？」


「おお」


「なら、早さつ速そく始めましょう」


「……うむ」


　老人が手を叩たたくと、障子の向こうから数人の男たちが現れた。


「あそこへ案内なさい」


「……はい」


　了りよう解かいしながらも、猫屋敷の姿にほぼ全員が唾つばを飲み込む。


　恐きよう怖ふによるものだ。


　当然ではある。


　そういう恐怖を持つよう、猫屋敷自身が仕込んできたのだから。


　案内通りに屋敷を辞して、リムジンへ乗せられたところで、猫屋敷は口を開いた。


「ああ、あなた」


　男たちのひとりに、声をかける。


「はい」


　緊きん張ちよう気味に振り返った男へ、少年はうなずいた。


「少し、お願いしたいんですが」


「に、人間の指とか……ですか」


　怯おびえた声に、少年はくすりと笑う。


（そういえば……そんなものも要求しましたか）


　実際に、魔術に必要というわけではない。ただ、そういう品を要求することによって、彼らの恐怖を煽あおっていったのである。


　老人のみならず、その部下に対しても、少年は工作を行ってきた。それぞれの恐怖がさらなる恐怖を呼ぶように、相手の精神こころを絡からめていく。少年が何もしなくても、恐怖だけがひとり歩きするよう組み立ててきた。


　恐怖こそは、たったひとりの少年の後ろ盾だてであり、抑よく止し力であった。


「いえ、集中の邪じや魔まにならぬよう、近くに人や獣けものがいたら追い払っておいてください。あ、念のため言っておきますが、万が一にも猫を傷つけたりしないように。もし、そういう事例があれば、呪詛の相手にあなたを加えますので」


「は、はいっ！」


　首をちぎらんばかりの勢いで、かくかくと男がうなずいた。








　すぐに、リムジンは近くの裏山へと到とう着ちやくした。


「……この先です」


「ご苦労様」


　男たちに告げて、少年は歩を進めた。


　市内の私有地としては、目を剝むく広さの裏山である。


　くぬぎやけやきの葉がほろほろと揺ゆれ、秋間近の気配を漂ただよわせている。ゆるやかに蛇だ行こうした細道は、それらの景色を最も楽しめるようなカタチにつくられているらしかった。


　少年が登っていくと、すぐに古めかしい蔵くらへと突つき当たった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～あ」


「お前たちも、ここで待つように」


　四匹ひきの猫たちへ言い聞かせ、猫屋敷が蔵へと踏ふみ込んだ。


　扉とびらをくぐると、乾かわいた空気が頰ほおに触ふれる。ごつごつした土つち壁かべの内側に、赤い光が揺らめいていた。


　炎ほのおであった。


　かがり火である。


　蔵の中央に、整然とした井い桁げたが組まれ、その中央で真しん紅くの炎が燃え盛っているのであった。


　こもっている匂においは、猫屋敷が選んだ香こう木ぼくによるものだ。炎と香かおりの双そう方ほうによって場所を清め、呪詛の舞ぶ台たいとして最大の効用を持つよう、配はい慮りよされている。


　すう、と少年は学生服の懐ふところから、包み紙を取り出した。


　中身は、髪と爪。


　無論、呪詛の対象のものだ。


　呪詛を行う以上、その人間の細かな経歴も、猫屋敷は把は握あくしている。


　結論だけを問うなら──おおよそ先の屋敷を統すべる老人と同じ、暴力と犯罪にまみれた輩やからである。どこで倒たおれようが、悲しむよりは喜ぶものの方が多いだろう。


（……まあ、それもどちらでもいい）


　思い、少年は髪と爪を炎にくべる。


　一いつ瞬しゆん、炎が高く巻きあがった。





「──逆しまに行い下せば、逆しまに行うぞ」





　指を持ち上げる。


　拳こぶしから、人差し指と中指を突き出した刀印。


　呪詛が、始まったのだ。





「微み塵じんと破れや」





　たとえ五感を奪うばわれても、猫屋敷はこの儀ぎ式しきを継けい続ぞくできる。


　実際に呪詛として使った回数は数十に満たず、しかし儀式自体は何百、何千回と繰くり返してきたからだ。


　朝な夕なにその術式を染しみこませることが、彼の日課でもあった。


　人を害するための魔術が、彼自身でもあった。


　限りなく魔法に近づき、かつ魔法に飲み込まれぬこと──禁きん忌きに限りなく近づいて、かつ禁忌そのものには奪われないこと──自殺のぎりぎりまで自分を追い込むような作業に、それでも猫屋敷は慣れきっていた。


　ゆえに、思考の猶ゆう予よが混じる。


（……あいつらも、この呪じゆ詛その相手に雇やとわれたのか？）


　昼に出会った、奇き怪かいな魔法使いたち。


　あの〈アストラル〉のことが、少年の脳のう裏りから離はなれていなかったのだ。





「四方さんざら微塵と乱れや」





（…………）


　知識にはある。


〈アストラル〉。


　普ふ通つう、単一か同系だけでまとめる魔術系統を、いくつも内側に抱かかえ込んだ異い端たんの集団。この数年で、魔術界のあちこちを騒さわがしてきた連中だ。


　しかし。


　少年には、あの結社の性質が分からなかった。


　どうして〈アストラル〉が、自分の呪詛に絡からんでくるのか。


　そもそも……魔ま術じゆつ結社という組織にああいう善人の部類がいること自体、少年の想定外ではあったのだ。


（……いや）


　そんな思いを、少年は打ち消す。


（どうせ、魔術結社だ……）


　善人であろうが、悪人であろうが、魔法使いである以上は変わらない。


　少々まともらしい倫りん理りも、結局は魔法の論理の前に屈くつするだろう。そうでなければ、現代で魔法使いなどという生き方を選びはしない。


　ならば。


（…………）


　問題は──喰くらうかどうか、だ。


　魔術結社に対して、猫屋敷蓮がしてきたことは、常にその二択たくである。


（喰らう──）


　静かに、その唇くちびるが笑えみを浮かべる。


　切れ長の目は愉ゆ悦えつに震ふるえ、しかし冷ややかに呪詛の儀式を続ける。





「向こうは知るまい、こちらは取り知る」





　猫屋敷の呪文とともに、炎ほのおがひるがえった。


　火の粉が数倍も舞い上がり、一時安定した炎の表面に、ありえぬ顔が映ったのだ。


　すなわち、呪詛の相手。


（……かかった！）


　糸パスをたぐり、引き寄せ、呪詛の対象とこの炎とをつなぎあわせる。この接続さえうまくいけば、いかなる術もこの炎を通じて成立する。


　殺すことも、生かすことも自在。


　腕うでの一本、内臓のひとつずつを腐くさらせることもできる。


　そうやって人の命を左右することに、少年は今いま更さら何の怖おそれも感じない。


（なら、まずは──）


　ただ、機械的に呪詛を終わらせる。





「息座微塵にまらべ──」





　唱え終わろうとした、その寸前だった。


　ごおっ！


　突とつ然ぜん、炎が渦うずを巻いたのだ。


　膨ふくれあがった炎は、表面に映った顔を搔かき消し、暴れ狂くるう。


　それが術者である猫屋敷にも想定外であった証しよう拠こに、少年の表情にははじめて動どう揺ようの色が貼はりついていたのだ。


「呪詛返し……！」


　苦鳴とともに、じゅっと嫌いやな音があがった。


　学生服の袖そでが焼けていたのだ。


「…………っ！」


　鋭するどい動作で、炎を払う。


　一度では搔き消えず、むしろ炎は嘲あざ笑わらうように少年の右腕を這はい上った。


「か……ごが……っ！」


　目の前が白く染まる。


　眼球が裏返り、唇の端はしから泡あわが吹き出た。


　剝むき出しの神経に、焼け火ひ箸ばしを突つき刺さされるごとき痛み。指先から二の腕を走る激痛が、少年の脳のすべてを支配した。


　猫屋敷の行おうとした呪じゆ詛そが跳はね返り、そのまま少年を蝕むしばんだのである。


　ありとあらゆる思考を絶たれ、しかし、猫屋敷の手だけは無意識にある霊れい符ふを取り出した。





「鎮ちん星せい──消しよう災さい──急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう──っ！」





　こぼれた呻うめきで、霊符の意味が成った。


　すなわち火ひ除よけの『力』をもって、やっと炎がおさまる。


　それでも、痛みはすぐには引かなかった。その場にもう片方の腕をつき、何度となく荒あらい息をこぼした。奥歯を嚙かみ締しめ、まともな思考が回復するまで、数分はかかったろうか。


（なめて……いた……）


　屈くつ辱じよくとともに、思う。


　こちらの呪詛を、これだけ見事に返されるとは思ってもいなかった。


　だが、誰だれが？


（……〈アストラル〉、か？）


　もはや、呪詛は途と切ぎれていた。


　糸パスは断たたれ、かがり火からも呪力が失うせている。一度失敗した触媒カタリストでは、同じ効果は期待できない。


「だったら……」


　呪詛返しを行った相手を、新たな術で突き止めるのが先決か。





　──そう考えた瞬しゆん間かん、土蔵の外で、悲鳴があがったのだ。





「な──?!」


　さらに、


「にゃあ！」


「うにゃあ！」


　白びやつ虎こと青せい龍りゆうの鳴き声もまた、夜を裂さいた。





　　　　４




　猫屋敷が飛び出したとき、すでに悲鳴は絶えていた。


　理由は明らかだった。


　さきほどの男たちが、地に伏ふしていたのだ。駆かけつけてくる者がいない以上、おそらくは全員がやられたのだろう。専門の訓練は受けてないにせよ、日常的に暴力を糧かてとするような連中が、ただの数分で。


「…………っ」


　痛む右手を押さえ、猫屋敷はあたりを探さぐった。


　周囲は闇やみである。


　市内とはいえ、山の夜は街とはまるで異なる。電灯の光など届く余地もなく、ねっとりとした暗闇だけが周囲を覆おおっている。


　しかし、少年の目には見えた。


　ぞろりとしなった枝葉の向こうに、ひとりの人ひと影かげがたたずんでいたのだ。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　四匹の猫が、その人影を取り囲んでいた。


「玄げん武ぶ、白虎、朱す雀ざく、青龍──こちらへ」


　猫屋敷が呼ぶと、すぐに四匹の猫は少年の傍かたわらへと寄り添そった。


　そして、人影が言う。


「ふうん、面おも白しろいわね。それがキミの使い魔アガシオンってわけ？」


「あなた……何なんです？」


「魔法使いを罰する魔法使い」


　ふわりと、声が笑った。


　やがて、近づいてきた人影の姿は、くっきりと少年の網もう膜まくに映った。


　女であった。


　妙みよう齢れいの女性である。


　しなやかな肢し体たいに纏まとうのは、蒼あおいチャイナドレス。あでやかな唇くちびるにどきりとするような紅を差し、道なき山の斜しや面めんをショーの舞ぶ台たいのごとく悠ゆう然ぜんと降りてくる。


　そんな女性を睨にらみ、少年が問うた。


「……〈協会〉の……審判者ジヤツジですか」


「キミ、ずいぶん呪詛をやったでしょ。この半年ばかりで二十人ぐらい駄だ目めにしたんですって？」


　女は、笑いながら言う。


　少なくとも、駄目にされた人間への憐れん憫びんや同情はかけらもこもってない声こわ音ねであった。


「…………」


「ホント、ずいぶん受けまくったものね。おかげであたしのところにまで声がかかってきた寸法。少しばかり釘くぎを刺さしておくれって。キミの場合、どこかの結社に正式に属してるってわけでもないし、直接やっちゃうしかないでしょう？」


「それで、わざわざこんな僻へき地ちまで？」


「極東方面は〈協会〉の人手が足りないもの」


　女の笑えみに、苦いものが混じった。


「キミも、いずれはこうなると思ってたんじゃないの？」


「…………」


　ああ、そうだ。


　いつか、こういった人間が現れることは予期していた。


　裏社会の人間には、迷信深いものが多い。


　生死の境におかれやすいからこそ、神仏といった不可視の加護にさえ頼たよる。


　ゆえに、ある程度以上の組織なら、魔ま術じゆつ界かいとコネクションを持つものが存在しうるのだ。


　ならば、いつか猫屋敷の行状は知れ、〈協会〉へと通報される。魔法使いを罰する魔法使いとは、〈協会〉お抱かかえの断罪者の名であったが、彼女が現れるのも当然の結果ではあった。


　今が、そのときか。


「名前をお訊ききしていいですか？」


「劉芳蘭リウ・フアンラン」


　雅みやびな大陸の名を、女は告げた。


　色いろ鮮あざやかに咲さき誇ほこる、大輪の花。


　この女性にはひどくふさわしい名でもあった。


「観念したの？　調べたところ、死者は出してないそうですし、〈協会〉としても譲じよう歩ほはしてあげられるわよ」


　言葉面づらだけなら、いくらかの慈じ悲ひも込こめて、女が言う。


　しかし、


「……やっときてくれたんですね」


　と、震ふるえた声が続いたのだ。


「何？」


　女の眉まゆ根ねが寄った。


　そんな女に対して、少年は唇を引き裂さくように笑ったのだ。





「……やっときてくれたんですね。〈協会〉から来るような本物が」





「……キミは」


　女──芳蘭は、その意味を悟さとって、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


「キミは……まさか、あたしみたいなのが来るのを待ってたっていうの？　いいえ、あたしみたいなのをおびきよせるために、呪じゆ詛そを繰くり返してたとでもいうわけ？」


「…………」


　少年は答えなかった。


　ただ、ゆっくりと微び笑しようし、学生服の懐ふところへ指を差し入れただけだった。


「やるんでしょう？　僕を罰ばつしたいんでしょう？　だって、魔法使いを罰する魔法使いですものね」


　愉ゆ悦えつを隠かくさず、少年が間合いを測る。


　芳蘭もまた、視線の鋭するどさを取り戻し、吐はき捨てるように言った。


「正気じゃないわ」


「当然。魔法使いに正気があるとでも？」


　逆に、猫屋敷が問いかける。


　ふたりの魔法使いは、数メートルの距きよ離りをおいて硬こう直ちよくした。すなわち、指一本、呪文ひとつ口ずさむだけで死に至る、破は滅めつの距離。


「……いつでも、いいんですよ？」


　猫屋敷が、弄いらうように言う。


　一見、攻こう守しゆが逆転したようにも見えるが、しかし内実は少年側に不利なままだった。


　懐に差し入れた手の、火傷やけどを隠す。


　じくじくと疼うずく痛みは、いまだに引いていなかった。


　ただの火傷ではない。呪詛が破れたことによる反動──返かやしの風が、少年の手を蝕むしばんでいるのだ。意識を集中しなければ、すぐさま昏こん倒とうしてしまいそうなほどの痛みであった。


　この火傷を、どこまでカバーしきれるか。


　仮にも〈協会〉直属の断罪者を相手に、この身体からだでどう立ち向かうのか。


（…………）


　思考に、答えは出ない。


　ただ、噴ふき上がるような喜びだけは本当だった。


（このときを……）


　と、少年は思う。


（このときを、待ち望んでいたんだから……）


　ずきずきと痛む指先に、力がこもる。


　内側の呪力を高め、たった一いつ瞬しゆんに自分の意識を圧縮する。魔術という異形の領域へ、自分自身を無理矢理押し上げようとする。





　その──刹せつ那なであった。





　強きよう烈れつな光が、山の夜をつんざいた。


「っ?!」


「何──?!」


　ふたりの魔ま法ほう使いが、ともに呻うめく。


　光圧の凄すさまじさに網もう膜まくを灼やかれ、芳蘭と猫屋敷のどちらもがたたらを踏ふんだのだ。単なる光ではなく、呪力の込められた爆ばく光こうだと、ふたりは同時に理解した。


　だが。


　どんな術式で、誰だれが？


　疑問が脳内で明めい滅めつするよりも早く、動どう揺ようした少年の身体を、ある手がつかんだのだ。


「こ、こっちですよ！」


　猫屋敷の学生服が、斜しや面めんの下へと引っ張られる。


　その力強さに負けて、少年の身体は斜面を転がるようにして、暗くら闇やみの奥へと連れ去られていった。





　──そして。


　激痛に耐たえていた少年の意識もまた、暗黒に閉ざされたのである。





　　　　５




　どこかで、声がしていた。


　それは、ずっと耳元で囁ささやいている声だった。


　少年の脳のう裏りを離はなれたことのない、忘れようもない言葉たち。





　──『優ゆう秀しゆうすぎたんだ』


　──『化け物の子供だから』


　──『生まれなければ、よかったのに』





　ひとつひとつは、小さくか細い。


　ひそひそと、こちらを遠えん慮りよするような、しかし聞こえよがしに届く声。


　どれほど耳を塞ふさいでも、どれほど必死に離れても、確実に少年を追ってくる響ひびき。


「っあああああ……！」


　手を伸のばす。


　すべてを引きはがそうと、全員を八つ裂ざきにしようと、爪つめを突つき立てる。


　殺してしまえばいい。全員、全員、全員、全員、自分の手で切り裂いて、殴なぐり砕くだいて、挽ひき潰つぶしてしまえばいい。ああ、そうだ。そもそもその『力』が自分にあると言ったのは、あいつらの方じゃないか。


　なら、強くなればいい。


　強くなれば強くなれば強くなれば、自分は誰にも止められない。


　誰にも、誰にも、あああいつにだって止められやするものか。化け物だという自分の『力』なら、そこまで至れるはずじゃないか。


（でなければ……意味なんか……）


　そこまで考えて。





　──自分が知らない部屋にいることに、少年は気づいた。





「……こ、こは？」


　薄うすぼんやりと、視力が戻る。


　寝転がされていたベッドから上半身を持ち上げ、力の入らない膝ひざを握りしめる。大きく息を吐き出すと、なんとか立ち上がるぐらいはできた。


　狭せまい部屋だった。


　マンションかどこかの一室のようで、自分の寝ていたベッドと小さな机以外は何も見あたらない。ひどく殺風景な部屋ではあったが、不思議と寂さびしい感じはなかった。


　気がつくと、右手には包帯まで巻かれている。


（……一体、何が）


　その包帯を見やって、すぐ少年は息を飲み込んだ。


　自分の家族のことを、思い出したのだ。


「玄武！　白虎！　青龍！　朱雀！」


　焦あせりの混じった声で、少年が叫さけぶ。


　はたして──応こたえはあった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～あ」


　隣となりの部屋から、いつもの鳴き声で四匹ひきの猫ねこたちが顔を出したのだ。


「お前たち！」


　慌あわてて、少年が駆かけ寄る。


　すると、同じく扉とびらの向こうに、スーツ姿の男がしゃがみこんでいたのである。


「ああ、怖こわかった怖かった怖かった。ああ、大変だった。ああ、死ぬかと思った……」


　思い切り息を切らし、がたがたと震ふるえながら、その男は頭を抱えていた。


「あなた……」


　四匹の猫を抱だき上げ、少年が言いかけた瞬しゆん間かん、


「あああああああああああああ、起きたああああああああああ！」


　凄すさまじい勢いで立ち上がり、男は指を突き出して、絶ぜつ叫きようしたのである。


「は、はい?!」


「ああああああ、あなた、分かってるんですか！　あれ、〈協会〉直属の魔ま法ほう使いですよ！　魔法使いを罰ばつする魔法使いですよ！　めちゃくちゃ強くて怖いんですよ！」


「……そんなの、分かってます」


　少年は、ため息をついた。


　いろいろ訊きくつもりだったのに、思い切り間を外された。


　狙ねらってやってるなら相当なものだ。もっとも、この様子を見る限り、まったくそういう意図はなさそうなのだが。


「この包帯もあなたが？　というか、あなた、何なんです？」


「あ、はい、私です。ええと、〈アストラル〉の社員で、柏原代介と申しまして……」


「…………」


　確かに、見覚えはあった。


　隻蓮とか名乗った坊ぼう主ずの後ろで、ちょろちょろしていた男だ。


　すうっと通った鼻び梁りようといい、どこか気だるそうな瞳ひとみといい、面相はそこそこ良くて、優やさしそうな笑えみはちょっとした雑誌のグラビアを飾かざってもおかしくない。ただ、最終的にその『優しそう』しか印象に残らないのは、あまりの押しの弱さのためだろう。


「じゃあ、ここが〈アストラル〉？」


　部屋を見回して、少年が訊く。


「ああ、いや、ここは私の自宅でして……何分、咄とつ嗟さにどこに運んでいいか分からなかったものですから……」


「…………っ」


　それで、思い出した。


「ね、猫屋敷さん、何か？」


「──なぜ、あなたがあの場にいたんですか？　いや、あのとき、余計な手出しをしたのもあなたですか？」


　ずい、と少年が迫せまった。


　柏原は慌てて手を振りながら、頭を下げる。


「す、すいません。いやほら、もともと呪のろいを止やめてもらいたいなあと思ってきてたんで……それで呪詛返しをしちゃったんですが……あのほら、返かやしの風で傷ついてたみたいですし、それで負けちゃったりしたら、私の方も寝ね覚ざめが悪いなと……」


「な？」


　少年が瞬まばたきする。


　最後の光だけが、この男の仕し業わざだと思っていた。


　しかし、そもそも自分の呪詛を返したのからして、あの〈協会〉の人間ではなく、この柏原とかいう男だというのか？


　それに……。


「じゃあ、寝覚めが悪いと思ったから、それだけで僕の術を破って、〈協会〉相手から逃げ出したっていうんですか?!」


「そ、そうなんですけど……ご、ごめんなさい。まずかったですかそうですか！」


　男──柏原は、ひたすら低い腰こしで謝罪する。


　その様子からは、仮にも自分の呪詛を破った魔法使いの実力は、片へん鱗りんも感じられない。必ずしも高位の魔法使いが威い厳げんを備えるわけではないにしろ、これはあまりにもあまりではないか。


（……一体）


　一体、どこまで、この男の言うことを信用していいのか。


「柏原さん……でしたっけ？」


「は、はい」


　うなずいた男へ、少年はもう一度ため息をついた。


「いいです。一応助けてもらったことに変わりはない。そのことについては不問としましょう」


「はあ。ありがとうございます」


　頭をかいた男をよそに、猫屋敷が近くの椅い子すに腰こし掛かける。


　そんな少年へ、男はおそるおそる話しかけた。


「あの……どうして、呪詛なんかされるんですか」


「…………」


「あの〈協会〉の人に言ってましたよね。ああいう本物をおびきよせるために呪詛を続けていたんだって。それってどういうことです？」


「それも聞いてたんですか」


「あああ、はい！　ごめんなさい！」


　謝る柏原に、少年はまたため息をついた。


　本当に、調子が狂う。


　これほどに疲ひ労ろうがたまってなければ、早々に立ち去っていただろう。いや、いつもなら、こんな会話だって許さなかったはずだ。


　それができないのは、何故なぜだろう。


「……にあ」


　玄武の頭を撫なでながら、猫屋敷は右手を握にぎりしめた。


　包帯を巻かれても、まだ痛みは続いていた。呪詛を返された痛み。自分の呪詛を返したという、この男に興味が湧わいたのだろうか。


　なんとなく、ため息をついた。


　この男に会って、もう三度目のため息だった。


「強くなりたいから、ですよ」


「強く？」


　きょとん、と柏原が首を傾かしげる。


　それをことさら無視するようにして、少年は続けた。


「現代で、魔ま法ほう使いが強くなる方法なんて限られてます」


　一言ずつ、区切るように言う。


「だったら、本当に強い相手と魔術決闘フエーデを行うのが、一番てっとりばやい。結局のところ、実戦以上に人を強くするものはありませんから」


「で、ですけど、魔術決闘フエーデの強さばかりが、魔法使いの強さってことはないでしょう？　むしろ、それって本当に一面的なものに過ぎないですし……」


　柏原の意見は、もっともだった。


　普通の魔法使いなら、まずそう言うだろう。


　もとより、殺し合うだけならば、魔術などいらないのだ。それこそ銃じゆうでも刀でも持ち出した方がよほどたやすい。どのような化け物を使し役えきしようが、魔法使い自身はただの人間に過ぎないのだから。


　人殺しが目的なら、専門家プロフエツシヨナルの兵士にでも任せればいい。


　魔法使いは、世界の在り方をひもとく探求者であって、それ以上でもそれ以下でもない。


　──しかし、


「理解してもらおうとは思いません」


　と、猫屋敷はかぶりを振った。


　それから、ゆっくりと立ち上がった。


「にゃあ」


「にぃ～～～～～あ」


　白虎と朱雀が、心配そうに声をあげ、その後ろについていく。


「……どちらへ？」


　と、背中を、柏原の声が叩たたいた。


「ここにいては、無む駄だに壊こわすものが増えそうです」


「え？」


「もう、追いつかれたみたいですから」


　少年は、マンションの窓から、路地裏を見下ろした。





　夜の漆しつ黒こくに──蒼あおいチャイナドレスは、一層鮮あざやかに浮ういていた。





　　　　６




「捜さがしたわ」


　と、女──芳蘭は告げた。


　夜の路地裏である。


　柏原のマンションは人通りの少ない工業地域に面していた。元は埋うめ立地でもあり、固い潮風に時折饐すえたゴミの臭においが混じった。


　ぴょこりぴょこり、と芳蘭の足元で小さな何かが躍おどっていた。


　平べったい、紙人形である。


　紙兵と呼ばれる中国の魔術だと、猫屋敷の知識にはあった。つまるところは、即そく席せきの使い魔アガシオンである。その紙兵に連れられて、女はここまでやってきたのだろう。


「今のマンションが、あなたの隠れ家が？　調べにはなかったから、少し苦労しちゃったわ」


「…………」


　どうやら、柏原の存在には気が付いてないらしい。猫屋敷が自力で逃げてきた、とそう考えているようだ。


（……それならそれで、都合がいい）


　ひそかに、猫屋敷は右手を握りしめる。


　あの山のときよりは、感覚が戻っていた。短い間であれば、細かい術印も組めるだろう。


　ならば、短期決戦を挑いどむしかない。





「──疾チツ！」





　放ちたるは、真しん紅くの紙に、水銀より採り出された朱しゆで書かれた霊れい符ふ。


　すなわち、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　飛ひ翔しよう半ばで地じ獄ごくの炎ほのおを喚よび出し、敵対する術者を葬ほうむり去るはずの霊符は──しかし、逆に符の方がじゅうと音をたてて、燃え尽つきたのである。


「──なっ」


　相手が、何らかの魔術を発動させたわけではない。


　それよりも早く、この場所自体が猫屋敷の符に反応し、抑よく制せいせしめたのだ。


　そこで、やっと猫屋敷は気が付いた。


　路地に、綿密な呪じゆ力りよくの糸パスが張り巡めぐらされていたのである。


　見えないように工作されているが、あちこちの壁や電柱の裏に、多数の霊符が貼はられているのも感じられた。それらの霊符が互たがいに干かん渉しようし合い、魔ま術じゆつ的意味を形成し、独特の結界を構築しているのだ。


（これ……は……）


　猫屋敷もはじめて見る術式だった。


　ひどく古く、繊せん細さいな呪力の流れ。こちらの魔術に反応して、それらの呪力がもぞもぞと蠢うごめいている。


　芳蘭が、口を開く。


「禁きん呪じゆ──ってご存じ？」


「ええ」


　古い、中国の伝説にある魔術だ。


　元来は、山で修行する道どう士しが、毒どく蛇じやを避さけるために呪じゆ縛ばくしてしまうための術だという。


　しかし、この術の極きわまるところ、万ばん物ぶつの性質は逆転する。すなわち、火を禁じれば燃やすことあたわず、水を禁じれば大寒のときにも凍こおらず、犬を禁じれば吠ほえることかなわず。『三国志』に登場する仙せん人にん・左さ慈じのくだりにもある魔術だが、この場合、禁じられたものは明らかだろう。


　つまり。


　魔術を禁じれば──魔術もまた顕けん現げんすることかなわず。


「無論、魔術なんて広い概がい念ねんは、人間に禁じられるものじゃないわ。でも、ごく狭せまい時間と範はん囲いで、かつ陰おん陽みよう道どうぐらいに限ってしまえば抑制ぐらいは可能よ。今、この路地で陰陽道を行使するのは至難の業わざ」


　言って、芳蘭は軽く周囲を見回した。


　そのための結界であったろう。


　猫屋敷の不気味さに応じて、あらかじめ手を打った結果が、陰陽道を禁じる結界となってあらわれたわけだ。


　それこそが、魔法使いを罰する魔法使いともいわれる、〈協会〉の断罪者の『力』だったか。


「いかが？」


　芳蘭が問う。


「っふふ……」


　含ふくみ笑いが、少年の唇くちびるから漏もれたのだ。


「どうしたの？」


「うん……そうだ。こうじゃないと……本物じゃない」


　静かにこぼれる歓かん喜き。


　さきほどの、山での戦いにも見えた少年の狂きよう気き。


「…………」


　芳蘭は、すっと目を細めて、手を横にあげた。


　その指に、幾いく多たの霊符が挟はさまれていた。今の禁呪と同じく、中国の魔術──道教に根ざした霊符であろう。同じ符であっても、陰陽道の系けい譜ふを離はなれれば発動する理り屈くつだ。


「じゃあ、あたしに会えて、終われるのを喜びなさい」


　指先から霊符にかけて、呪力が集中する。


　猫屋敷も、ほとんど見たことがないレベルの呪力。それが魔術として、現実を変革したならば、どれほどの『力』となって荒あれ狂くるうか。


　対する猫屋敷は、抵てい抗こうするための、あらゆる魔術を奪うばわれたというのに。


「さあ……」


「ま、待ってください！」


　うっとりとした響ひびきとともに、それを制止する叫さけびがあがった。


　転がり落ちるようにして、マンションの入り口から芳蘭の背後へ、新たな人ひと影かげが現れたのだ。


　この戦場に似つかわしくない、おっとりとした容よう貌ぼう。


　柏原だった。


「彼の身み柄がらは〈アストラル〉が──」


「──ふうん、キミ後ろ盾だてがあったの？　流派を転々としてても、今はフリーだと聞いていたけれども」


　芳蘭の問いに、猫屋敷がかぶりを振った。


「あれは、関係ありません」


「そうなんだ。なら、こうしてもいいのよね」


「────?!」


　振り向きざま、女の細い指が弧こを描えがいた。





「斬ジヤンッ！」





　放たれた符ふが鋼鉄も断絶する刃やいばとなり、柏原の身体からだを切り裂さいたのだ。


　どお、と音をたてて、男が倒たおれ伏ふす。


　明らかに、命を失った者の倒れ方だった。


「あらあら可哀かわい想そうに。キミなんかに関かかわらなければ良かったのにね」


　弾はずんだ声で、女は口にする。


（……関わら、なければ）


　それは、どこかで聞いたような台詞せりふだった。





　──『お前なんかと、関わらなければ良かったのに』





　猫屋敷の脳のう裏りにこびりついた言葉。


　がくりと、少年が膝ひざをつく。


「……ふふ」


　そんな姿にもはや反はん抗こうする気力もないと見たか、女は路地に倒れ込んだ柏原の死体を、悠ゆう然ぜんと確かく認にんした。


　あおむけの顔を見やったとき、芳蘭は目を剝むいた。


「そんな、あなたは──？」


　愕がく然ぜんとした響きは、いかなる意味を秘ひめていたか。


　だが、その驚きよう愕がくも忘れて──次の瞬間、芳蘭は少年へと向き直ったのだ。


「…………」


　少年は、強く右手を握にぎりしめていた。


　倒れた柏原の方へと膝を突つき、頭こうべを垂れた格好は、まるで祈いのるようだった。


「まだ、やるつもり？」


「……陰陽道の術式じゃ無理みたいですね」


　うなだれたまま、猫屋敷が口にする。


　銀ぎん髪ぱつに隠かくされ、その表情は見えぬ。しかし、口元だけは不気味に歪ゆがみ、少年の身体の内側に途と轍てつもない呪力を凝ぎよう縮しゆくさせていたのである。


　びり、と音がした。


　右手の、包帯が破れた音だった。


　柏原の巻いてくれた包帯を、少年が破ったのだ。学生服の袖そでから、ちぎれた包帯が風に乗って流れ、つかのま路地の闇やみを黒こく白びやくに彩いろどった。


　そして、少年は呟つぶやく。


「なら……それ以外を使えばいい」


　すう、と指があがった。


　人差し指と中指を立てた刀印が、ゆるりと虚こ空くうを切る。


　それと同時に、


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～あ」


　四匹ひきの猫ねこの鳴き声があがった。


「っ！」


　芳蘭が硬こう直ちよくする。


　いつのまにか、少年の猫たちに囲まれていたのだ。しかも、猫たちの立つ位置は、いずれも少年を中心として、東西南北の方角を正確に押さえていた。


　刀印が、ゆるやかに虚空を切り結ぶ。





「玄武──黒の北方を鎮しずめよ」


　北に黒猫、玄武。





「青龍──青の東方を流れよ」


　東にぶち猫、青龍。





「朱雀──紅あかの南方を燃やせ」


　南に三毛猫、朱雀。





「白虎──真白き西方を走れ」


　西に白猫、白虎。





「猫屋敷蓮……！」


「仕し掛かけていたのは、あなただけじゃありません」


　顔を持ち上げ、猫屋敷蓮は、白しろ銀がねの花のごとくに微笑ほほえんだ。


「今こ宵よいの演だし物は、四神相応がひとつ──森しん羅ら万ばん象しようの陣じん」





　　　　＊





　何が起ころうとしているか、芳蘭にも分からなかった。


　しかし、その発動を待つほど愚おろかでもない。





「──斬ジヤンッ！」





　女の唇くちびるから、口こう訣けつが迸ほとばしった。


　数分の呪文スペルに匹ひつ敵てきする術式を、ほんの一言に呪じゆ力りよくを圧縮し、霊れい符ふを起動させる。


　猫屋敷の符呪と似て非なるカタチに編まれた魔ま術じゆつは、たちまち夜闇を切り裂き、さきほどの柏原のごとく少年を切断せんと迫せまった。


　そして、





「はらいたまい、清めたまう──」





　少年の行使した──〈禊みそぎ〉によって、阻はばまれたのだ。


「神しん道とう……ですってっ」


　芳蘭の声が裏返る。


　いや、陰陽道でも、神道の術を併へい用ようすることはある。


　比ひ較かく的源流も近いため、浄じよう化かや地じ鎮ちん祭さいといった儀ぎ式しき、また天文学の知識においても共通するところが多い。


　しかし、このように、神道の基礎となる魔術特性──〈禊ぎ〉までも完全に再現するとなれば、まったく話は違ってくる。


「キミ、何を……！」


「……ただの模倣エミユレートですよ」


　と、少年はほのかに笑う。


「もとより、陰陽道は総合呪術です。最強の呪術であるために、神道から道教から呪禁道から使える術式を引き抜ぬいてきた寄せ集め。だったら、その思想の根源に還かえれば、ほかの呪術の再現だって可能でしょう」


「そんな理り屈くつが……」


「通じるからこその、今でしょう。僕自身、実戦で使うのは初めてですけれどね」


　少年の笑えみが深くなる。


　棒立ちになった女の前で、少年は両手をあげ、額やみぞおちを押さえながらこう呟つぶやいたのである。


「汝と（Ateh）、御国に（Malkuth）、力と（ve-Geburah）、栄えとが（ve-Gedulah）永遠にあらんことを（le-Olahm）」


　そして、さらに続く呪文スペルよ。





「我が前方にラファエル（Before me Raphael）、我が後方にガブリエル（Behind me Gabriel）、我が右手にミカエル（On my right hand Michael）、我が左手にウリエル（On my left hand Auriel）、我が周囲に五芒星燃え上がり（For about me flames the Pentagram）、六条の星屹立せん（And in the Column stands the six-rayed Star）」





　それはまるで、原初の神しん殿でんのごとく、真しん摯しにして神聖な祈いのりであった。


　荘そう厳ごんな詩句の流れた直後、路地に嵐あらしが渦うず巻まいたのだ。


「天使召喚術アルマデル……?!」


　女の呻うめきは、風にちぎれた。


　今度こそ、陰陽道との関かかわりは皆かい無むに近かった。


　地、水、火、風。


　ギリシャ時代より伝わる四大の要素エレメントを天使になぞらえ、自らの内側に神殿を構築することで支配しようという西洋魔術。カバラ十字から選せん択たくされた東の天使ラフアエルの嵐が、小さな路地に荒あれ狂くるう。


　呪力を秘ひめたその風に、壁や地面へ仕込まれた霊符もまた剝はがされていく。


「これで……禁呪も消しよう滅めつしましたよね」


「……っああ！」


　その混乱の中でも、なお芳蘭は一流といえた。


　必死に集中をつなぎ、新たな霊符を指に挟はさみ込む。精せい一いつ杯ぱいの呪力を込こめて、女はその霊符を投げ放った。





「到来タオライ！」





「──疾チツ！」





[image: ]


　同時、力ある五芒星セーマンを描えがき、その頂点のひとつから猫屋敷の符ふもまた放たれる。


　漆しつ黒こくの紙に、水銀から採られた朱しゆで、急きゆう急きゆう如によ律りつ令りようと書かれた呪じゆ符ふ。


　いわく、黒こく龍りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。


　符呪は、黄河のごとく大量の水を吐き出し、文字通り龍の姿を形成して、芳蘭の符を嚙み砕いた。


「……猫屋敷蓮……キミは……！」


　女の叫びもまた、その濁だく流りゆうへと飲み込まれたのだった。





　　　　７




　路地に、夜風が流れた。


　一時の昂こう揚ようは去り、残るものは風の冷たさと、荒あらい吐と息いきばかりであった。


「……はぁっ、はぁっ、はぁっ」


　猫屋敷も、膝ひざを折っていたのだ。


　ただでさえ白はく皙せきの容よう貌ぼうは、透とう明めいなまでに色を失っていた。学生服の肩も大きく上下して、こめかみから頰ほおにかけては、嫌いやな汗あせが流れている。放ほうっておけば、そのままアスファルトの上で冷たくなってしまってもおかしくなかった。


（それもいいか……）


　と、少しだけ思った。


　くだらない魔ま術じゆつ戦闘の果てに死ぬ。


　自分には、そういう死に方がふさわしいだろう。くだらないやりとりの中で、価値もなく死んでいくのがいい。


　そんな風に、考えたときだった。


「今のが……あなたの切り札ですか？」


　と、問いかける声があったのだ。


「柏原……っ？」


　猫屋敷が目を剝むいた。


　まさしく、少年を見下ろしているのは、芳蘭の霊れい符ふに倒たおれたはずの柏原だった。


「────っ！」


　地面に伏した死体を、振り返る。


　すると、死体は一枚の紙人形となっていた。


　紙兵。


　さきほど、女が見せたのと同じ術であった。いや、柏原の身体からだを模して、身代わりになったのを考えると、遥はるかに高度な術だったろう。


「あなたは……」


「不格好な術ですね」


　言いかけた猫屋敷へ、柏原が口にした。


（…………？）


　その声に、少年は戸と惑まどった。


　何かが、今までとは違ちがったからだ。


　ただ怯おびえたり逃げまどったりしていた男とは、異なる響ひびきが声にはあった。


「──森しん羅ら万ばん象しようの、陣じんのことですか」


「あまりにも効率が悪すぎる。あまりにも代だい償しようが大きすぎる。こんなのが役に立つなんて、せいぜい魔術の相あい性しよう勝負になる、特殊な魔術決闘フエーデぐらいでしょう。──ほら」


　柏原の手が、少年の腕を取る。


　軽く息を吹きかけると、ぼうっと汚お染せんされた呪力が吹き飛ばされた。


「痛っ」


「ほら、すでに身体のあちこちが呪波汚染に感染してる」


　柏原が、今度は少し怒おこったように口にした。


　猫屋敷は、絶句していた。


　吐息は、東洋における魔術の基本である。しかし、これほど鮮あざやかに呪波汚染を浄じよう化かするとなると、猫屋敷という天才をもってしても驚きよう嘆たんに値あたいした。


　一体、世界でどれだけの魔法使いが、今の技術を再現できるか。


　そして、柏原は続ける。


「あなたは完かん璧ぺきにほかの魔術を模も倣ほうしているつもりでしょうが、どこまでいっても、あなた自身の呪力は陰陽道のものです。発動してしまった術の呪力と陰陽道の呪力は、あなたの身体の中で呪波干かん渉しようを起こしますし、その『力』だってまともに陰陽道を扱あつかう半分にもなりやしない。こんなんじゃ、本当の魔術の深しん奥おうに触ふれる前に、呪波汚染で絶命しますよ」


　それは、魔術の必然。


　別系統の──別の摂せつ理りを持った魔術が近づきすぎれば、互たがいに反発しあい、呪波干渉を起こすという当然。


　いかな猫屋敷の奥の手といえども、その事実までを覆くつがえせるわけではない。


「強くなりたいと言いましたよね。呪詛を繰り返して〈協会〉を誘さそい出し、あげくこんな術まで使っても強くなりたいと言うのなら──」


　柏原の穏おだやかな目が、こちらを見み据すえる。


　そのまま、問うたのだ。


「あなた……誰かを殺したいんですか？」


「…………っ！」


　その言葉に、猫屋敷は身体を強こわ張ばらせた。


　自分の核かくとも言える事実を、たった一言で貫つらぬかれた──その衝しよう撃げきのゆえであった。


「そういえば……あなた方〈アストラル〉も、僕ぼくを止めたがっていたんでしたね」


　忘れていた。


　自分の呪詛を止めたのは、そもそもこの柏原ではないか。


　ならば、彼ら〈アストラル〉が、少年と敵対する誰だれかに雇やとわれたということだろう。


「だったら……ここでやりますか」


「いや、そんな！　そりゃ呪いを止やめて欲しかったのは本当ですが、あなたとやりあうなんて、そんなの考えてないですよ！」


「じゃあ……どうして僕と接せつ触しよくを──！」





「もとは、『すかうと』に来てたからでござるよ」





　不意に、答えがあった。


「隻蓮」


「隻蓮さん」


　猫屋敷と柏原が、同時に振り返る。


　路地の端はしに、墨すみ染ぞめの衣と錫しやく杖じようを持った僧そう侶りよが立っていたのである。


「少し離はなれている間に、いろいろ起きているもんじゃな」


　からからと錫杖で肩を叩たたいて、隻蓮は倒たおれた女──芳蘭へと歩みよった。


「スカウトって、どういうことですか」


　緊きん張ちようを途と切ぎれさせず、猫屋敷が訊きく。


　少年にとっては、潜せん在ざい的な敵がふたりに増えたに等しかったからだ。


　しかし、隻蓮はあっけらかんとこう答えたのである。


「社長の趣しゆ味みじゃよ」


　面めん倒どうくさそうに目を細め、鼻を鳴らす。


「猫屋敷蓮っていう面おも白しろい陰おん陽みよう師じがいるみたいだから、うちにスカウトしようよって五月蠅うるさくての。さすがに呪詛を続けているようなのを入れるわけにもいかんじゃろ。なんで、先にそっちの仕事をやめてもらおうと思ったわけじゃ」


「……なんで、そんな……」


　聞いたこともない。


　少年自身、いろんな流派を渡わたり歩いてはいるが、それはあくまでこちらから売り込みをかけてのことだ。そうでなくても、魔ま術じゆつ結社は閉へい鎖さ的で、おいそれと余所よそ者ものを受け入れるようなところではない。


　なのに、魔術結社の側から、ろくに付き合いもなかった相手をスカウトなど……


「そういう変わり者での。いや、変わり者とかいうよりも、あれはただの偏へん屈くつじゃな。ちょっとでも他人と変わったことができるならくいつきおる」


　隻蓮が唇くちびるを尖とがらせる。


　それでいて毒舌と聞こえないのは、僧侶の言葉の裏から、なんとなく親愛の情みたいなものが透すけて見えるからだろうか。





「薬王菩薩に帰命したてまつる（オン・バイセイジヤ・アランジヤヤ・ソワカ）──」





　軽く真言を唱え、倒れた女に活を入れる。


　良薬をもって人々を救済するという薬王菩薩の加護ゆえか、すぐに女が息を吹き返した。


「っ……」


　意識を取り戻もどした芳蘭は、真っ先にチャイナドレスの懐ふところへ手を入れた。


　しかし、その指が霊れい符ふを摑つかむ前に、隻蓮が止めたのである。


「お前……！」


「殺気は止めてほしいでござるな。一応、助けたのでござるし。でなければそこの小こ僧ぞう、おぬしを殺していたやもしれん」


「っ……！」


　唇を嚙かみ、猫屋敷を睨にらむ。


　すぐに、その視線が隣となりの柏原へと移った。


　そして、今回の事件で最大の衝撃を、女はこう伝えたのだ。


「どうして……先輩がここに……？」


「そのまあ、成り行きでして」


　曖あい昧まいに、柏原は笑う。


「は？」


　猫屋敷は茫ぼう然ぜんと、その会話を聞いていた。


「先せん輩ぱい？　柏原が？」


「影崎……よ」


「影崎？」


「そいつの、本当の名前。もともとは〈協会〉に属していたあたしの先輩で──魔法使いを罰する魔法使い」


「────っ！」


　驚きよう愕がくは、電流にも似て、猫屋敷の頭頂から爪つま先さきまでをひた走った。


　柏原と、影崎。


　魔法使いを罰する魔法使い。


　へらへら笑っていたこの男が、自分が戦いを求めていた術者たちのひとりだというのか。


「今は、〈アストラル〉の柏原ですよ」


　と、困ったように男が頭を搔かく。


「…………」


　少年は、言葉もない。


　悪い夢を見ている気分だった。


　喜劇とすれば、こんな出来の悪い話もないだろう。


　最後の最後に来て、一体、いくつの展開が手の平を返すのか。


　狐きつねにつままれたというより、世界から切り離されたような少年の前で、柏原はこう女へ続けた。


「彼のことですが──私のところで預かるなら、〈協会〉でもさほど問題にはならないと思いますけれど」


「ええ。……あなたの名前を出していいなら、ね」


「そこはなんとかしていただけると」


　相変わらずの、困ったような笑え顔がおで、柏原が言う。


　それから、


「強くなりたいと、仰おつしやいましたよね」


　と、猫屋敷へ言った。


「それが……どうかした？」


「もしかしたら、手助けできるかもしれません」


　真しん摯しな声で、柏原は口にした。


　憎にくむべきことに──今の猫屋敷には、それが噓うそでないと分かってしまうのだった。


「一応、連れん絡らく先でござる。気が向いたら声をかけてもらえると嬉うれしい。もっとも、呪いとかの仕事は止やめてほしいでござるが」


「……僕の勝手です」


　隻蓮の手から名めい刺しをもぎとり、猫屋敷は踵きびすを返す。


「あ、猫屋敷さん！」


「うるさい！」


　叫んで、振り切った。


　疲つかれ切った身体からだを奮い立たせ、ひきずるようにして路地を立ち去る。


　ようやく新たな通りまで出た後、あの三人がついてきてないのを確かく認にんして、少年はがくりと膝をついた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～あ」


　代わりに、四匹の猫だけが少年の足元に寄り添そっていた。


　その場に倒たおれ込みたい衝しよう動どうをこらえながら、猫屋敷は強く拳こぶしを握にぎりしめた。呪じゆ詛そを返された痛みだけが、自分の意識をつなぎとめてくれた。


（……なんて）


　と、思う。


　なんて弱い自分だろう。


　虚きよ勢せいを張って、うぬぼれて、より強い魔法使いとやりあうために呪詛を繰くり返して──そんな自分はどんなに井いの中の蛙かわずであったろう。結局、今回の事件は、それを再確認させられただけではなかったか。


　凄すさまじい自己嫌けん悪お。


　同時に、柏原の残した問いもまた、少年の耳に残っていた。





　──「あなた……誰だれかを殺したいんですか？」





　少年の核かくを抉えぐり貫ぬいた、あの言葉。


「…………」


　膝を抱かかえたまま、猫屋敷はずっと動かなかった。


　長い長い間、そうしていた。夜の闇やみがちぎれ、朝日の欠片かけらがちらつきだす頃ころになっても、少年は動かなかった。


　そして、


「……ああ、そうだね」


　と、言葉が漏もれた。


「だったら……最初から、僕に選ぶ余地なんてない。自分の納なつ得とくする方法なんて、選ぶほどの余よ裕ゆうはない」


　そう言って、くしゃくしゃになっていた名刺を取り出した。


　水すい晶しようの透すかしが入った名刺には、セピア色の文字でこう書かれていた。





〈魔法使い派遣会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　　　　８




　はたして。


　猫屋敷蓮が、正式に〈アストラル〉へと入社したのは、この二週間後のことである。














〈アストラル〉業務日誌　壱いち





　ええと、はい！　おはようございます！　こんにちは！　こんばんは！　あれ？　日誌の挨あい拶さつってどう書けばいいんですか……?!　というか、これを読む人って一日のいつ頃ごろ読むんでしょうか……？


　その、柏原代介です。


　司社長に言われて、業務日誌を書いてるんですが、ど、どうもこの手の書類は苦手です。いや自由に書いていいとも言われているのですが、結局日本語という枠わく内ないで、上から下に右から左に書いてしまってる以上、そんな自由なんてかりそめでしかないわけで、私が書きたいことっていうのも、どうしようもなくとりとめなくて、いつまで経たってもうまくまとまらないというか、ああもうどうしようも！





　そ、そうだ。


　猫屋敷さん、入社ありがとうございます。


　陰おん陽みよう道どう課か臨時社員、ということにとりあえずはなりますね。


　あれ？　おめでとうございますかな？　それとも、歓かん迎げいします？　あれ、あれれ？　またこんがらがっちゃいましたよ？！


　ああああ、もうとにかく、私、あなたが来て喜んでるのは本当ですので、どうかそれだけは分かっていただければ……！





〈アストラル〉は、結構ほかの結社と違うので混乱するかもしれませんが、すぐに慣れると思います。隻蓮さんも、ヘイゼルさんも、司社長も、ユーダイクスさんもきっと──いやまあユーダイクスさんは仏ぶつ頂ちよう面づらなんですが、あれはいつものことですので──あなたを歓迎してます。


　ここへ来るに至って、考えてきたことも、胸に秘ひめていることも、いろいろあるとは思います。それでも、ゆっくりとこの〈アストラル〉という場所を好きになってもらえれば嬉うれしいです（できれば、呪じゆ詛そとかも控ひかえてもらえると大変嬉しくて……！　あああ、今言ったからって私まで呪のろわないでくださいね！）。





　後、それと……


　影崎って名前は忘れていただけると大変ありがたいです、はい。




柏原代介














　あとがき







　第二部・三巻は、ひさしぶりの短編集になります。


　前の短編集『魔法使いのクラスメイト』も一月発売だったので、ちょうど一年ぶりですね。


　今回のテーマは過去です。第二部になって登場人物も多くなってきましたので、それぞれのキャラクターをもう一度見直す感じに仕立ててみました。では、恒こう例れいの一話ずつのコメントを。





・魔法使いの査定！


　オルトヴィーン入社後、初の短編です。


　そんなわけで、オルトヴィーンによって変化する〈アストラル〉と、みかんの過去を中心に描えがいてみました。お気づきの方もいるかと思いますが、作中に出てくる「布ふ留る川かわ神社」や一部設定はドラマＣＤ第一弾だん『魔法使いの宴』に登場したものですね。


　時系列的には、『妖都の魔法使い』の直前になります。





・魔法使いの代理授業


　前巻でロンドンを舞ぶ台たいにした長編を書いたわけですが、せっかくの魔ま術じゆつの本場なわけで、後一、二回ぐらいは短編もやってみたいなーと思ってたのです。


　そういうわけで、舞台は穂ほ波なみやアディの母校である〈学院〉。テーマはアディリシアの過去。また、アディリシアが初めてフォルネウスを喚かん起きした経けい緯いは、スピンオフ作品であるＭＡＫＯＴＯ２号さんの『レンタルマギカ　from SOLOMON』から使わせていただきました。


　ちなみに、この『from SOLOMON』は、設定としてはアニメ版準じゆん拠きよ（魔神の姿、アディリシアの触しよく媒ばいが指輪）だったり、いつきの性格も漫まん画がに使いやすいようややデフォルメされていたりするのですが、三田としては「細かい部分は違ちがっても、おおよそ似た感じの話は原作でもあったろう」というスタンスです。こう、ＭＡＫＯＴＯ２号さんが面おも白しろいの書いてくるなら、こっちも取り込んでカウンター浴びせてやるぞって、ガチ勝負な構えで！


　もちろん、漫画を読まなければ分からないなんてことはないようにするつもりですので、小説だけ追ってくださっている読者の方も安心してくださいませ。





・魔法使いの約束


　今回の書き下ろし・その１。


　英国まで来た以上、穂波のもうひとつの故郷・ウェールズに行かないわけにはいかないでしょう。前の短編がアディなら、こちらは穂波の過去──そして今のいつきに迫せまった短編です。


　この土地の物語は、いずれもう一度、別のカタチで書いてみたいですね。





・魔法使いの出会い


　今回の書き下ろし・その２！


　ええ、そうです。今回は書き下ろしがふたつもあるのですよ。イラストコレクション「魔導書大全」にも書き下ろし、いつもの連載もあるから……大変だったなあ……（遠い目で）。


　ついに封ふう印いんを破って、過去そのもの──先代の〈アストラル〉時代に踏ふみ込んでみたわけですが、読んだ方はいろいろな意味で「ええっ！」と驚おどろかれたんじゃないでしょうか。面白く驚いてもらえたなら幸いです。





　この巻が発売される頃ころには、アニメも半分が終わっているはずです。レンタルマギカは設定の情報量が多い作品なので映像化は大変だったと思うのですが、スタッフはとてもいい仕事をしてくれてます。魔術考証の三輪さんも全面的に協力してくださったおかげで、二回、三回と見直すたびにいろんな発見がありますよ。


　単純に、あの美び麗れいな作画で動くいつきたちを見るだけでも、にまにましてしまいますね。


　メディアミックスの常として、「アニメが好き」「小説の方が好き」「私はアニメも小説も！」「いや、自分は漫画の方が……！」などと様々なファンの方がいらっしゃると思います。これだけ、それぞれの作品が力をいれてくださってる、幸せなコンテンツならなおさらです。


　せめても、原作としてはほかに負けないよう頑がん張ばりたく思います。


　では最後に、イラストコレクションやＤＶＤの書き下ろしジャケットと連続で描いてくださったpakoさん、アニメや漫画の考証も快く引き受けてくださった魔術考証の三輪清宗さん、さらなる激務に負けず戦っている担当の難波江さんとＵさんに感謝を。


　次は春頃、いつもとは少し違った趣しゆ向こうでお会いできるかと思います。





　　二○○七年十一月




アニメ『レンタルマギカ』を観みながら　　







　Ｐ．Ｓ．　あ、もうひとつだけ。アニメ『レンタルマギカ』の次回予告に出ている『先生』は、魔術考証の三輪さんで、僕じゃなかったりします。間違えた方がいらっしゃったらごめんなさい。




レンタルマギカ


魔ま法ほう使つかいの記き憶おく





三さん田だ　誠まこと
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